
第 2節 同 族 と 親 族

1 同族 の構造 と機 能

(1)調査地北野の概況

北野は御津町の最南端に位置し岡山市と境を接しているQ大坪と大月の二部落に分けられ ,

大月は更に本村 ,堀越 ,船越に分けられるoそれぞれの部落の位任関係は第 5図のとおりで

ある｡
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8- 2 第 5匡l北野の位僅

交通は大月 ,大坪へは岡山から国道 55号瀬をバスで約 50分北上 .辛香峠を越えたとこ

ろにある中山までゆきそこからは山道を歩くほかはないb中山から北野のほぼ中心の大月ま

で50分の登bである｡大坪へは更に 10分登るQ堀越は標高250m徒歩で約20分下 D ,

船越へ性堀越から更に 15分かかるO船越へは津山線ののくち駅からゆく方が便利が良いが .

それでも野々口駅からは交通横卯は何もな く ,徒歩だと約40分を要する｡

との山lK人 が々定着した事情は上くわからなhc落人だろうという人もあるo北野は高

所にあるが .水の優はよく,水田が多い｡

大坪と大月は北野という同じ大字の中にあるoLかし相互の関係はほとんどなく,共用の

道の修理などのとき共同して行われる程度である｡またこの二部落は同じように山の中腹に

あるのだがその性格は対照的で ,一方は丑か凌姓村であD,他方は零細を色相で ,良薬経営

の面ではかなb差がある｡以後 ,この両部落を区別して概況を述べてゆく｡
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両部落の人口は昭和 41年 8月現在大坪 28戸 118人 ,大月21戸 84人である.詳し

くは家族の項を金牌されたいO

昭和 40年良薬センサスによると,総耕地両横壮大坪 15町 6反 2畝 ,大月 8町 5反 5畝

8- 2第 5嚢 虫地所有規模別戸数

大 坪 大 月

1 町 以 上 1 0
7.5反- 1町 5 0
5反～7.5反 15 5

5反 ～ 5反 0 ll

(S.40年典薬センサス)

8-2第4表 耕地利用形態

であb経営面額にかいて差があると同時にそ

の利用のしかたにも追いがある. (第 5表 .

第 4乗 )

(S.40年虚業センサス )

総経営排地 田 畑 樹 園 地 永年牧草地

大 坪 15.62 100 9,08 r′占占.7 2,8可 520.5 1,74 (12.8h Tl 0

大月では田が総経営耕地のうち82.4卓を占め ,大部分が田であb.山村にもかかわらず

畑の削合が′｣､さいOこれは大坪でも同様で田 6占,7多忙対し.畑 20.5%と5分の 1以下で

ある｡しかし大坪では果樹園が 12.8帝あb,なし園が主である｡大坪にはこのほかに温室

ガラス室が 5,162坪あD,マスカ ットが栽培されている｡山間の部落で従来のとおDの水

EEl経営ではやってゆけないためまずなしの栽培がは じめられた｡次いでガラス室栽培のマス

カ,トが帝人された｡そして大坪の気勧 ;(昼夜の温度差が大 )マスカットの栽培に適して

いることから晶質のよいぶどうができ,鹿弗経営の形が大きくかわってきて現在のようにな

った｡マスカット栽培がはL'められたのは戦前に遡る｡津高町から入ってきて ,5戸ではじ

めた.現在でも当時のガラス室 1棟 20坪が残っているoマスカット栽培は戦争で一時中断

されたが ,昭和26年に4戸で再開された｡しか し現在のように各戸に栽培されるように漁

ったのは5年ほど執からである｡大月で壮士だ少数′ト規模である｡ (第 5衷 )

8- 2第 5表 ガラス垂面積 (単位坪 )

1な し 100未満 100～ 280200一一500 500- 40q400,-500 500以上

(S.40典薬センサス)
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812第 d表 階層別段産物売上

qh=3讐 大 坪 大 月階層名芳 一讐習孟 5一･一1 20 50I50 ブO～夜 露 5- 10 20 50 50 71012050 50 781DOl 10 20 50 50 70 100

1 町 以 上 II- 1

7.5反- 1町 1 4

5反-7.5反 I 占 5 2 1 5 2

5反 ～ 5反 2 7 2

(S.40虚業センサス)

8-2弟7襲 (階層別 )地産物部門別売上金額のJrA位
部落名所 位 ■有耕地 慧 大 坪 大 月

∫1 位 】 2 位1 ･ 可 2 位 版売なし

h 習 葦鷺蕎 レヽね マスカッ ト題鉢栽培果樹 いねマスカ, Iレ､ね変額に雪 花井

1 町 以 上 1 1 l

7.5反- 1町 2 5I 2 ,5 I

5反～7.5反 7 5 2 2 ど■.I 5 5

5反 ～ 5反 10 1 1 2 2

(荏) 売上割合のうち ,2つ以上の部門が同じ割合の場合はいずれも1位に入れた.

(S.40曲菓センサス)

土地利用の適いは姓産物の乳 ヒおよび売上金額の順位にもあらわれるo (第 占表 )(第 7

襲 )大坪では売上順位の 1位の占める割合が 100解つまb売上作物が 1棚類 しかない場合

は 1戸 (5反未満眉露鈎栽培果樹 )しかをいの忙対 し,大月では 1位いねの うち 15戸 (5

反～75反屈 5戸 ,5反～ 5反層 占戸 ,5反禾荊眉 2戸 )が 100蕗の売上と在っている｡

残95戸は3反～ 5反層 4戸 (それぞれ dO啓 .7070,80解 ,90帝)5反未湖屑 1戸

(50飾)であるOまた大月で売上 1位がマスカットと怒っている家でも第 2位にはいねが
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あげられておD,いねが売上の 1位 2位に必ず入っている｡これに対し大坪では売上高 1位

にあげられたいねの占める割合は 1町以上闇 50帝,715反- 1町層 50帝と40留 .5反

～7,5反屑 40帝が 5戸 ,50啓が 4戸と売上金額に対する占有率が大月に比べて低く,い

ねが窮 1位の盤家は約半数である｡またマスカットが第 1位の場合 .売上金額に対する割合

は 7.5反- 1町屑で占0多2戸40多 1戸 .5反-7.5反屑の場合50562戸70留 1戸80啓

2戸といねにくらべてやや高い比率をもっている｡このように大月は依然としていねの単作

に頼っているのに対し大坪では果樹(席捲 ･ガラス室 )栽培が大きい収入源と75っている｡

大坪の場合 ,これらのマスカ,ト.屠鞄栽培の果樹はどの屑でどのくらいの規模で行われ農

薬経営上でどのようを位置にあるかを経営耕地面横によって階層別に表vcまとめてみたのが

第 8表 ,第9表 .第 10表である｡ますガラス皇帝額でみると100坪未澗 7戸(55飾).

200-500坪 7戸(55多)が多い｡このうち100坪未満所有は7戸とも5反～7.5

反層に属し売上金額でみると5- 10万円 1戸 ,10- 20万円 5戸と少ho売上 20-50

万円が 1戸あるがこの売上をあげている家は果樹園 1反 d畝をもち,売上の占0%は果樹で

占め ,マスカットの売上はをい｡ 200- 500坪所有戸は 1町以上 1.戸 .7.5反- 1町5

戸 ,5反～7.5反 5戸でうち1戸が売上 10- 20万のほかは20- 50万円 2戸 ,50-

8- 2第8表 階層別段産物売上 (単位 万円)

階層別戸数 売上 5万円未満 5 -- 1 0 1 0- 2 0

1 町 以 上 1 ("(03 - - -

7.5反- 1町 5 (100) - - -

5反 ～ 5反 0 - - -

5 反 未 満 1 (100)(5) 1 (108) - -

計 %)DD),o (5) 1 (5) -1 l(50) i

1町 以 上 - (5) 1 (100) - -

7.5反- 1町 (5) 1 (20)亭(20) 4 (80) - -

5反～ 7.5反 (15) 5 (25) (1ロ) 2 (15) - (5) 1 (8)

5反～ 5反 - - - -

5 反 未 満 - - -

(S.40鹿菜センサス)
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8-2窮9表 階屑別 ガラス垂所有 (単位 坪 )

を し 100未満 100～200 200～500

1 町 以 上 - - - (5) 1(100)

7.5反-1町 - - - (15) 5 (dD)

5反～7,5反 - (55) 7 (54) - (15) 5 (25)

5反 ～ 5反 - - - -

5 反 未 満 1(100) - - -

計 ( 5) 1 (55) 7 - (55) 7

500一一400 400.-5DO 500以_上 階層別平均

1 町 以 上 - - - 250

7.5反- 1町 .(5) 1(20)(5) 1(20) - 501.占

5反～7.5反 (10) 2 (15) - (5) 1 (8) 18_4.9

5反 ～ 5反 - - - -

5 反 未 満 - - - 0

(S.40蝕英Itンサス)

8- 2第 10蓑 階層別果樹園所有 (単位 反 )

樹園面●. 0.5未満 0.5-0_5 D.5～1.0 1.0～1.5 1.5以上

1 町 以 上 - - - 1 -

7.5反-1町 - - 5 1 1

5反～7.5反 - 1 8 2 2

5反 ～ 5反 - - - - -

(S.40 盛業センサス)

50万円4戸と去って卦D,マスカ ットが売上に占める割合は全て50-50啓である｡

500-400坪所有は75反- 1町屑 1戸 (売上 50-50万円),5反～7.5反屑 2

戸(売上20-50万 1戸 ▲50-50万 1戸 )でそれぞれ売上に占める削合は 占0飾 ,

80飾,70飾となる0 400-500坪所有 1戸は売上 50-50万でマスカットは
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60啓を占める｡ 550坪所有戸比売上 70- 100万円を示し,売上金額の80啓をマス

カットが占める｡ガラス重面概の階眉別平均を出すと7.5度- 1町眉は501.6坪 ,5反-

7･5反は 184･9坪とかをわの開きがある｡なお 5反～ 7.5反府では大規模所有と小規模所

有とに大きを隔Dが参9.2DO坪で7･5反- 1町届をわずかながら上回b,′J､規校 7戸の

平均は65坪vELかならない｡経営研地面額でIJると200坪以上所有 6戸の平均はd反 8

畝 ,小規模7戸平均壮 5反9畝と,9畝の差があるのみである｡鎧産物売上金額が大体,こ

のガラス室の規投に応じて高く,売上金額に占めるマスカットの削合が渇 くをっているのは

前述のとおbである｡しかし,椋桝地面研で ,上層の方がガラス垂所有面横も広vlとVlう頼

向がみられる.ガラス室建設の奨金などにも上るのではないかと思う.同じ自熱的条件をも

つ大月にマスカットがあまb栽培されていないのは .この資金不足も一因となってvlるので

はなかろうか.以上主としてマスカットについて述べたが果樹の場合はどうか.前にマスカ

,トの売上をして果樹といねで 20- 50万の売上を示している例があったがそのほかに果

樹が売上の 1位を占めているのは 1戸ある(果樹40% .いね40多.総売上 10- 20万

rTl)o原蹄栽培果樹が売上 2位になっている8戸のうち,6戸までが売上 50万以上をもち

榊 の割合はいずれも20- 50啓である｡総売上高と割合との椀連はない｡

次に三振賢についてみると第 11表で.大坪では馳賢が王で兼菜が従の第-種兼業姓家はな

い｡兼共主 ,良薬従の第二種兼英良家は2戸あるo大月では第一種栽薬 5戸 (25･8帝)慕

二倍米英 8戸(5a1啓)と瀬英化がすすんでVlるOこれは農薬の形態 ,曲産物売上.経営

8-2第 11襲 灘英良家数

部.階層 -BLn 大 坪 大 月呼 菜 1 兼 2 兼 専 業 1 # 2 光

1 町 以 上 1 - - - - -

7.5反- 1町 5 - - - - -

5反～7.5反 12 - ー 1 2 2

5反 ～ 5反 - - - 5 5 5

5 反 未 柄 - - 1 2 - 5

(S.40 段薬 センサス )
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8- 2第 12表 兼業従事者

や と わ れ 兼 業 自営非英

きま った勤め先 が あ る 人 出穂に出た人 人夫 .日雇 と して働 きに 出た人

事務職員 エ 拭 土木.趨設 そ の 他 土木 .艇J そ の 他

1樫兼業 1 5 2 - - 2 -

(堤) ( )内は大坪,他は大月 (S.40 鼻薬センサス )

耕地面積などからも容易に想像できるo煎菜の内容は第 12表のようである｡大坪では耳

集魚家は全て5反以上の耕地を所有しているが .大月では5反未満所有で専菜姓家という

のが2戸あり,5反未満所有でも5戸が専弟であb鼻薬は非常に零細であるo専業盤家の

多い大坪でも｢農薬ではこれ以上の発展性はないだろうから.これからは兼業化へとすす

むだろう｡｣という意見があったo最近金山の観光開発がすすめられているが ,そうなる

と北野は金山への通りみちとなり,観光地として発展の余地が残されている｡金山への登

山道として幅6-71nの道路が作られているが ,大坪はち上うどこの道路の沿道にあり,

車を使えば約50分で岡山市内-も行 くことができる｡区長さんのお話によれば,(夏涼
r.I

しく,冬も時には岡山よb酸い日もあるということで)別荘地としても有望だとのことで

あった｡
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t2) 同 族

第 1劇 よ北野fTL玉け る同族団の分布を示したものであり粛 2図はその機能を示したものであ

る｡大坪にはもと6つの同族団があったが東山.柴本の2枚はそれぞれ本家分家が他出し, し

かも他出先が大阪で達いとか,幽係が古くなったとかで塊在ではほとんど交襟は行われていな

い｡残り4塊 則俊,茂崎,竹内,森元掬巧では系諸関係の相互認知も完全であり本義分虎の

関係はこれからも続けたいとしているo二六月では同族団は則安,簡喝,片山の 5株で,井舶珠

は本家が昨年 (S.40年 )岡山市へ出て行き.現在は成立 していない｡また,則安株 片山株

は蛸成戸数が多く,鵬係のはっきりわからない虞もあったD両部落の同族団の構成をみると大

坪では 4株の うち 5挟までは 2戸で構成されており戊崎棟の4戸がいちばん大 きい｡これに対

し大月では則安扶 7戸,西崎株 5戸,片山捷 5戸と大坪より大 きい｡このうち則安味は本村K

5戸,船越に2戸に分かれており,片山練は大月本村 1戸,堀越 5戸,船越 1戸に分れ ている｡

(第 1幽)

812-第 1威 同 族 の 配 荘 園

これらの凍内各戸は互いlこ比癖的戚接してJilウ.分家,部港内嬉などで親族幽係のあるもの

も多いので第 2凶にあらわれた交膜の内容は,親族として近所 としてのものがからみあってい

ると思われるので.以下できるだけ親戚.近所との朗係をも含めて,各棟内の交際円容をもう

少し辞しく説明しよう｡
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則俊株,家は隣9あって卦9衷号はともに｢あたらしや ｣である｡本家分家の相互認知はあ

D,本家分家の関係は続けるといっているがその理由は｢ない よ9はあったほうがよい｣｢当

然だ｣と哨嘘的であるD交際内容については ｢古レ1関係だか ら,■近所としての交際にとどせる｣

というO近所交際の内容をみると,葬式のとき,お祝いのときだけで,農作業上とか相談相手

には親族や部落円の人が多い｡

戊崎株 ◎ク;本家であり,励 ま明治以前の分家,由は 2代前,⑲は5代前の分家である｡本

家分家の幽係は｢近所だから｣｢田舎だから｣｢棟内は外部に対しては家族と同様だから｣続

けるという｡㊨,⑲は本家からは頼られることがないといい,代がかわってくる,手がいらな

いからという｡物の貸僧.姓作業については親族,同族にはかbたよるという傾向はみられ1,

近所とのつきあいがかなりある｡葬式のときの香典,結婚祝,出産祝,かみやげ,ごちそ うの

かすそわけなどrLは親族同族が多くなる｡これ紘本分家間 分家相互間でも同様である｡ この

棟内では部落内の親族が少いため,香典,お祝の場合,速い親族としての棟内が多くあらわれ

たのだが,部落内に親族をもつ⑲の場合をみると親族を多 くあげているし,(わ 唾も部洛外の
親族をあげている｡親族と同族は区別されていないと思われるQ交虎は,古い分家,新しレ､分

家の区別はされていない｡

竹内珠 第2図では援助や相故を求める,求められるということは少いが,近所関係として

みると,物の貸借,相銀をかける,頼りにするというとき,その他香典,お祝いのときなど交

顔をしているQ㊥まこれ らの近所交際ではL9)と共にWも同時にあげてお9,区別はないように

みえる｡ただ葬式,お祝いでは(むと親族をあげているQこの株内では近所として交贋 している

方が強い｡

森元珠 包妙;本家で,明治 25年に⑲を舟出した｡ しかし,その後㊨忙子供がいなくなった

ため,麺の二男を垂子とした｡現在はその子にあたるO従って血線娼係 も戯く日常生活のあら

ゆる面で交鰐をしているO⑲によると｢金銀財産以外は一軒の家同様 ｣とのことだった｡第 1

図で⑲が虐助相鉄を求めることばかDで求められることがをいといっているが,謙遜 してのこ

とばであろうと思われた｡また本家分家の鯛係については｢豪が成りどうして 1つの部落にあ

れ 代がかわbいくぶんか血がうすくをるが,とにか く何かのときは心強い｣という｡⑲,⑲,

Q却土塊具の共有などで組をつくっており,近所としての幽係 も深い｡

則安株 塊も 北野に 7戸の棟内をもち,いちはん大きい｡ 5戸は大月本村に, 2戸は船越

にあるo先祖資が行われてかD, 4月 日 日,か祖同様に参9,かんさをする｡ この棟内では

宗教(宗派)が分かれておりE]雌栄子 4戸,おりゅうぎ5戸で,都路内で香典のやbとり,葬

式の参列などが分れている凸棟内どうしては宗痕を異に していても香典のやりとDがあるb㊨
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がこの株の総本家であD,㊨が分家である｡古い関係のため親族碗係はなV'｡物の貸借をする,

親 しく行き来する家として㊨をあげているが,農作糞上は㊧ ,歯の他人の方が多く,その他の

珠内の家は近所と区別していないD歯は㊥か ら分京成軸 @ 幽を分出した｡由 とは分家が新し

く(先代に分家 )iE兄弟で.最も親しくつきあっている｡歯とは親族関係は古くなってないが,

歯と同鼠 親 しい｡由は㊨ といとこ感 と壮ふたいとこにあた9,近所交際ではすべての面で交

麻が多い｡画と⑳は弟と姉である｡従って㊥ と⑳もふたいとこにあたる｡感 由は胎越にある.

㊨の妹がq9忙廉いでいる｡ このよ)に親族関係がかなb多く,癌婚忙よる血縁関係の更新 もみ

られるo (歯 と(執 幽 と幽 ),則安凍結同族,親風 近所の 5つの鱒係が塵っていて,交際内

容はいずれが強いかよくわからないが,本村の歯,㊨D近所交際をみると,部洛外の親族に頗

ることが多く,歯では交際がある家忙架中していない点などから親族唐織がいちばん強いと推

定される｡同族意織れ 古い馳係になったとれ 若い人になったなどで.本分家幽係の相互認

知が不完壬となってきている｡先祖祭も地元はQ9,毎帖やめたようである｡

片山株 大月本村に1戸,掘越 5戸,船盛に1戸,計5戸で構成 されている｡片山家の盛仕

船越にある｡先祖祭比毎年 4月5日,先祖の墓参9,当番制で,ごちそ うをつく9,仕串を 1

日休む｡ しかし,昭和56年から,大月の片山@比やめている｡この株の総本家は@であるが,

㊥の現在のせ帝王は一時他出していて昭和52年に大月-帰ってきたことから,亀多色多趣 妙

との本家分家の閑係はお互いに酸めてい丑い｡ また,㊥と他の4戸にはほとんど交際がない｡

@は先祖が久米郡から移って重たといっているが明治以前のことで,詳しく壮わか らない｡他

の 4戸の総本家は歯で,包如▲らHが分家した｡ⅠⅠは明治20年VE@ を,明治 40年に亀細 分出

世卵;分家 したとき,親夫婦がいっしょ把妙に出てきた｡その後且は大庭に出て行き(昭和 15

午 )現在は交際がない｡歯は胎和23年に駄 弁出している｡妙 ま,本家(H)とは家がないし,

遠 くへ細れているためつきあい仕していない｡Eの他出に麻 し,財産の移恥,保管などについ

ては世話をした｡fIとの本家分東隣係は¢冊に上るが続けたいといっている｡ これは蘭 も同様

である｡亀身とは近所であD,いろVlろな面で相醸し魅力している｡次に近所交虎をみると,㊨

はほとんど大月の勝歯と部落外の親族に煉ってか9棟内との交顔はない｡唱釦ま一戸だけ雌れて

おD老人夫痛だけなので醗家か上峰 虎･5ている｡し妙と⑩ ま兄弟であらゆる面で曲力してい

るDQ9は硯iE大月の区鐘をしているためぬ巧以外の家とも交際が広い｡また,(渉には娘が嫁い

でいるため軸と何様いろいろを痛で助け合 っている｡親族関係が井いことの現われで参ろう｡

以上,大坪,大月の同族畑各戸についての説明である｡大坪,大月とも同族団は,先祖を同

じくするということだけでつながっておb,株内聞での地位の差,共有財産などはなく,柵巧

としての機能はほとんどない｡特に大坪の齢 は先祖祭もや らない｡保内は親族 - 古tJl親族
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として,親族醜係にとってかわられている｡大月で壮各棟内で先祖祭が行表われるが,参加数,

国政が成る傾向にあ9,棟内の相互舶係も不明確になれ 崩壊しはじめてVlる｡これは棟内の

蛸成政が多いため,舶係が頓姓であることにもよるD

次に分家の麻の財産を,わかったものだけであるが第 1表にまとめてみる｡

8-2-第 1表 分 家 財 藍

ー＼部膚名＼ 家番号 分家した年 分 与 を う け た 財 産 分家の有 無

大月 @ 明治 以 前 生活できるだけ (故丑は不明 ) 育

㊨ 明治 50年 田 7反,畑 2.5反,山林 4､一5町 顔

@ 明治40年 田2反,山林 2町 5反 7畝,蘇,宅地 〟

亀多 明治 2年 田 2.5反,畑 8畝,LL# 7反 育

㊨ 昭和 25年 山林 5反 無//㊨ 昭和 50年 なし

大秤 Lg 明治 以 前 田畑5-ーd反 〟//◆

⑲ 明治25年 田 5反,衣,宅地

大月では分家が多 く,大坪では明治以後 5件しかないのに対 して 8件もあるoLかし,新しい

分家ほど分与財産が少くなってきている｡大月が大坪に比べて耕地の経営規模が小さくなった

原因の一つかもしれないO

大坪,大月の棟内と近所関係についてみると.大月で仕交際の範囲が,同族親族とは非常に

疎く,近所というだけではあまb交際がない｡成業盛唐その他の面でも親族に頼ることが多い｡

大坪では同族団は小さく,農業鹿骨の面で.同族親族に煉る傾向は強いが,大月よDも1tb人に

頗るilJ合が大きい｡その他の近所交除でも他人(友人あるいは子どもの友だち)とのものがあ

る｡大坪の曲芸は近代的経営が行なわれておD,ぶどう,なしなどの果樹が栽培され,偉業で

充分に経営で阜るの忙対し大月では水田経営が多く,果樹その他はわずかで,零細経膚のため

束美化が進んでt̂る｡大坪で壮部港内に･lth人が多 く,珠内も小規盛であるO大月は棟内が大き

く部落内婚が多いなど親族関係が強 く.多い｡使って親族に頗カ,親族でまとまることによ9

部落内で労力がまかなえる｡大坪では他人との共同の必変があ9,部店外の或族にも虐助を求

めてゆく｡そこで新しい戊術の番人や蛙骨砂感が うけ入れやすかったと考えられるO現在大坪

で盛んなマスカ,トのガラス墨頚痛,それに先立つなしの戎噂 も,津南町の親族から入ってき

たということである｡
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8- 2-窮 2幽 珠 内 と そ の 触 能

保 . 系 -家 [糸 屋 I 景 虎助や相成を求める疲zd)や相成を求められる .棟内一同がJJitるとき本扶

蛋 】 看青鯛 ib幽 I 号 a日 # '&I声l!弊f虚lI盛そ個顔l東∴えのる 熱 度海 そk I先 年 ,書 氏 そ .忌 一分

番号 係の相互 t斉め _をi,EPえる 書気のthの港#悼i.由lのlt斉的 儀の香鍾薬屋の他 始 祖 症JR盆㍗a Fのl他檀F L内J戸Lp芦2

明治､ノ係 a知 遜宋 国書等 ときときとき普_上横鍾他顔男ととききと一着き上棉i 祭 彼岸ItきIl檀

刺俊仁rIu1十他出A(呈yJ他出BせーA宜･i･(め♂♂ あた ら しやあた ら しや 千平 ■ J｡ iFi ○ I(⊃U○○ UOU○○ ○】○l戊崎∴∴! M9-10LB)IF⑲く-⑲く一一や- L と う ら_上 の 新 屋し た 千//l､キリス ト教 ○○○(⊃■〇〇〇○○(⊃○〇〇〇〇〇〇 ○○○●○○○○○○○○ ○ 〇〇〇〇○000 ~Jt〇〇〇〇 42

竹内 1日 ~｢ l&(央-(90 千// (⊃○ ○○ ○○○○ ○○

東山 I!｣… 他出C也) C 莱 千 IIいai

柴衣 l l紗他出D 〉】) 上 兼 // (⊃ 1

森元 M 25 Qj) ㊨⑲ お もての本家か も て 千〟 ○○○○○○○○ ○○○○ ●○○l○○○(⊃ ○○ (⊃ ○○ 2

井掘∵･+他出@@二他出E′@E 千 ○○○l ○○○ ○ ○○ ○ 1

西崎 二 ⑳…@QZ)@Q9 千′ク// ○○○ ○○○ ○ ○○○〇〇〇 ○○ 〇〇〇 ○○ ○○〉く 5

(荏) トは系紹幽係の相互認知があることを示す｡援助や相談を求め,求められる項が 2段になっているの払 分家に 上って交際内容が違 うことを示す｡



Lと;iJ･rX.′呆こ山

大壬｢'大月に か す,も1'ITT知 .享のPIJEr;た虎2 5･4kめ と1,･i)であるO

ィ.親しく行き来 している泉では,jGtfでは過振幽癌のある家が少く之名にすぎない｡ これに

対し他人は 42省と80%東を占める.大月でも郁膚内戚廟は少く,大坪に比べて棟内の占

めるdTJ合が大きho特に大月本村で虹ほとんどの家が阿1朱門に叫し,近ryT交麻と保内交臆

が塵なってあらわれているO大月は小さく大月本村,由越,拍感に分かれるが,このl,j痕は

近所交虎の必 (第 2･4幽)にあらわれている｡

第 1表 親しく行き来 している戎(部落内)

大坪では部落円は家のtltE園系から帝組,北姐に分かれているoLかし,組が駿能するの

は癖式のときだけで,判 じ組内の者が坂家の手伝いをし,他の組の家はかどかくDといって,

家のかどから見送るだけである｡大月は前述 したように三つの小部落に分かれてL̂る｡組と

いってはないが,宗教的には大坪壮日退寮十法苛の家ばか卯肋 ,t対し,大月ま日蓮素平(ひ

ら)とお流儀(お如 うぎ)の二沢托知 れ,これが三部落に入bまじって存在すも従って,葬偽のときの

香典,手伝,更忙毒即題のやわとDもこの甜仲胤を単位として行われることが多い .たた,この切合にも,那

瀞勺であれば他の酬 中nlJ-掩 っても祝儀,不祝儀の陳の苧少とbが行われ, 地敏也と,跡 ヰ哨jとが

交錯している｡香典の破綻やDとbする家政の少い大坪の方が多く, 500- tOOO円,大

月では朗仲間 100- 200円,.部落内 100円,捷内 500- 500円である.親族の場合は,

もちろんこれよ9多いが金頚は比っきbしない｡大月では現金の他に棟内では,かんきのと

第 2衣 成風 不祝蝕以外にかすそわけをした9

ごちそ うをもってい く衰 (部痛円 )

疎 . 内 7親 族 他 二人 計

大 坪 1rO 8 42 dD

7= B !15 1[ -5 ー5 29

計 Jr25 t 11 ; 55 【 89

(注)東 5凶,東4回の△印の家の他見由係

き,餅あるいは赤虚

を持 って行って細仲

LJElqに出すO(きbだ

め 1はい )

第 5表は絹少にし

た9 ,相a灸をもちか

けた9する頭の内訳

である｡部痛円の他人が.戒厳,凍円を六Bく上由っているD扶内エbも,丸の音う友人の

か ､ふいという患鬼を追付けている上)であるb
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窮5哀 感 DVCしたb相.淡を もちかけたbする家

(荏) 同族の うb()内は親族である｡

第 4表 テ マ ガ エ

大秤 2人 2日51肝-..2組

1人 2日2斬 -- 3組

1人4日2軒 ....1姐

1人 5E]2軒 -- 1組

大 1人 2日2僻-- 2組

月 1人 5日2軒-- 2組

テマガエが行表われたのは過去 1年慨で左表のよう

になる｡ テマガ工の作業は大坪の場合,すべてがEEl頗

えのとき,大月の場合,EB植えと満員刈 bl組を除 く他

の 5姐は由植えであったO大坪で広く行なわれている

75:し,マスカットに幽する作業は近 くの町村か らの日

吊によbまかなわれている｡

(中 野 英 子)
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窮 2虐】 大 坪 , 大 月 に お け る 近 所 交 際

ィ.大 坪

家番号 l 1 J 2 い 4 5 6 7 8 1 9 lい ol ll 12 I 15I 14 1 15 】 - い 7 1 18 19 l 20

1 】 l ヌ リチヌ

2 イ ヌ イニヌ 1

5 ヌ ＼ イトチリヌ 】 イチリ ニ トチリ イ チ リ

4 イ ヌ イチリヌ ＼ イ イ チ チ

5 イロ-チ イロ-チ

d チリヌ イ イ

7 イ ロ ＼ イロへチ

8 イ イ lコ ＼ イ

9 イ トリ ＼ イ-リ イ -

10 罪 イニホ ＼ ト チ

ll ＼ イ イ ニ イ□チ

12 l ＼ イ リ イ イハ トチリ

15 イチ リ イ チ リ イチリ イ ＼､ イ イ イチリ

14 イ=チリ ＼ イニチリヌ

15 イロ- イE7-ニホヌ ＼＼ ヌ イ

14 又 イチリ イこホト イニホト ニホチリヌ

17 イ リ＼ イトチリ

18 へ テ イ イ口トリヌ ＼ イ E) イ ホ

19 リ イホチリ イ リ ヌ チ イホチリ ヌ ヌ ＼ イ リ

会し店Dの内容

=.I-71

二.7~~フ一

口,-一節歳用台所用品

ロ.大工道具,草刈磯

ロ.凋衆科

-.栄,現金

二. くわ ホ.虎魚磯

ロ.台所用品 =.塊磯典

-. せき割D

二.収薬.道具私 妙力Pjt滅倣

ロ,-.大きな道具,油 二.出典

こ,ホ.段具がこわれたとき

-.tfl

ロ. 自由卓 ホ PA滋似

示. テーラー,唄オd磯

｡. 水おけ ホ.嫡紛級.胤 岸威
ノヽ 大工道具



ロ.大 月

家番号 l22 !25 ー 24 i 25 28 27 28 29 51 52 54 55 56 57 59 40 41 42 45 45 48

22 ＼ ＼ イ ロ イニホチリヌ 】イ イ ニ

25 イ 口＼ へ ヌ ヌ

24 イニホチリヌ ＼ イロハチリ ヘ リ ヌ へ

25 イ-へチリ へ イ口へチ リ

28 イ ト イニホト イニホト イトチリ＼ イロ-トチリ イチリ

27 イロホ- リ ＼

28 ホ へ ヌ チ ヌ ニ ホ - リ ＼ ト

29 ＼ 一~＼ ロ

51 ＼ イ へ イ リ

52 ＼ イト

54 ＼ イホ トチリ

55 l ＼

56 へ ヌ イ - ＼ イ-リ

57 イへチ

59 イ イへチリ イへチリ ＼ ＼ イ

40 イニトチリ ロ チ イロチリヌ

41 イロチ イ ロ

42 チ イ イ

45 ヌ イ口-チリ

45 ＼
46 l i I Il イ□-チ リヌ ＼
(荘) ィ.親 しく行き来 している家

(,D:

切を貸 している家

切を貸9ている家

. :ご告 ::I.'く∴ :I

iコ

ート:

I;:

忙しいとき.手伝いに来る家

忙 しいとき.手伝いに行く家

ち1つとした用串を嫉みに来る家

ちLつとした用邸を頼みに行 く家

ヌ_ テマガ工をしている豪

-587～588-

ロ.はかb I.麟迎磯.疏
ホ.1歳扮磯

ロ.網味科

ロ･米 芸:･讐 讐一

口.･こ. 現金.iZi具

ロ.調味料 二.】敵粉磯

口.つち
-.板.小道具,つも
7B.午

こ.盛典 ホ.脱こ く磯

ロ.米 =.畷越磯

E,.小道具 こ. テーラー
へ 米.その他の食品,′ト正典

,已.米･考め地の食料乱 小泊具

ロ,-.法ホ用の食棚 ,ものが

こわれたとき
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第 4図 香典,か祝のやDとDをする家(大月)

番号 22 25 24 25 ㊨ ㊨ 28 29 ㊨ @

大月衣村 22 △ ○△ ○△ × I

写5 ×△ ○× ○× × × ○×

24 ×△ ○× ○×△ X × ○×

25 ○×△ (⊃× OX△ ○×△ ○× Ox△

㊨ × ○× ○x ○× ○)く ○×

㊨ × ○× ○× Ox ○×△ ○x × ×

28 × ○× ○×△ Ox C)x ○×

堀越 29 ○× (⊃×

㊨ ○ ○ ○x△

㊨ (⊃ ○ ○× ＼

㊨ ○× ○× OX

㊨ ○ ○ ○

56 ○× ○× OX

㊨ I○ (⊃ ○

㊨ × × ×

船越 ㊨ ○ ○ !○I ○ ○

㊨ × × IX × X

⑲ I
㊨ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㊨

(注) ･○--香典のヤDとDをする家
t
x--か祝 /̂

△.･-祝&.不祝鏡以外にかすそわけをしたD,ごちそうをもっていく家
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㊨ ㊨ 56 ㊨ ㊨ ㊨ ㊨ ㊨ 也 ⑮ 4 d

○ ○

○ ○

∩ Lj ○

○ ○

× × ○ × × × × × × × ○

○ ○

△ Ox (⊃×△ ○× i

△○× ○ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃

○× ○× ○× ⊂)× ○ ○ ○ ○ ○

＼ ○× ○× ○× ○△×

○ ○ ○ ○

○△× ○× ○x ○△×

○ ○ ○ ＼ ○

×△ × ×△ × ＼
C ○ ○ ○ ○ ○×△ ○×△ ○×△ ○× ×

× × 入 X × △ ×△ × ×

△ Cも△

○ ○ ○ ○ Ox ○× ○× ○× ○△×

･家番号機の○印仕,日産 宗 か虎鹿の家.その他仕平島車の家である｡
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2.親族の範囲と分布

親族払 今でで述べられてきた同族が家の系東関係に基づく雑団であD.血統鵬係や個人の生

死を越えても存続し,その姫園が比較的固足 しやすいの忙対 して,婚姻と出生とに媒介される血

線幽係に基づく娼嘘であって,Bi線が行なわれぬ娘91成人の死亡に依ってその結合鯛係は次第に

威遠になってい く Q 即ち世代的な血虎幽係であるからその癖用は比顔的動きやすい,いわゆる流

砂的性格をもつものである｡では,親族の煎出が一休どのように分布しているかを同族について

と同様に個串町北野における調査をもとにして検討してみよう｡

北野は約40軒の部落であるが.更に大坪｡大月という二つの小字に分れてお9,詳細にみて

みると,政況でもみられるように.単に戸故が20軒ずつ分れて,距離的にも偏っているだけで

なく,政美経営面など一部落として相方は生く同じ聯番を呈 していないので. ここではあくまで

も一地域 ･北野部落の親族につV}てみていくわけであるが,一応集計上大坪と大月の二つに分け

て.その上での北野部落としての親族について考察することにした｡よって以下の論述,表など

はすべてこの凄韻で行なうことにする｡

二殻に親族関係は血族,姻族の両方を含めて ｢しんるh｣または ｢しんせき｣と呼ばれている

が(現行氏店では,親族を血族 ･姻族 ･妃偶者の三種に分け,血族の6親尋,姻族の5親等以内

を法定親族としている)ここ調査地北野にかいても例外ではなく,親族として交際している家は

｢しんるい｣と呼ばれている｡そらで ｢親類付き合いをしている者｣を尋ね各戸であげてもらっ

た括巣をまとめてみると,北野部落の場合,日頃往来のある親類政は,大坪2D4名,大月 212

名の総数41d名で1戸平均 1a.4名の汲頬をもっている.各戸のもつ親親政の内訳は第 1表K:

8-2-第 1表

1戸平均 10.2名 1戸平均 10.占名

7名 5戸 5名 1戸

8名 5戸 占.名 一.戸

9名 1戸 8:名 1.戸

10名 1戸 9名 4戸

11名 4戸 10名 5戸11名 5戸12名 2戸1t;名 5戸

一一592-

示すとおDであるが,大坪･大月の間には

平均においては差がなくi建予としての特徴

を充分に現わしている｡ただ.大月で5名

-1戸, d名- 1戸と,大坪との間にいく

ぱくかの差がみられてV}るのは,親族付き

合いも余9ない老婆が,ひっそDと一軒の

家に1人だけで住んでいるといった産が大

月では 2戸もあるのに対し,大坪では,何

世代 もの家族が一軒の家に同居していた家

が多かったためであろう｡

まず親族幽係をもち交際している416



の親族の盛園と分布についてみると,第 2表 地齢 布では,大坪 ･大月も差が葱いので北野と

してみると,誹蕗内40戸(9.5%),御辞町内80戸(19.6% ),都内 占2戸 (147%),

岡山市内96戸(2il% ),頗内で岡山市円を除いた地威 99戸 (25.7% ),県外59戸

(9r4% )を示しているが.ここで村内が 9.5%しかなく生体のわずか 10分の 1忙偶たをいと

い うことは,北野では村内婚は少なく,周辺の市町村へ広がDをもっていることがわかる.

8-21第2表 点差酸の地域分布

〔大 坪 〕

∴部.落 内巨大坪内) 北 野 内 l御津町内 都 内 塊 内 膿 外 計
岡山市内 そ の 他

()は% 21的2) 2 (1) 40(195) 58(la5) 59(1'5)!41(2n1) 25(112) 204(100)

〔大 月〕

∴ 部 落 内(大月内) 北 節 内 御鉢町内 都 内 県 内 塵 外 計岡山市内 そ の 他

()は% 14(dB) 5(tA) 40(189) 24(1t2) 57(26.8) 58(27.5) 16(7.6) 212(10q)

〔北野(大坪 ･大月)〕

或数 部 落 内(大坪 .大月内 ) 北 野 内 御弊町内 郡 内 県 内 県 外 針岡山市内 そ の 他

県内が 46.8%と約半政を占めてLへるのは入姫における通婚園をみると更に瀞著にわかる｡入婚

大坪 52人のうち岡山市内を除く妹内は 15人,大月24人のうち9人と56人の入締着の42.8

%を占め高率を示しているのであるが,こ

れらはil,i-内といっても岡山県全休に及んで

いるのでは貴く,例えは赤鞍部 (赤坂･山

腸 ･娘山･瀬戸),久米郡(久米南･牌戚).

苦鳩都(足守 ),上房郡 (貿般 ),上道郁

などといった,ほとんどがこれら周辺の郡

部に限られている｡また,北野は岡山市と

威接しているため,村のすぐそばを市との

境界勧 i走D,一歩村から出れば岡山市に

8-2-第 5菜 通 婚 圏(入婚)

部 落 内 5(1)㈹ 5.5(A

御 津 町 内 12(1) 214

郡 内 9(5) 16.0

廉内 岡山市内 5 9.2そ の 他 2 4 (2 ) 42.8

搬 外 5(1) 5.5

( )内は婿容子
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入るというわけで,山の上に位成 し,一見不便そ うで孤立 した村のように思えるが,山合いに道

路も縄け,平地の不便在所よDも,ずっと交通の優が良くなっているため,自家用卓夜ど痔つ豪

家は,市内の中JLJ地まで20分でたやす く足を遊ぶことができるぐらいだから,かえって町内 ･

郡内よDも,往来は容易な場合も考えられる｡従って,第 2表で上述の県内各地域の 25.7%と

岡山市内だけで 25.1車という高い分布翠を示すのも不思議ではない｡県外が 9.4%と低率であ

るのも親族の大部分が近慮市町村に分布しているためであるOここに親族と亘の居住地域とは大

きな飼係をもつことが明らかになって くるし,ある程度地域的に近いことが親頑幽係の上では望

ま しいとされていることも,い くぶん立正されてくるであろうo

そこで親類を,父方 ･薬方･母方 ･祖母方･療方 ･婿方 ･その他 (この中には,親等のはっき

Dしていない本家とか分家といった,昔からの古い親類,父方の遠縁が主に含まれる)と姻戚別

に分け,親等別にみてみると,第4表で北野の場合,全体的にみてだいたいV親等までを親類の

範囲としているが,その中でも,父方が,大坪では 204の親類故のうち 115の 55%,大月

でも212の うち114の54%と同様の%を占め.大月では父方に於てⅦ親等以下の親類も2

名あげられているなど.他の東方･母方 ･疲方などに比べて一番範朗の限界が広いことがいえる｡

このように親類総数のうちで,父方が55%と半政以上の高率を示しているの忙対し,東方や母

方が 21%, 9%といたって低率で,紫然としてかD,父方をしのぐことができたV､のは,やは

D今夜お城存する日本の父系虚視の傾向が抜けないためであろうD

ここで第 4表において,大坪 .大月の雨間には,父方 ･貸方 ･母方などの政についてはほとん

ど同様の傾向がみられるが,親等の上で,大坪の場合,父方はV親等までなのに対して大月では

Vl親等以下まで,また凄方皿親等に対し,Ⅳ親等と,多少の差異がみられていることについて,

次の事柄をあげてみたhc各家 で々,｢一般に親族用係の線を切るのはどれ位(何代 )たってで

しょうか｡｣を韓ねえた結果をまとめてみると,大坪では, 2代までと答えた人が 10名,5代

までが 8名, 4代までが 2名であったの忙対し,大月では, 1代で 1名, 2代が 4名, 5代が10

名, 4代が5名であった｡

次に親等別地域別の分布をみると,一見して,親等と地域の遠近は関係ないように思えるが北

野の場合,前述したように岡山市とは威b合せで,大月でみられるように.すぐ近くに家を建て

たがその家は岡山市としての住所をもち,従って家を建てた人は.向一世荷主でありなが ら,岡

山市と北野に同時に在住した形になった例でもわかるように,部港の端から端-行くよDも,卓

の俵も伴 って'町内とか岡山市-行く場合の方が近いこともありうるので,そ ういう点を考慮す

ると'やはb部落内では.その他も含めて古い親類と交麻 しているようであるO
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また.調査にかいて,親頚的係で線を明るの他 部膚内の場合 ｢いっまでも就けたい｣と答え

た人が大半,残Dの人でも ｢4-5代は続ける｣と答えているが,それが ｢部落外ではどうです

か｣という調査に対 して払 1代と答えた人が 2名, 2代が 12名, 5代が 15名, 4代が 4名.

部落内外が同じと番えた人が5名,城り2名壮わからなし1と白紙と切れてゆくであったか,この

ことか ら,大休部洛外では5代寸でとなっているDそれと,部落内では ｢Lへつまでも｣というの

せ合わせてみると,遠のく忙従い親等もV親等.Ⅳ親等と親類の鹿西が碗くなっていくのではあ

るが.居住地域別にみる親族は,北野の場合,部渚内においては当然のことながら,うすい戒親

すなわちⅥ親等以上の古い親類までもつきあわれるのであるが.県内などでも血族,姻族をとわ

ずかな9うすい親等まで付きあっているところをみると,たやすく往来できる現在では,ある程

匿の鮭府的遠近感というものは,感せられなくなっているのではなかろうか｡ しか し,そうはい

っても.県外の親頻よ9,県内の親戚が多く,tた.桐山煉内といっても遠 く離れている郡外よ

Dも,醗顔の岡山市,赤磐部,吉備郡などの方が多L̂のは,やはb村人の裁人かが鯛査中に口に

されていた ｢遠 くの親類上Dも近 くの他人｣というように,いくら交通の俵が良く食ったといっ

ても,近くにいればいるほど,何かと虞刺さを伴ない,会う機会も頻繁になD,親薪付き合いは
-)B撤潜匿を増して促進されるであろう｡そこに於て親顔付き合い札 どちらかといえば親等に

左右きれるよDも,居住幽係に塞く直接面接の機会の多少によって規制される場合が多いといえ

るのではないだろ5かo

以上.親類を親等凱 地域別について述べてきたが,更に親顛同志がどのような交際をしてい

るか,第 5表.第 d表,窮 7表をもとにして.親類側の瑞 内容について焼酎してい くことにす

る｡調査上交際内容仏 は艇塀的VC困ったとき.Lg)婚礼のとき,La)出産のとき,也葬式のとき,

Lg鹿其経営の面で,ぜ歎弟Dなどのとき,Lと凝集のとき,㈲崖楓安善のとき,㊥病気見舞で,傾
注串に,⑪正月に.Q9盆に,歯彼岸に,⑲節句に,⑲その他の15項 目に分けて媒計してみた｡

まず第 5表の地境月収僚内容を第5- 1票の大坪,崩 5-2柔の大月をこちらから行 く場合,

向うから来る場合とに分けてみると,大坪 ･大月ともこちらから行く場合の方が全体的にみて多

少多hoこれ比,向うから北野-出向いて来るとき,バスや汽卓では,鯛港に入るまでにかなD
の道程を掛ってやって来なければいけない.その点.行く場合,J貞虫垂その他(ときどき遊びに

出かけるなどを含む)が他oi)-細のJ'EBに比べて戸政が多いことからみても北軒の人が部落の

外へ出かけること紘E)常生活に怒肩しているせいか,さほど由AL蛙さを伴をわなViようであるO

まず第 5- 1表 大坪 について交瞭内答で比,こちらから行く鶴合VE町 葬式のときが 164戸で

15%を占め'東風見舞のときの 148戸(15¢ ),債串の 141戸 (12.5争),婚礼のと

きの158戸(12浄)がこれにつづいている｡凍る場合もやは9葬式のときが斑も多く167
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戸(15多),ついで病気見舞 157戸.法4 137戸と,行 く場合よb多少少紬 が,婚礼の

ときなどは 158戸と,往来は同じVCなっている｡

8~2-5-2表 親族の地戒別交痴内容 (大坪)

行く場合

辛 1 2 5 4 5 占 7 8 9 10 ll 1215 14J 15 合計

部 落 内 5 20 15 20 a 2 14 5 17 19 2 2 4 5 5 157

北 野 内 0102 0 2 0 02 2 00001 10

御 浄町 内 1 29 15 57 1 19 21 2 52 51 14 14 7 0 12 255

都 内 6 28 16 29 8 22 17 8 29 27 12 15 10 6 10 241

(岡山市内) (2)¢5)66)¢ゆ (2) 84 qe) (1) e?) e?) (8)00) (5) (0) I (204)
県 内 14 52 56 61 10 57 39 4 56 58 18 21 15 2 25 444

県 外 08 5 15 05 3 0 10 4 0 10012 59

A 1 2 5 4 5 i 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 合計

部 落 内 2 20 15 20 i 2 1占 5 17 19 2 2 4 5 5 156

北 野 内 010102 00 2 2 0D 2 0D 10
御津 町 内 5 29 14 58 1 18 16 2 55 28 10 12 10 1 12 225

郡 内 占 27 15 26 8 19 17 10 28 27 15 14 12 d 9 257

(岡山市内) (5)糾) (19 帥 川 06)04) (1)@7)笹か (9)0(i (7) (o) 45) ¢o頚腺 内 14 55 55 67 8 45 五3 4 48 54 20 21.!7.5 24 442

県 外 08 4 17 02 5 0. 9 7 2 1 105 59

次に第 5-2表 大月 をみてみると,往来の戸故は,総合的にみて大坪上Dも下回っているが,

魂式のとき,病気見舞のとき,法耕.婚礼のときが,行く場合も来る場合も大体同率の多を示､し

他の交臆内容に比べや比9多いということに姓変 卵まないようである･｡冬だ,(ヨー⑲までの項目

で紘大坪よb大月の方がやや交癖が劣Dがちなのに対し 戯 臓 の頗 目､即ち正月･.盆 ･彼岸･節

句などの交虎で吐,返って往来は大坪よi)も店先なようである｡ ここV⊂わずかながらの差異がみ

られるが,大ざっはにみて大坪,大月両部落瓜 実療内容の往来で払 同様の傾向を示 してかb

どちらをみても北野部落としての特徴が示されているといってもよいであろう｡
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8-2-窮 5･-2表 親族の地域別交際内容 (大月 )

行く場合

＼･.､交際内容地威か ＼ ■＼ 1 2 5 4 5 占 7 8 9 10 ll 12 J15 14 15 合計

部 落 内 2 5 5 7 5 2 4 2 8 7 2 5 2 2 7 65

北 野 内 D1 1 2 01 2 02 2 01 0 00 12
御 砕 町内 5 25 15 55 5 19 15 7 27 22 ll 14 ll 5 8 218

郡 内 5 15 9 18 0 12 a 010 8 5 9 ll 5 ll 120
(鯛山市内) (5)61) ● 色や (2) eゆ ¢2) (0)¢○ 65)89 I (8 (1)(17) す云軒'
煉 内 a 65 41 86 4 42 55 2 75 5占 55 57 181 6 57 545

腺 外 01 7 5 8 00 2 09 占 2 1 可 ol a 46

＼.交際内容這 去ト＼ 1 2 5 4 5 占 7 8 9 10 ll 12 15 14 15 合計

部 落 内 2 5 5 10 5 2 2 5 101 8 2 4 2 2 9 67

北 節 内 01 1 2 01 2 02 5 100 01 14
御 津 町内 5 25 12 29 a 17 9 5 19 27 12 14 10 a 8 202

郡 内 D 15 10 18 1 12 6 1 12 9 5 4 5 2 8 106

(岡山市内) (5)ed)(14¢5) (1) 04(17) (1) 6台 6由(9)せD(ll) (o)I(6) e5匂
県 内 5 52 55 86 5 52 52 5 dー 75 24 40 19 4 21 490

県 外 1 8 4 7 00 00 10 5 2 1D0巨 41

更に地域別にみてみると (第 2表の地域分布も合わせて考えると理解しやすい)当然のことな

がら親類が一番多く在住 している県内が,交際内容も一番多く,大坪 (行く場合 )444と生体

の 59%を占め,交戯曲組もu)-･噛 までと広 く行なわれているOまた大月では史に席峯の 54舘

を頻円で占めているという具合に,北野の場合,交頗内容刀屯)一⑲項目まで幅広 く付き合われて

いるのは,単に部商乃のみにとどせらず,御搾町内,部門,県内 (岡山市LJqも含む )Tiでも,ほ

とんどすべてに及んでいる ようである｡ このように県内でもLt)叫由碩目まで交慮虚歯が広 く,也
威忙よって焚綜円容に差袋がみられないのはr]itl述したように,県内とい っても,近接の市町村が

多いためであろうQ従って県外になると交頗脆由 も,婚礼,葬式,病気見舞.症ilfといった大き

な出来串の場合のみに限られてき,やはD距離的に遠いとい うことは,交際範曲督狭 くする虎因
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となっているようである｡

しかし,親虚聞の交際内容は距離的遠近のみに幽係するのではなく,親等にも彰礎されると思

われるので'次に親族交床の内容女親専別に見ていくことにする｡第6- 1表をみてみると,父

方ではⅠ,丑親等は(圭卜唾噸 日まで雀ての交麻円答にわたってか9,とくVCJl親等で払 qb節句

⑲その他など.親+筒の 工親等で一一番よく付き合われるのが当然として,現われているもの以外

は娘も交流が多く,なかでも神式のときは,行く場合についてみると40で父方の内では45帝

を占め,全体の 24多を,また婚礼のときk,乗る柏倉, 5 7と48帝も,全体としても27帝

をしめている｡つづく病気此舜 ･軸 などについても同様である｡このように,その円容にかい

ても高い剖合を占めた幅広い安原払 Ⅱ親等までに,親族の うちの約74率が含まれている｡そ

れが皿,Ⅳ,V親等と親等が下るにしたがって.交瞭雌細が限られてき,次第に,親族交際も無

意渦的あるいは悪識的に遺脱が生じてくるようであるO

つづいて凄方では, Ⅰ親等 よDも∬親等の方叫力叫⑮項目までと,交際聴園も広 く,内容も多

いようであるが,I,五戒等仕,礎の巽家の父母とiiの兄弟姉妹を慮床するので,実家の父母が

老令,死亡 した場合を考えると自ら兄弟姉妹が捷推 し.世常主となるので.Ⅰ親等はJI親等の中

k:含まれてくる｡従って,∬親等が(カ-噛 JA目まであるの忙対し Ⅰ親等で 1, 5, 14の項目

が全 く欠けているが,1[親等の中に Ⅰ親等が唾ずるものと考えれば, こういう結果がでても不思

讃ではない｡Ⅳ親等の親類が全 くなく.LK親等までで,そしてDI親等の親族をみてみると,その

交原には超伏がなく一成化してしまっている｡これは礎い親戚 (甥塵伯叔父母 )だけに戯曲を廠

9.その中を丁寧に付き合って,鍾い結びつきをもっていることを示 しているであろう｡

以下,母方 ･祖母方･疲方･蛸方･その他とあるが,父方 ･凄方も含めて全体的に親等別交際

内等をみてみると,親等が下る忙したがって.交際範囲が狭 くなっておD,親等によって交麟範

蹄が異なる｡そ して内容においては,葬式のときl婚礼のとき,病気見舞,法嬢などの,大きな

出来串の場合が親等の如何にかかわらず往来が多くをっている｡なかでも弊式のときが,往来も

多く,親等も激も低い親等まで付き合われているの比,親房として.葬式のとき弔問するか否か

吐親類幽係の結びつきの ｢埴後の粋｣として放言れているので参って,いわば葬式の願の弔問ほ

親戚眺係の決定的相磯となるのであるO

第4-2表 大月 についてみると,大坪と異なることは,戒等以下のかな9うすい親頑Tiで値

広く付き合われていることである｡大坪で&,父方V親等,虞方皿親等.母方Ⅳ親等,祖母方皿

親鳥 疲方Ⅳ親等,婿方皿戚専せでなのVC対 し 大月で比それよD,Ⅰ,Ⅱ親等ずつうすくなっ

ているのであるOそ して.父方姓大坪と変わクはなく,Ⅱ皿Ⅳ--と親等が下る忙つれて,交際

内容も,弊式,婚礼,病気見舞,盛鍵など以外の項払 余9交臆が行なわれなくなっている｡し

かし,母方 ･祖母方では,適に親等がうすい方が,交虎内容も慣広く表われているのQi,うすい

親類が壷的忙多いため, この上)な結果が生じたのであろう｡ しか し,父方 ･東方においては,

大坪と同様の傾向を示している｡即ち,親等が下るVCつれて交虎範朗も狭 くなD,戒等忙よって

交牒内容が異なってきている｡
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8- 2 第 ワ表 親 族の親等別

安 等 別際 地内 域容 別 父 方 裏 方 母 方Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ以下 ∠ゝーコ計 Ⅰ Ⅱ Ⅱ ⅠⅤ ∠ゝ口言十 Ⅰ Ⅱ Ⅱ ⅣbL千 &計

1_経拷的に由ったとき 部 落 内 イク 11 1 ②① 11

北 野 内

御 :電坪町 内 12 ①③ 1

郡 内 12 11 ⑦⑤ 21 22 ④③

麻;可 岡山市内 5 11 a)④そ の 他 22 @⑦ 21 @① 11 2

県 外

合 計 28 5A 1 @㊨ 42 22 @④ 1⑦ 2 1①

2.婚礼のとき 部 落 内 11 22 11 11 ⑤⑤ 11

北 野 内 1 1 ①(令

御 津 町 内 55 88 55 55 ㊨㊨ 44 11 ㊤⑤ 11 11 22 1

郡 内 55 ll12 22 11 ㊨㊨ 44 52 ⑦@

県内 岡山市内 74 55 54 11 ㊨㊨ 11 44 @⑤ 55
そ の 他 44 占7 21 ･㊤㊨ 57 12 ぜ⑨ 11 2

県 外 22 12 ･11 11 ⑤⑥ 1 11 11 ⑦@
合 計 22 55 10 llq 1 ㊨ 2 18 6 @ 2 5 A 119 57 ll 1 内 1 20 占 ㊨ 2 1 A 0

5_山.産のと良く丁 部 落 内 1I 11 11 11 ④④ 11

北 野 内

御 津 町 内 55 占占 11 ⑬A 11 ①0) 11 21

証 :数字の上(イ)はこちらから行く場 合 下CP)は向うから来 る場合 (以下の表
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｡地域別 o交際内容

祖 母 方 嫁 ~方 衛 方 ドの他 合 計 紘合計

①ロ) 11 21 52

11 ①(令 5 11 11

① 1 ① 1 ① 12 1 5 5 1 12 28

(》 1 (む 1 の 12 1 5 5 1 12 20

; 1 1 11

@④ 11 ①a) 44 1414 6a 55 2929

①⑧ 11 aO) 55 1617 54 21 2827

i ③③ 12 α⑦ 85 99 79 11 2524

⑦ 1 α 5 4 (か 1 ① ㊨ 22 62 28 9 1 18158

a 1 Q) 1 (う 6 1 2 5 1 占 15

① 1 Cll) 1 a) 6 1 2 5 1 占 15

11

についても同様)
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親等別萱盲地域別父 方 妻 方 母 方Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ以下 合計 Ⅰ Ⅱ Ⅱ 二Ⅳ A⊂コ計 Ⅰ Ⅱ Ⅱ y Ⅴ

県 岡山市内 74 44 11 ｢母@ 11 25 ③Lや 21

内 そ の 他 45 55 ⑦■ 44 11 ⑤(句 11

県 外 22 11 Cj)③ 1 Jl

合 計 2117 2222 55 11 @-@ 11 10ll 55 軽重.岱 22 55

4-罪式のとき 部 商 内 11 22 11 11 ⑤⑤ 11

北 節 内 10 11 ⑦Q)

御 津 町 内 5 8 5 8 1 ㊨ 4 1 ⑤ 1 1 5 1
5 8 5 8 1 @ 4 1 ⑤ 1 1 5 1

郡 内 44 llll 22 11 21 甲QP.～ 45 21 @④ . 11

5 7 5 2 1 由､ 1 5 1 ⑦ 1 4

内 そ の 他 15 77 22 22 ⑳㈹ 89 11 ②狗 11 22 11

県 外 25 444〔】 22 11 ①打包 1 44 22 ㊨(ち
合 計 14 15 ld 4 節 1 2占 7 ㊨ 2 4 9 2 1

5.忠#堤管面で 部 落 内 11 11 11 11 ④a 11

北 野 内

御 津 町 内 11 Q)①

郡 内 22 22 11 ⑤⑤ 11 22 @@

県 l岡山市内 11 ①①

円巨 の 多 21 ②小 11
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祖 母 方 腺 方~折 方 その他 合 封 t..- 揺∠ゝ⊂つ雷1
Ⅶ以下 A⊂⊃苦I Ⅱ 那 Ⅴ ∠Lrコ計 Ⅱ Ⅱ 〟 ∠ゝ⊂】馳 Ⅱ Ⅱ A⊂コ計 P Ⅱ 皿 〟 Ⅴ Ⅶ Ⅶ以下 その他

⑦① 22 ⑦⑦ 85 89 52 1916

①① 12 (ラ@ 55 54 89 11 55 1717

⑨ 1 ① 占 ㊨ ㊨ 20 59 10 1 9 9

11 ⑦㊨ 11 1 ⑦Q) 44 1414 87 99 11 11 5756

①① 44 1514 45 11 52 2724

㊨⑤ 22 哩)② 46 1815 98 22 11 5252

@④ 12 11 ②@ 44 2占 1820 44 55 44 5157

24 88 44 11 1517

1 ㊥ 1 ① 5 2 ⑦ (@ 17 75 52 18 5 1 16 占1⑯ 1 Q) A 1 ⑦ 碑 25 74 29 18 4 1 16

①Q) 11 11 11 22 11 11 dd11 11

①① 11 11 ②⑦ 55 11 52 11 55 87
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zI＼観交際地等円墳別容別 父 方 妾 方 母 方I Ⅱ 班 野 Ⅴ Ⅵ Ⅶ也下 ∠ゝE)計 Ⅰ Ⅱ Ⅱ 〟 ∠ゝ亡】言† Ⅰ Ⅱ Ⅱ y ･ 7

6.臥祭りなどのとき 部 落 内 イク 22 ⑦C2)

北 野 内 11 11 ②㊨

御 津 町 円 55 45 55 21 屯もqT? 52 1 ⑤@ 11 1 1 11

郡 円 55 97 11 1 (1=i′鎗 55 22 @通

県内 ー剛11市内 56 5占 22 1 申 ,店J 11 21 ⑤㊨ 1
そ の 他 25 54 11 ⑧⑲ 77 11 ㊨@ 11 22 11

県 外 11 21 ③㊨

合 計 14 28 7 5 1I 色き1 15 5 qf, 2 5 1 .2
20 2占 7 5 SL6 1 15 4 @ 2 2 1 2

7.更茎秦めとき 部 滞 円 11 22 11 11 ⑤⑥ 11

北 野 内

御 醇 町 円 55 占4 21 52 11 (15節 22 ㊨② 11 1 11

郡 内 44 77 11 ¢檀 55 22 ⑤a

.県内 岡山市内 a5 55 11 11 (ほFo 11 21 ③㊨ 21
そ の 他 22 54 ①③ 55 11 ㊨㊨ 11

盤 外 11 11 ⑦⑳ 12 11 ①①

合 計 17 2ム 4 5 2 ¢ 1 12 4 ⑰2 1 4
14 25 5 4 2 亀､ 1 ll 4 敬 2 5

a堤棉aきめとき 部 落 円 11 11 11 11 ◎③ 11

北-Jl野官_-円

御 印 町 内 11 11 ⑦哩)

-1406-



祖 母 方 嫁 方 折 方 その他 倉 吉十 総∠ゝ亡:】計Ⅵ以下 ∠ゝ⊂1酎 班 Ⅳ Ⅴ .a⊂コ計 Ⅱ Ⅱ 〟 dLEコ諸十 Ⅱ 皿 ∠ゝ⊂】計 Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ以下 その他

22 22

11 11 22

@@ 44 87 44 52 1917

1 a) 11 ①C1) 55 15ll 54 1 222(】

u) 1 ① 47 77 55 1 1418

④@ 22 11 ③㊨ 58 1占15 55 11 2525

11 21 52

⑧㊨ 22 22 ㊥④ 11 8)¢) 1725 4944 1514 55 1 覧
Q) 1 ① 1 Q) 8 1 5 5 1 8 16

㊦ 1 ① 1 ① 8 1 5 5 1 8 18

㊨② 11 ①① 44 107 52 52 11 211占

44 1010 22 11 1717

②a 11 Q)① 74 87 52 11 1914

G)㊨ 11 11 @② 44 55 ll10 22 44 2019

11 11 11 55

(か 1 ⑦ 4 1 (参 2 20 45 14 5 2 12 6_
@ 1 ① 4 ー ⑨ ノー■12 17 58 12 4 2 12 5
①① 11 11 22 11 55

11 11 22

-407-



∴阜 父 :万 蛮 万 母 方

酢城別等別 Ⅰ Ⅱ Ⅱ y Ⅴ Ⅵ Ⅶ以下 ∠ゝ⊂⊃言† Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅳ ∠ゝ⊂コ吾† Ⅰ Ⅱ Ⅱ y Ⅴ
県円 岡山前岡歩11 ①ロ)
そ の 他 11 ①(℃ 11

県 外

合 計 45 45 11 11 11 ⑬⑬ 55 22 .@⑤ 11 11

北 野 円 11 11 ㊨②

御 津 町 円 55 77 22 67 11 節㊨.. 44 11 ㊥⑤ 11 11 25 11

郡 円 65 10ll 22 11 22 ㊨㊨ 54 22 ①㊨ 1

県ゼ 岡山市円 77 ムーd 25 22 ¢㊥ 1 54 ㊨④ 1 44そ の 他 42 54 1 Q@㊨ 1 66 11 ⑦⑧ 11 2 11

県 外 22 22 22 ㊤@ 1 21 11 ④⑦

合 計 2520 5555 910 1212 55 @㊨ 21 2219 55 ㊨⑮ 22 41 78 22 1

10症召‡･TJtに 部 落 円 11 22 11 11 ⑨⑨ 11

北 野 円 11 11 ⑦⑦ ①

御 津 町 内 55 55 52 87 11 ⑳⑲ 55 11 ④④ 11 11 52

郡 円 55 99 55 11 22 ㊨⑳ 55 22 (ち⑦

nL岡山市内 47 76 54 22 11 ⑳ 1 45 @⑨ 11 45

円 そ の 他 44 45 11 22 ⑲㊥ 1 77 11 @⑧ 11 22 11

合 計 17 29 15 15 4 ⑳ 1 19 55 ¢ 2 4 8 1.

-4D8-



祖 母 方 媛 方 培 万 Iその他 合 計 総Arコ吾十
Ⅵ以下 ∠ゝ!;+ 班 I+ Ⅴ ∠ゝ⊂】計 Ⅱ 班 y 合計 Ⅱ Ⅷ 合汁 Ⅰ】ⅡiHI Ⅳ Ⅴ Ⅵ'Ⅶ以下 ~その他

11 ①の 11 11 22

①(刀 11 11 22

㊨② 1.1 の① 56 78 55 -22 歴年-1)

①① 11 i)Q) 11 む¢) 99 11 55 53 11 99 1717

11 11 22

11 @⑦ 11 1 ②① 44 1515 66 78 11 11 5255

Q) 85 1515 44 11 52 2927

@㊥ 12 ①@ 87 1512 67 22 2928

④㊨ 11 11 ③@ 44 54 14ll 22 21 44 2722

52 45 ~55 188

1(lF 1 ① 4 2 ③ QB 27 65 24 14 4 1 15 4占

1h3㌢1 ロ) 5 1 ㊨ ⑬25 58 25 14 5 1 15i37l
① 1 (刀 1 C1) ll 1 5 5 1 ll 19

① 1 Q) 1 (か ll 1 5 5 1 ll 19

二 11 11 22

1 ¢)1 @ 11 (i)① 44 1010 75 87 11 11 5128

⑤④ 1 1 @ 57 1518 87 22 11 2927

④④ 11 11 ②･② 41■ 5占 1415 55 55 41 2牟2占

-4D9-



＼ 親 J 父 方 響 方 母 方
I

際円答l地よ く 別i 別 ＼＼ Ⅰ Ⅱl 肌 F Ⅴ Ⅶ Ⅶ Ji【コ計 Ⅰ Ⅱ 班 Ⅳ A⊂コE-十 Ⅰ 丑 Ⅱ Ⅳ 巨 Ⅵ

ll正月に 部 落 円 イク 22 ⑦②

北 野 pj

御 津 町 円 12 占4 22 ⑦㊨ 21 1 a(カ 1 11

郡 円 25 4555 @@ 22 22 ④④

県内 軌山市内 12 12 ⑤⑦ 1 1 A 1 l
そ の 他 15 52 哩)① Lt2 一②

県 外 1 の

古 書I 515 1_818 54 (妙⑳ 1 88 52 叫a 1 1 11

12盆に 部 落 円 22 ⑦②

北 野 円 1

御 津 町 円 I?84 22 1 @@ 52 1 a(∋ 1 1

郡 円 54 46 ¢)㊨ 52 22 ⑤a

県円 軌｣｣市内 25 12 25 ⑤㊨ 1 Q) 1 1
そ の 他 25 25 @@ 1 52 a⑦ 11

県 外 1 1 (かG)

合 吾｢ 814 1占17 4占 1 旦夕㊨ 2 9占 52 iEi@ 1 11 1 11

1彼岸に 部 落 円 11 22 しぎ③ 11

北 野 円 1 I 1 ③

御 津 町 内 11 25 12 1 (A)@ 1 1 ～

ー410-



祖 母 万 媛 方 軒 万 そめ他 合 計 経∠ゝ⊂コ計Ⅵ 合以下 計 班 Ⅳ Ⅴ A【=l酎 Ⅱ Ⅱ Ⅱ7 LLtj計 ∬ Ⅱ Aにコ計 I Ⅱ 班 Ⅳ V Ⅶ Ⅶ~その他

22 2

②① 1 0) 22 85 42 11 ▲l 1510_

11 ⑦G) 25 78 22 日13

何 1 1 ② 15 54 22 89

11 11 (a@ 15 85 11 10ll

1 r¶ 1 1 2_

㊨① 21 52 @③ 11 a⑳ i14 5024 98 11 64j⑰
22 22

℡① 22 97 52 1 1412

1 Q) 34 88 22 1514

@ 2 ㊨ 55 42 55 1010

(か① 11 11 @② 55 di 11 11 ー1ll

1 1 11

4㊨ 51 11 ④② 1 G) ll14 5025 99 11 1 5150

Q)G) 11 22 11 44

1 1 2

(∂㊨ 21 26 52 1 710

-411-



交際円答 ト 華､L＼..等地 ＼＼､ 別城 ､.､＼円 ､ 父 方 安 方 母 方Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅵ1以下 Lさ一一コ吉I Ⅰ Ⅱ 班 那 ∠ユー⊂1計 Ⅰ Ⅱ 孤lⅣ ド

輿円 岡山市内 イク 24 2 11 ⑤⑦ 1 1 ㊨
巨 の 他 22 15 ③⑤ 1 55 1 ④a

県 外 1 爪

合 巨汁 9ll 719 24 2 ㊥⑬ 2 64 25 ⑲@ 1 1 51

14節句に 部 商: 円 11 11 ②② 11

北 野 円

御 津 町 円 1 G)

郡 円 22 11 (5)③ 11 22 ⑤⑦

甚 岡山市円

円 そ の 他 11 Q)①

県 外 辛

倉 吉† 55 22 Q)㊤ 22 23 Lgl@ 11

15その他 部 落 円 11 11 L2)② 11

北-JJ..野■ 円r 1 (刀

御 砕 町 円 22 44 1 ⑧(む 21 11 ㊨② 12 11

郡 円 55 52 11 ⑦@ 11 11 @@

爪円 岡LLl市 54 22 21 11 @㊨ 11 25 @a 21
そ の 他 55 笹)③ 11

県 外 2 11 21 (早a 1 52 1.l i冨

合 計 14151ll9 52 44 l 器2l 1 87 55 Q9⑲ 44 22 l

-412-



祖 母 方 媛 方 野 方 その他 合 計 総Jetq計Ⅵ以下 ∠ゝ⊂つ計 Ⅱ 丑7~Ⅴ At=】膏十 丑 Ⅱ y ▲rゝコ計 Ⅱ Ⅱ Arコ計 Ⅰ Ⅱ Ⅱ 那 Ⅴ Ⅵ Ⅶ以下 その他

54 1 11 57

11 也① 5 4占 12 810

1 1

@② 11 Q)① 1 Q) 12ll 1424 89 2 5446

(か(か 11 11 11 55

l

1 1

2 2 22 Ad

12 しリ② 2 5

Q)① 12 (刀⑦ 44 46 11

1(令 22 11 11 11 ー ∠2 55
1 1

@⑤ 1 (刀 22 65 55 12 1212

11 q)Q) 55 11 11 109

a① 11 1 ①② 45 占 45 11 1415

α(か 11 ①① 44 55 11 11 44 99

2 ⑦ 5 4 22; 1 12

-415-



大 月 親 族 の 親 等 別 ｡ 地

交防円管憲二別別 ＼ヽヽ 父 方 香 jjL 母 方Ⅰ Ⅱ 班 Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ以下 Li.C1計 Ⅰ巨 Ⅱ 訂 A⊂1計 Ⅰ Ⅱ EL 丑7V

1.煤防的に閑たとき 部 落 円 イク 11 11 ㊨⑦

北 野 円

御 津 町 円 1I 1 (♪⑨ 11

郡 円 1 1 ⑦ 1 ① 1l

脹円 剛山市円 22 11 1 ④③
そ の 他 11 1 伝)@ 1 ①

県 外 1 Q

合 引 45 54 1 1 11 W㊨ 2 ⑦ 11

2.婚礼のとき 部 落 円 21 11 l 1日 1 @④

北 野 円 11

御 維 町 円 22 86 11 44 22 l qS⑬ 12 11(刀③ 11

郡 円 11 22 (旦@ 22 55 11 也)@ 3

県円 岡山市円 45 1512 55 CP㊨ 52 21 V@ 11 1l l
そ の 他 22 97 25 2 1 q9⑲ 129 Q3① 11 22

県 外 11 54 11 β)㊨ 22 1(参②

倉 吉† 98 5851 710 107 45 1 旦夕⑮22 2518 5 21q9㊨ 55 7

5.出産のとき 部 落 円 11 11 1 21 (5Jl③

北 野 円 .1一 .

御 津 町 内 1:I :I . 11I 哩)@ 1 ㊨ 1l 1

詮:数字の上 (イ)はこちらから行く場合 下 (ク)は向うから来る場合 (以下の未(

-414-



域 別 交 際 内 容

祖 母 方 嬢 万 特 万 その他 合 計 綻AE:I計Ⅶ以下 ′ゝ⊂⊃計 皿 Ⅳ Ⅴ Jet⊂コ計 Ⅱ m Ⅳ 上ゝlコ計 Ⅱ Ⅱ AE)計 Ⅰ Ⅱ Ⅱ Y Ⅴ Ⅵ Ⅶ也下 その他

1ー 11 22

l

(丑① 11 1(g)① 11 11 12 21 55
1 1 1 5

2 11 1 45

11 11

1

Q)① 11 1(多① 11 55 2 51 11 I:1
1 21 1ー 1 11 I 55

Q)㊨ 11 11

U① 22 1 1q)② 11u)① 11 2 910 52 7A 2425

(罫⑤ 11 44 5 5 1515

@㊨ 11 4 2014 占7 11 5228

⑤ 2 2 211占 4 LI 1 512占

11 5A 21 88

⑬㊨ 22 1 1(タ② 11(少① 占 ll1 6151 1718 2015 1 ･11ムj-ou

11 11 1 21 5

u)(令 i 11 11

uJ① 11 11 11(遜⑤ 22 51 55 22 55 1515

についても同様)

-415-



交際円容･親等地別戟別父 方 賓 方 母 方Ⅰ Ⅱ 班 y Ⅴ Ⅵ Ⅶ以下 ∠ゝ⊂コ吉† I Ⅱ 班 y ∠ゝ_【コ計 Ⅰ Ⅱ 班 ⅣⅤ

県内 岡山市円 イク 42 77 22 2 8 25 ⑦③ 11 I1
そ の 他 11 55 4 1 @@ 11 910 Q9⑬ 1l 1

県 外 21 22 ④(勤 11 ①(初 l

合 苦† 105 1817 44 81 51 ⑮⑲ 25 1417 ㊨㊨ 44 5

4.秦式のとき 部 落 円 11 11 12 55 1 甘､⑧

北 野 円 11

御 津 町 円 22 ad 54 54 22 ㊥ 21 22 ④⑤ 11 11

部 円 22 11 22 ㊨⑤ 22 45 11 仁)@ 2 5

娩円 岡山市円 55 ー占14 56 55 11 11 22色少⑲ 54 22 2⑦⑧ 11 11

そ の 他 22 98 25 42 11 W㊨ 15ll 11 21㊨ 11 2 5

県 外 1 44 21 11 @@ 11 ①a) 11

合 計 87 5855 1418 1515 88 12 22喝β㊨ 22 2520 44 28はう㊨ 11 88 78

5.●■EEB'部 落 内 11 11 (㍗@

北 野 内

御 津 町 円 11 1 11 ⑦⑦ 1 ①

郡 内 1

腺.岡山市円 11 1 (夢①

円 そ の 他 11 u)① 11 l Q)①

膿 外

-41占-



祖 母 方 媛 ′方 軒 方 そめ他 倉 吉十 総A｡吾†Ⅵ以下 l 合言十 Ⅱ Ⅳ Ⅴ ∠⊂ゝコ吾† Ⅱ Ⅱ y ∠ゝlコ針 Ⅱ Ⅱ Aロ計 Ⅰ Ⅱ Ⅱ y Ⅴ Ⅶ Ⅶ以下 その他

②@ 42 910 55 51 1916

①Q) 22 1215 51 1 21占

21 55 54

.①⑨ 11 22 11④㊤ ⑦② 128 5555 1010 147 51 22 ㊨

12 11 11 12 55 1 12 710

①① ー1 11 11 22

② 22 ② 52 1 1⑤ 1a 5 2 ll A 9 4 5 55② @ 1@ 1① 5 2 9 占 8 4 5 52

④⑤ 11 ①(彰 11 2 65 55 45 11 1818

② 1 (か 2 5 21 9 4 1 1 2 22 45㊨ 1 ⑦ 2 5 18 10 占 1 1 2 45

㊨㊨ 11 ①(令 2 22 2520 5A 88 11 2 5959

①(ち 1 55 52 11 108

W 1 22@ 52 5 1⑦ 1① ⑧ 10 占7 50 26 10 1 2 8'r盲4-L5_妻㊨ 1 ㊨ 2 1⑤ 1① ⑲ 9 58 51 29 18 2 2 ll

11 11. 11 11 55

11 1⑦(丑 11 11 15 11 1 11 56

㊨ 1 1

11 1 21

22 22

･-417-



交際円容 親 等地 別峻 別 ､ 父 方 書 方 母 方
Ⅰ Ⅱ Ⅱ 〟 Ⅴ Ⅶ Ⅶ以下 A【コ計 Ⅰ Ⅱ Ⅱ y A口舌十 Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

占.秩 部 落 円 イク 11 11 ②②

北 野 円 11

御 津 町 円 51 45 25 11 lQjl⑫ 12 (令⑦ 11

蘇りなどのときl郡 円 11 11 ③⑦ 21 25 11 @⑨ 22 25

A円 岡山市内 45 95 11 -■⑦ 22 ㊨㊨ 11 11
そ の 他 22 55 11 51 1 Q9⑦ 1 da a)㊨ 11 11

県 外

合 釘 96 2217 54 84 21 ㊨㊨ 5J ll15 11 ⑮⑮ 55 i

7.建築のとき 部 落 円 11 1 21 ④@

北 野 円 11

御 辞 町 円 21 52 11 11 ⑦⑤ 11 11

都 11 くつ① 22 11 ⑤@ 22

県円 岡山市内 55 97 51 ⑬⑬ 55 11 a㊨ 11 11
そ の .他 11 12 2 1 ㊨③ 910 ㊨⑬

収 外

合 計 65 1715 42 41 51 ⑮㊨ 22 1514 11 ㊨◎ 55 22

8.屋根葺きのとき 部 落 円 11 12 @@

北 野 円

御 梓 町 円 11 1 11 @㊨ 11

-418-



祖 母 方 嫁 方 折 方 その他 合 封 総

11 11 22

①① 1 11 ー1

①① Q) 11 11 1@@ 11Q)(》 11 51 88 45 32 1 11 2017

@㊨ 11 21 54 55 54 11 121

@㊨ 11 ①(む 1 43 ll7 22 22 1 214

②② 32 llll 22 42 1 2117

⑲⑬ 1 Q) 11 22 1⑨⑤ 11①① 127 5451 1215 1210 51 5⑬め
11 1 21 42

①① 11 11 11 22

⑦② 22②⑦ 11 1②① 11 1 d5 22,52 22 11 1占ll

③⑦ 2 22 22 id

㊨㊨ 1 5 12川 55 11 1 2217

11 1012 2 1 1415

⑦⑦ 22②② 11 1②① 2 87 5128 108 75 55 52S
11 12 25

Q)① 11 1 ㊨(動 11 11 21 11 21 11 75

-A1p-



交際円容 ･華 等地 別域 別 父 方 75 万 母I Ⅱ Ⅱ Y Ⅴ Ⅵ Ⅶ以下 Ji⊂⊃言十 Ⅰ ∬ .芯 Ⅳ .iJj計 Ⅰ Ⅱ 皿 y Ⅴ

秩内 岡山市内 イ!ク 1 ①
そ の 他 11 ①(う 11 ①の

県 外

合 計 25 21 11 12 ㊨(∋ 1 11 (D@ 11

?.柄気見部 落 円 22 22 55 1 ⑦⑥

北 野 円 11

御 津 町 円 52 65 11 55 2 qB0 11 22 @百) 11 11

郡 内 11 11 ㊨@ 22 15 ㊨@ 22 22

舞で 県円 岡山市内 55 1510 56 55 11 22 ㊨ 5 22 @㊨ 11 11
そ の 他 11 85 22 42 1 W⑲ 1 98 11 11gFJ㊨ 1 11 22

煉 外 11 54 22 11 aG) 11 ①の 11

合 計 10 55 8 17 6 2 ,2l冨 5 15 5 5色タ 1 7 ii J7 27 9 15 3 5 2 15 5 ㊨ 7 6

10.法王拝で 部 落 円 22 21 52 1⑦㊨

北 野 円 11

御 浄 押̀丁円 15 5占 54 54 2 W⑩ ■12 22 @④ 11 11

郡 円 12 1 ①③ 22 a⑦ 21 52

県内 岡山市円 55 ll15 57 52 11 11色さ㊨ 44 11 2 @⑦ 1 11
そ の 他 11 56 2 22 22 11 (野⑲ llll 2 qJ句 11

県 外 14 11 1 ⑦(ち 15 1′BG) 1

合 計 5 21 8 ll 占 2 1Q3 2 17 1 3笹き 6 6I

･-420-



ち 祖 母 方 媛 万 軒 方 そめ他 合 計 紘合計Ⅵ以下 A⊂コ吾† 正 〟 Ⅴ ∠ゝ【コ計 Ⅱ Ⅱ y Li⊂つきI Ⅱ Jl ∠ゝE)言† Ⅰ Ⅱ Ⅱ y Ⅴ Ⅵ Ⅶ以下 そめ他

1

11

①㊨ 11 1②(D 11 45 11 21 1 11 1

12 2 22 1 12 18

②② ㊨@ 21 1 11@③ 22 97 2 97 22 502

④@ 11 0)① 24 5 5 1012

@㊨ 22 1612 89 44 11 22 22 585

㊨⑤ 2 1815 44 75 1 2 5225

Q)α I 45 11 22 111 1(】
-i⑲ 2@@ 21 21 11⑤③ @@ 1 5145 2020 2723 85 22 A9F_2i∋

2 22 21 52 1 2 78

①① 12 11 12 2

㊨② 2'@㊨ 22 1 1a㊨ 11 (む① 21 1 7ll 55 77 24 21 2451

⑦① 11 (令① 12 1517 89 45 11 11 12 5558

♪q) 2 11 1417 2 55 22 11 2 2150

W 27 1 2_1 1 68

⑬ L2) 2 21 1⑦ 1 Q)(少 41 17 21 89 21 1 4101

-4之1-



交際円容 ∵ ∵ 父 方 蚕 方 母Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅴ Ⅵilw,下 ∠ゝ⊂コ吾十 Ⅰ Ⅱ Ⅱ F ∠ゝ⊂⊃言† I Ⅱ 皿 y,Fv

ll.正月に 部 落 円 イi 11 l ②②

北 野 円 1

御 津 町 円 12 4a 12 @㊨ 1 ① 1I

郡 円 11 ①① 22 ②② 22

頻円 岡山市円 44 A2 11 ⑬圧) 2 ② 11 11
そ の 他 12 54 1 51 1 ①㊨ 1 75 11 ⑦@ 1 1

県 外 11 ㊨nl 1 行ー 11 1

合 計 79 1514 55 51 21 ㊨6} 52 106 11 ⑲⑨ 55 52

12盆に 部 落 円 21 11 22 ⑤④

北 野 円 i 1

御 樺 町 円 12 54 12 11 ④⑪ 21 22 @@ 11

郡 円 12 2 1 @㊨ 21 1 @① 21

県円 岡山市円 54 59 25 ㊨⑲ 2 1 ②① 1 11
そ の 他 11 15 1 51 1 JlO 11 7a 21 碩⑧ 11

顔 外 11

合 計 5 10 a 5 2 2 珍 5 ll 5 2 Q9 5 5
7 22 8 2 1 2 ㊨ 2 7 2 2 ⑮ 2 5

1彼岸に 部 落 円 11 11 ⑦⑦

北 野 円

御 津 町 円 12 54 11 11 @些 1 Q) 11

-422-



方 祖 母 方 嫁 方 鮮 方 その悼 合 計 紘合計Ⅶ也下 A⊂:l計 Ⅱ Ⅳ Ⅴ ∠⊂ゝ⊃計 Ⅱ Ⅱ y ′ゝ⊂⊃割 Ⅱ Ⅱ ∠ゝ⊂1計 Ⅰ 丑 Ⅱ y Ⅴ Ⅵ Ⅶ以下 そのイ也

11 11 22

① 1 1

①① 11 1㊨① 11 12 67 12 21 11 ll15

②② 22 11 22 55

a)② 44 8 22 11 159

@ 22 10 51 41 1 2〔】15

(か行) 11 1 11 25

@a) 11 1@① ①(令 18ll 282ー 99 75 21 11 毎夕⑳

21 11 54

① 1 1

Q)① 1a 11 1 1㊨① 21 12 A 22 54 1 1 1717

②① 21 12 51 1 94

㊨① 54 79 56 11 1420

㊨① 1 1 ① 11 22 8ll 41 42 1 11 2017

①G) 11 11

㊨㊨ 1 1⑦ 11 1 1㊨① @② 89 2250 1812 ll7 51 22 くび⑬

11 11 22

Q)a 1 ロ) 11 1(夢(丑 11 ー 55 11 52 1 11 12ll
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交際円容 親等地別域円 父 方 事 方 母I Ⅱ Ⅱ y Ⅴ Ⅵ Ⅶ A⊂コ吉† Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅳ ∠ゝ[コ吾十 Ⅰ Ⅱ Ⅱ y [

県円 岡山市内 イク 55 28 ⑤⑬ 2 (ラ 1
そ の 他 11 2 1 ⑦@ 32 1 1@(ラ 1 11

県 外

合 音十 5占 71占 41 1111 ⑲㊨ 1 占 1qカ 52 さ

14節句に 部 落 円 1ー 11 2④

北 野 円 I

御 津 町 円 L.___..1l 12 11 ③③ 1 ⑦郡 内 11 11 a(ラ 1

県 岡山市円 1 ① 1 G)

円 そ の 他 11 1 ①⑦ 11 亡か(ラ

県 外

合 il. 51 24 11 11 ⑦(∋11 @① 21

15.その他 部 落 円 11 55 1 2 i11 (ラ(∋

北 野 円 1

御 津 町 内 1 12 ①⑤ 11 ♂G)

郡 内 2 1 ① 11 2 ⑩a) 22

県内 岡山市内 21 51 21 9㊨ 4 11 11
そ の 他 1 占4 11 5 1 W㊨ 11⑦⑦ 1ー 1

県■ 外 2 21) 1 1 (む伝) 1 (身O) 11
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万 祖 母 方 嫁 プラ 肺 方 その他J 合 計 座合IⅥ 合計 Ⅱ y Ⅴ ∠ゝ.rコ言† Ⅱ Ⅱ Ⅳ 上ゝ⊂1計 ∫ 刀 ∠ゝt=】計 Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅳ V Ⅵ Ⅶ以下 .ごゝ⊂】計

① 55 48 1 8ll

①② 1 0) 11 54 51 21 7

@④ 1 1② 11 1@G) GFl㊨ 77 1419 ll5 占5 21 21

11 11 22

l

I1 1(む⑦ 11 1 24 11 1 1 と

⑦0) 11 52 45

11 12 25

l

⑳Q) 11 1②① ー1 52 79 I1 1 11 11 Qタ㊨

ー1 44 1 5 79

① 1 1

l 22 ②㊨ 1 11 ー@① 11 1 35 ー1 1 11 88

④④ 1 ㊨ ー1 25 52 52 ll8

④㊨ 1 1 71 52 11 i 佃5

①㊨ ー 1 llll I2 41 1 1 1815

①の 笥 2 11 1 9
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親蒜地等円峻別容別 父 方 撃 方 母

∠ゝ⊂コ計 部 落 円 イク 1212 2525 198 .88 ㊨節 1212

北 野 円 イク 55 55 ㊨⑲
御 津 町 内 イ 26 占5 22 52 5 JBrD 28 6 ㊨ 10 占 17 55ク 28 占4 21 52 d JBl 24 7 屯 8 6 14

郡 内 イク 5255 8289 1010 55 97 58dd 4155 2828 ●●如 51

県内 岡山市円 イ 45 48 21 9 2 25二 1□ 28 4 徳 25

ク 54 51 25 10 2 ,422 7 25 1 め 18

そ の 他 イク 2958 4542 44 7.5 監 22 5856 79 ■● 1010 52 Ad

県 外 イク 1215 1512 810 45 ･● 51 1010 77 63; 12占

(大 坪 ) イ lー717占2口2279 74170 16 151占5 52 20 23 52 ll 5
25

総 合 計 ク 202286 78368 15 10150 52 1 18 14 44 ll 1

∠ゝ⊂】計 部 落 円 イク 11 1918 54.~ 86 2425 25 1㊨⑬ 11 CbG)

北 野 円 イク 89

御 津 町 円 イク 2522 4955 1825 2220 ad ll12 ll15 99㊨@ 44 1212

郡 内 イク 1215 71 97 ㊨㊨ 2128 1719 65 ㊨㊨ 21 2219 1718

県円 岡山市円 イ 42 99.29 129 2 2 占 55 10 4 ¢ ll8 10

ク 56 89 54 2 2 5 28 8 ㊨ 10

そ の 他 イ 17 48 ll 509 ll 1 ll 占 95 6 510 5 占7 15ク 19 55 12 5 1 i.72 5 88 4 ム●● 2 12

県 外 イク 8占 1519 21 54 11 21 ㊨¢ 910 2⑲⑬ 85

(大 月 )総 合 言I イ O:91242 72 ヰく8644 7 654 271占4 22 14f32 5 57 52ク 84247 75･∫55 55 9 占ー125149 15 1920 5 52 52

大 坪 大 月全 合 計 イ 26752114ム15占 80 7 A1.165 42529 74 ll 459 20 28109 占5 5
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刀 祖 母 方 嫁 方 姉 方 そめ他 合 計 採A⊂=i計Ⅵ以下 ∠ゝ⊂⊃計 班 Ⅳ Ⅴ ∠ゝ.t=一貫† Ⅱ 也 Ⅳ 校訂 Ⅱ 班 上ゝ口達† Ⅰ Ⅱ Ⅱ y Ⅴ Ⅶ fⅦ以外 その他

1_2曾 da @の da ③⑥ 占161 1212 2929 2726 88 81占1 157156

55 55 1010

55亨†36 66 4 ⑬㊨ 3656105loo 4942 5757 5a 55 255224

15tl l 1 C1)44 @④ 5255129128 5859 55 128 25占255

㊨18. ll8 77 ㊨⑲ 55占1 8784 5551 910 22 2082〔旧

㊨(18. 1215 1512 e5館 5530 4150118115 2425 15ll 5550 229251

Lla● 21 ②E) 1518 5528 1718 45 7185

5:iT2 占 ④ 55 2占 ㊨ 64 ⑥ 節 211508210 81 ー9 5 94 11265句 A @ 55 21 嘲 ㊨ 磨 250489201 79 ld 5 911109

58 11 2019 54 8a 2425 25 1 58 占5占7

(亘(且 45 89 45 1214

宵 15⑱ 20 8 15節 11 55i③ 21 25 81 55 58 19 21 255_盟 10⑬ 17l 5 5el ㊨ 19 22 88 35 44 帖 19 220

､亘⑳ 1 ① 55 ㊨㊨ 44 2120 5155 5928 2825 44 ー21108

旬 ー 55 ㊨ 9 42152 55 22 2 2 a 9 268虚1 ③ 7 56109 55 25 2 2 5 7 257

㊨ 2 1 ③ 2 25144 25 47 ll 1 2 255

亀讃 1 Li) 9 22141 25 28 5 1 9 2278占 2429 8占 74 11 21 5047

申 5 1 15㊥ 20 14 15㊨ 1 5④ qき118452 I17116日 57 7 占 45 1ノ802
幽 1 106} 17 9 古㊨ 1 5 ④ 奮う 107417154150 45 9 占 52 920

519召 占1 1 10 17 52 50 5 85l 5 5 8 .45[1557906555209 61 12' d145lP29J..
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次に更に詳しくオ 7乗に資際円容を親等別･地故別にその分布をまとめてみた｡大坪では①経

済的に困ったときの援助は,金成的問題だけに,父方 ･撃方 ･母方 ･磨方 ･ともⅢ親等以円の,

ごく親しい親類に限っており, 1番多く比重を占めている父方では,ほとんど,親子,兄弟姉妹

までの近親であり.経済面に対ける援助は血族にのみ限られているようであるO(壬と同様に 大

体耽親等までの親しい執掛 こよって主に往来が行なわれるのは,⑤,⑧,⑪,⑫,iii),⑭といっ

たものであり,⑤の曲菜経営面での魅力も往25名,来 25名と①経済的に困ったとき同様,そ

れ程頻鮒 こ行なわれていないoLかも44留が父方で,部落円あるいは速くても郡円までである｡

⑥の尾根茸きでは(a)の曲集経営而同様労許の櫨供であるが,海年行われるものでなく,従って親

鞠の者は,親鼎の義理として手伝い援助し合うため,かなり頻繁に往来があってもよいはずなの

だが由よりも以外に少なく,往 19名,来 21名となっているのは,最近ではワラ葺きの家が少

なくて,瓦などに変わってしまっているため,島根驚きがあったとしても,ほとんど父方の部落

円での相互援助,あるいは事の英家から敷 き上うだいが手伝いに来るだけになるためである｡

それに大がかりな星硬のふきかえには.轟門の大工さんに頼むそうであるO年中行即として定)U;

的に訪れてくるLuj正月,也〉免 ⑬彼岸.⑭節句は各々が屯も実家へ足を迎ひやすく思いきりよく

自然と出かけられる斬 巨を果すQしたがって,親は子供の所へ,子供は親の所へ,ある時は董ま

いりを兼ね,ある時はお祝いをヨ如ユて従来が行なわれ,親類幽係硬 に強く結びつ ける水心的機能

を果してきた.大坪でそれらの往来をみてみると,盆が粒も多く往51名,来 50名,次いで正

月,往 4占名乗 47名,彼樺,往 54名乗 4d名,節句,往 目 名来 日 名であったO 梱成別

では,父方 ･事方･嫁万の順でほとんどを占めているといってもよい｡⑪,⑫,⑬に比べて節句

に在来が極めて少ないのは,磁近では節句の往来が行われるのは初節句ぐらいに簡素化されてし

まっているためであろう.地域別については,(鼓虫類経営,⑥屋根茸さでの往来がいろいろの条

件を布しているため, (例えば偶恥があったり,労力を提供しなければいけない eic)地域的

に近いことが必第条件ではないがお互いのために必粟となった｡県外からの往来が全くないのも

そういう理由に基づくものである｡それに対し(画正月,⑩盆,q9彼岸には,部落円は7b･うか遠く
媒外まで往来があるのは,その求心的機能を考えると,いうまでもないことである.年中行giの

一環としての役削りを残されている勧秋祭りは,(I･l),qB),㊨,⑭よりも往来も往85名,来 8占

名とrjも多く,親等もV勅串までも付き合われでrblり,各地の親族を呼び寄せ,親族槻係も父方 ･

婆方のみならず広い端居削こ渡って年々史新し,補強する役刷りを(.u),⑩,⑬,⑭,の年中行謁に

増して果しているoLかt逓)には,舶机からの往来が,往 5名,来2名と全体の約5卑しかない

ことからみても,定期的であるため,ある蔵匿の余裕はあるIが.Ⅱ親等までの近親者に限られて

いるのは,近くても泉門に限り,地域的に近い万が望ましいようである0枚に書凶fJTについてま

-4?8-



ず吉野②韓礼のときは,｢｢ぉめでか へ主と｣の中では長も往来が頻繁であり,全体からみても凶

串の①,⑨,⑲と並んで,往来とも158名と4番目に多いのは,婚礼という1つの焦式によっ

て,新しい親族縫枚が加わってくるのであるから,栽族a)式典参加は,権利であると共に我務と

して要求されるのである｡

したがって,地域を問わず参加され,凶ZB吹払 ⑨,⑩を除くと県外の往来が多いのも当然であ

る｡③の出産も②同税 新しい親族関係をみるものだが,婚礼はどの往来はなく親等も部落外で

は正教等までとなっており.②よりの迦続即ち荻生的存在であることを示しているoq)槌射 i,

屋根茸き以上の大がかリなものであり.当人にとっては一代に一度あるかないかの出来心である

ので,親魚交際においても婚礼はとではないが,往来はかなり盛大に行われ,地税別でも部簡円

の往来が(a)に比べて5倍以上であることからも.建築のときの親動関係は楕発に行われるようで

ある｡

凶鞍の④葬式のときは,⑨病気見舞,⑩法軒,と共に,Vr親等のうすい親数までに及んでおり,

地域別にみる部落円,県外も最も多く往来があ(),全体でも往 1i4名,来 167名と,C9),⑩よ

よりも教において約20～50名の解りをもち,親族としての関係を持っているか,いないか そ

その範囲の境界線をみきわめる絞首台の番人的存在となっている｡婚礼によって結びついた親族

関係は,世代の交代とともに疎遠になり,親族関係の嶺はついにはたち切られてしまうのだが.

調査で ｢通婚の当扱者が死亡された場合その後のつき合いはとうされますか｣という質問に対し,

その後も関係を続けるという人が40名中54名おり,それ らの人は,当事者の死亡で,直ちに

関係が切れてしまうというのではなく,関係はうすくなっていくが付き合う｡次牙に切れていく

など,世代の交代と緑の切れE]は,ある場合には,再相成が試みられるなどの洛件が生じ'徐々

に結びつこうと努力しながらも,｢また,子供がいた場合どうしますか｣という質問に40名の

うち59名まで ｢続けていく｣と答えている以上,結びつくiltは容易ITある.

混後に⑯その他については,これを一応 日常生活に密怒して常日頃,何かと付き合いの多い

壕大隈の親数とみてよい.親等では∬親等,地峻別では岡山市円が 1番多いようであるO

大月については,多少の差異はあるが,大坪と大体同様の傾向を示しているのでここでは孟柳

を省略する｡辞しくはオ 7表の大月における親族の親等別 ･き蛸色別 ･交際内容の部分を参考にし

ていただきたい｡

以上,親族における範囲と分布について,地域別あるいは親等別,更に交際円容について検討

してきた机 これらの親族の中では全て平等に交際しているとはいえないOそこで ｢多くの親族

の中で最も褒く付き合っている家から,あま()濃くない家までの厭番をつけて下さいo｣と質問

し, 5番目までと,それ以降に区別してもらった (必ずしも5番目までが 1戸すっとは限らない｡)
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8- 2 才 8表 一 番 目 濃 い 親 類

雷門 父 方 庵 方 母方匝母亘嫁方■解 方 .その他与合計ⅠⅡⅢⅣlvⅥ午ⅡⅢ畢ⅠⅡⅡyVvr'♪皿ⅣV'ⅡⅡⅣⅡ Ⅱ!1111 1 1 5 ll

12ll 2 1 7

北野円 l 1 1

御町辞円 14 2 1 1 1 ム5 1 1 1 2 115

那内 4 1 1 1 1 81 1 2

監ヽ.-.′(ム9(172 (12 (1)5 (12 (11 (lq1旦(56(2)4 1 5 (1)1(9)｣互.
irT1-外 2 22 1 l l 5

Aロ吾I (占17(llム 2 (14 1 1(1)5 1 (l)5 15(lD)45
.(5?(21011.1̀ l512: 2 5 Il ! 1ll l l l (12!1 (1)2(句42
.注 上段は大坪,下段は大 月における教を示す. また ( )円は煉円のうち岡山市内をあら

わしている.以下の炎についても同様である｡

結果をもとに親族結合の度合を,大坪 ･大月を取 I)上げて明らかにしてみたい.

1番目に典い親禁則こついてみると 牙8表の如 く,大坪 ･大月とも地域的には.部落円が 丁

度 5 0飾ずつを占めており,親等別にみて 父方 工親等が全体の大坪では ム5飾,大月では 81

解と約 8割も占めしていることは,銀粉にして, 1地域的に近いこと, 2親等が率いこと,とい

う二つの条件は,親族結合の度合を強くするに十分な条件となるのではなかろうかという結鈴に

連するoしかし,このオ 8表だけの段階では,必要ではあるがまだ十分な条件として明確には断

言できないので,オ 9泰～オ 15衣即ち 2番目に没い軸粗から5番目以降の沖 までの,表を結合

しながら,なお検討を重ねてい くと,親類員数としては, 2番 目に偉い親漁が一番多く, 1番目

に渡い親漁よりも上回っているがやはり, 5番 臥 4番 臥 5番目となるにつれて,親換散は救

っているoLかし,ここで 5番目以降の親数が 5番 目につづいて,史に救らなければいけないは

ずであるのに,大坪 2 1名,大月ヰ1名と,特に大月などで忠敬に増しているのは, 5昔 日以降

の中に' ム番目, 7番目, 8番 目- - 一日 といった親類が含まれてお り,それに,例えは,罪
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8-2 オ 9衰 二 番 目 に 洗 い 親 敷

父 方 顎 万 母 方 祖 母 方7線 方 婿方 その他 雷十

I Ⅱ 班 Ⅳ Ⅴ Ⅵ 讃.下 Ⅰ Ⅱ 皿 野守Ⅰ Ⅱ Ⅱ 〟 Ⅴ 畢 Ⅱ y Ⅴ Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ
節港円 1 1 4 占1 2 5

北野円 1 1

御町津円 1 5 5 92 1 1 1 1 ㊨

那内 2 占 5 2 151 1 2 1 ⑤

同腹室円 (2)4 (4J7 (11 い1(2)占 1 (11 1 (ll)22(12 (5)7 (54 (4)10 1 1 1 1 (1)1 (1428

良外 1 1 1 1 41 1

∠ゝ⊂コ晋T (2)8 (4)20 (11 1 i (1)2 (2)15 2 1 1 (1)1 1 4 (li)55(14)45
a- 2 オ 10表 三 帯 同 に 救 い 鞘 寿l

父 方 凄 万 母 方 祖 母 方 綾 方 肺 方 也 倉吉

Ⅰ Ⅱ Ⅱy ⅤⅥ Ⅶ以下 Ⅰ Ⅱ 班 Ⅳ午 Ⅰ Ⅱ Ⅱy Ⅴ Ⅶ以下ⅡⅣ Ⅴ 且 Ⅱ y Ⅱ Ⅱ

舌i落円 2 2
1 1

北節円

両町浄円 1 2 5 1 1 1 9
1 1 2 1 5

那円 5 2 51 1 1 1 2 1 1 8

臥,i畠円 1(1)1(5)4(1)2 (2)4 1 (11 5 (8)17(5)8 (1)2 【11 (2)5 (22 い2 1 (1分1!_

県机 1 1111l 1 42 l2 1 1 占

言† 2(1)5 (3)7 (1)6 5 (2)4 2 l (12 1 5 (857



8- 2 オ 11表 四 番 目 に 濃 い 親 類

父 方 貸 方■母 方 祖 母 万 座 カ婿 方 その他 合計

Ⅰ 丑 班Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ上ー下Ⅰ Ⅱ Ⅱ F牛 I Ⅱ Ⅱ y Ⅴ 畢Ⅱ Ⅳ Ⅴ Ⅱ Ⅱ Ⅱ 皿

部港円 1 1

酎

御町l浄円 1 5 1 1 ー 7
1 1 2 1 1 I 7

那Pi 2 1 1 45
1 1 1

S: 2 1 1(1ノ3 (5)3 1 1(1)1 1 (5Jli_(SJ4 (5)5 (1)2 (1)1 5 (a)15

良外 2 2 1 1 d
1 1 2

∠ゝ⊂コ計 5 4 i 1 (14 1(5~4 2 1 1(11 1 (5)51

8- 2 オ 12表 五 番 目 に 漣 い 親 頻

父 方 事 万二母 方 祖 母 方鹿 万 婿方.その他旦 弘

Ⅰ Ⅱ Ⅱ Iy Ⅴ Ⅵ Ⅶ畢I 丑 ⅡyiⅠ Ⅱ 皿 Ⅳ VlⅦ早 Ⅱ Ⅳ Ⅴ Ⅱ Ⅱ y Ⅱ Ⅱ

部落円 2 21 l 1

北野円 1 1

l

御町伴内 1 2 1 1 51 2 5

那円 2 2

2 2

節鮎 (1)1 (1)ー 1 (2)5(1)2 (1)2 (2)4 (1)1 1 1 1 1 (5)13

県外 2 2

2 2

∠ゝ .⊂1言I tー)5 2 Ll)1 3 1 1 2 )15
I (1J2 (ll5 (2)5 (り1 5ー1 1 t 5 (5)21
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8-2 牙 15釆 五 番 目 以 降 の 親 穀

父 方 事 方 母 方 祖 母 方 腺 万 軒 方 そ勿 合釘

Ⅰ Ⅱ一皿ー〟 Ⅴ Ⅶ 叢下Ⅰ 甘 ⅡⅣー山下 工 皿 正Ⅳ Ⅴ Ⅵ､学 甘Ⅳ■Ⅴ Ⅱ 班〟 ∬ 皿

部落円 T

2 2

御津円 2, つ 1 1 4

1 1 1 1 4

甫県山市費円 (jl~)2̀ 1(11 (ll1 1 (5)A

海外 1 2 ロ ロ 2 I 5
1 ー 1 2

′ゝE3計 (1)7.2(ll1 I 2 3 (1)1 1 5 (5)21

式のときだけといった付き合いの親掛 ;,これらに数多く含まれているためである｡また,地放

別にみてみるとやはり, 1番目に硬い我執についで 2番 目に添い親類でも珊酔妙;,ナ坪6名大月3

名と高い率を占めているようであるOそれは,群落円だけにとどまらず'大体郡円までは同傾向

をたどっているようである｡即ち,部門まででは,うすい親類としてよりも,恥 ､親類に属して

いる親類の方が多いということである｡それが県円となると多少の速いはあるが,濃い親数から

うすい肺 までの意改上の区別は,-様にふI)分けられ はっきI)と地域による親類数の違いは

あらわれていない｡県外についても同様のようである｡では,弟等別ではどうなっているかをみ

てみると,父方･套方,をとわず,I親執 こあたるもの書i,ほとんどといってよいくらい2番目

に恥 ､親漁までに上げられ,親等が臣態的な鞍手を康越した一面をみせているoⅡ親等では,そ

れに属する数が多いだけにその中でも濃い親類からうすい親類まで広がりを持っているようであ

るが, 1番目に濃い親数の中に,親子といった切っても切れない掛 ､結びつきをもつ工親等が多

いだけに,つづく祖父母兄弟姉妹といったⅡ親等恥 1番 目よりも2番目へ娘中しているようで

ぁる.このようにⅡ･Y と親等が下るにつれて,親等別では慈し､親頻からうすい親類へ移臥 .て
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いくようである｡

以上 1番EIfこ濃い親類から5番目以降の幾筋までについて,地域別 親等Bllにこの両者がい

かなる関係をもって轍 結合に形噂を与えているか概略的に検討してきたoそこでまとめとして

いえることは,栽減結合におけるその庶合に,部落円という地象的結びつきと,親子FPち工親等

という親等が港vlための寂びつきの二つは少なからず作用するのは今までの考察からも明らかである｡しか

し同昭に距離が近い,親等が救いという二つの条件で親類結合が行われていることは,きわめて

少いのであるから, 自然澄く付き合う家から, うすい家への隔りが親類間で生じてくるには,二

条件の絡み合ういろいろの場合が考えられるが,親等は世代が変われば町ちてくるOしかし臣離

的に近かければそれだけ接触庇も強く,親等の低下にはたいした影響を受けないが,北野の場合

現段階では一定のワク円 (県円までぐらい)でわりと範囲が広がっているのをみると,ここ北野

では匪触的に近いことよりも親等の如何に全体的にみて,比重がかかっているようである｡

以上のごとく 親族の範閲と分布について,地軌 親等,交際内容など細かく検討してきたこ

とによりいえることは部落円における同族結合が次牙に弱くなってくると,｢遠くの親数よI)は

近くの他人｣と表面的に口では言いながら.いざとなるとやはり艶族へ求めていることからみて

ら,村落をみる場合に親族は重要な組織である.従って,粗るとなると,相互援助の形は部落内

外を問わず親族に求められ,ここに日常生活を送る上での親族の果す役目は大き山 大坪のよう

に,各家々が密集して存在し,部落としても1つにまとまりか互が助け合っていると,経済的に

裕福な鞍も加わるが,親族に求める援助も少なくてすみ,さほど親族を必要としなくなり,範囲

は狭くて漉い親類に限られてくるようになるOそれに反し,大月のように,親類数においては大

坪と差がみられないのに,かなりうすい親数まで広樹 に及んでいるというのは,概況にて既知

の通り大月では,更に三地区 大月 ･堀越 ･細 に分れて家々が散在しているので,部落的にま

とまりたくても容易にまとまれない#.点があl),したがって相互援助も不安定であることからこ

うした親族の特徴があらわれてきたのではないかと思う｡

最後に,今まで親族の範囲と分布についていろいろな角皮から分析を試みてきたが,親族の尚

にはまだまだ多くの面が残されておl)充分とはいえないが,ここに於て一応,北野部落としての

特徴を把握することができ,部落にかける親族の役割が同族同様大きいものであることが明らか

にされたであろう｡

(中 原 乗 恵 子)
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5･ Eと業 協 同 組 合

(I) 徹津町における虎等の現況

まず最初に,御粋町における農業のおかせかを現況を,当町の農用地両帝 (蓑 1)及び職築

別人口,戸数(衷 2)よb見てみよう｡ (章 1)から分るように.水田両群が減少しつつある

のに対して,果樹園地が年々増加してきている｡このととは,御津町にかける良筆が,従来の

米麦中心から,マスカット,諾地ブド-.それから醍菜72どの商品作物の生産が,交通機即の

発達と密接を関連をもって伸びつつある現象ITある｡中でも,吉尾部落では,良集群造敬啓事

業のモデル地区に指定され,温室や魯合が数多く立ち並んでいる姿が見られる0

8- 5第 1衷 御津 町におけ る魚 用地 面 蔚

年 水 田 畑 果 樹 園 地

昭和57 897La 140La 57La

58 975 155 64

59 880 127 57

40 870 124 dD

41 870 T14 70

次に (8-5表 2)をみると,昭和 59年～ 40年の間に,良家の中でも専業農家が戸数で

約半分近 く,人口についても大幅に減少しているQ反対に,第 2槻 家が増加してきてい

る｡ この現象は,都市近郊の良家で壮全国的に現われてきているo御辞町では.岡山市と当町

とを結ぶ津山線,国道 55号線の利用によって比較的簡単に,農村労働力の都市流出が可能に

そっているO叉. (8- 5表2)よb御津町における段業の地温をみると,良菜人口に関する

限D.町全体の90帝以上のかなDのウエイトを占めているものの,鹿尊卑尊者比戸数 人口

ともに 1割屯にすぎをいといえる｡

我々は次に,農協の内容に立ち入って,さら紅現状を把超し.あすの典協の進むべき道につ

いて考えてみようと思 うO
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8- 5第 2表 敬幕 別戸数及び人 口

戸敬 ㌻-＼ 専 集 -榔 繋 二種井渠 計 林 薬 商工韓 その他 合 計

昭和57年 1,844戸 2 61 95 2.02?

58 1,080 2 15占 95 2,192

59 472 504 944 1.920 9 ld7 94 2,190

40 241 521 1,105 1,865 18 125 95 2.105

人口 昭和57年 10.142̂ 9 270 521 10,906

58 5,646 9 7占5 521 10.548

59 2.564 2.541 4,518 9,225 52 799 465 10,521

(2) 組合 の歴 史及び機構

以前には,初陣町には, 7つの組合があった.月Dち,字甘軌 字甘束,宇垣,葛城,牧山,

金川農協であるo昭和29年に町村合併が行われ牧山地区は岡山市に併入された｡

その後,各々の農協役員や農家の人々の中に,良案経営の近代化,農家の経済向上を願う気

拝が高まってきて,組合長との会合も数回持ち,ついに,それぞれの曲協の合併を決意し,昭

和56年7月1日から新しく 〝御津町溢業協同組合 〝として発足し現在に至っているのであるo

Lかし,金川盤協は,良民の協同組合というよb,組合員壮商人が多数を占めていた関係で,

むしろ,信用金庫的を性格をもっていたので,この合併間藤には参加しなかった｡

次に(8- 3表 5)よb組合の組樺についてみてみようO組合員の数は合併当時よb現在の

方が減少しているが.これ仕以前 1戸で2-5人組合員となっていたところを一戸で 1人に整

理した為である｡特に,脱良家とか妊良家仕をかったそうであるo

組合員の資格は御津町に臣居する者に与えられるが,その場合.正組合員と準組合且に区別

されるo前者は耕地面胡 1反以1,出資金5口以上(1口は千円)を納める者,後者は耕地面

帝がなく非出家であっても出資金を5ロ以上納める者にその資格が与えられる.

8- 5第 5表 組 合 員 数

一一守 上 ､ 5 7 年 5 8 年 5 9 年 4 0 年 4 1 年

正組合負 2,056人 1,986 1.980 1,979 1,949

準 〝 168 122 118 116 65



又 (8-5表 4)から,組合員の中でも,耕地両親 5- 10反位を持っているものが約 50

多を占めていることがわかるであろう｡

8- 3第 4表 組合負 (牡帯 )の耕地面 材 区分

年 3a未満 Sa～5a 5a～lJa 1んr-1.ら一k 1.5んF-2JD 2んr-2.SLa 合 計

57 208 577 995 235 19 12 一.844

58 508 418 1,087 25【I 21 12 2,□96

59 278 585 995 255 19 12 1,920

40 501 441 783 225 15 ー1 1,976

次に,当良協の役見選出方法壮いかに行われているかo現在,当典協には組合長,専務の2

人の常勤理番と15人の非常勤理事, 5人の定率がいる｡それ払 旧組合のあった地域一現在

は支所がおかれている-から3人ずつ選出する方法がとられている｡現在,旧農協の5人の組

合長だった人達払 当農協の役且の仕杏にたすきわっている｡

(3) 虎協の車掌 内容

払)信 用 杏 葉

農協仏 典民の貯金吸収の磯関であD,又長民の貯蓄組合であると,一般の人々は思って

いるに違いをい｡農協の経営者の間でさえ兵協の最も重要を仕番紘,貯金をできるだけ多 く

集めるととにあると,本気で考えている人が卓わめて多い｡そして,農協系統組練一丸と75:っ

て ｢由協貯金一兆円凄成特別貯昔運動｣などが展開され,県民に貯金を強制してt̂るO

しかしながら,良協の借用杏葉の ｢たてまえ｣払

･十分を資本をもた7TrVl帝細良民が.共同の岨轍を作 b余裕のある時は貯金し,その資金

を同じ仲間の.資金に困っている人連に取賢するo

･さらに不足分は,共同借用の力で外航資金を番人する｡

･ このことにエb,高利貨の手から轟民を守る｡

という｢相互金融｣であるo

ところが,貯金の内,組合員-貸し出されているのQi,全国平均でも渦たないD(8- 5第

2園)その中,主に,系統を通して農林中金に葬められ,農業外に撫拝されるo良協も零細

農民に安い封仔 で貸し,たえず 粒 々の不安をもっている.tb払 利子も高く'安定した所

に貸した方が.利益が多いからである0
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5第 2図 農協 の貯金 ･貸付 金 の推移 〔曲林中金 ｢凌林金融の実働 1962額紛こよる〕

信用奉賛の収益が,趣協の行っている他の事業をカバーしていると言える｡ (8- 5第 5表 )

8- 5第 5衰 昭和 4 0年 度 御津 町典 協 の部 門 別損 益衷

＼ -㌔ _.__ 年 度部 門 ＼ .__ 57 40

信 用 部 5,580,218 15,780.695

共 済 部 776.069 4.481,414

僻 見 部 5,065,556 ー5,242,475

販 売 部 2,962,127 4,048,789

食 庫 部 1.287:597 1.879,776

加 工 部 1.772.722

利 用 部 515,285
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以上エb,集められた貯金を他の春草の資金として,運用することにエb他の草等を支え

ているといえる｡

く農 家 の 貯 金 の ゆ く え >

(≡ 三 芸

(組鯛 -の即 金
信連 -の貸出金

有 価 証 券

占50,065.719

85,1占1.418 (信連から)

507.155.728 ( 50勿 )

4 0-ち.054,993

占,179.7占0

これよb見ると,御幹町粒協で払 良家が良協へ預けた預金額 7倍 5000万の内, 占倍

51000万円仕出林中金へ貯金し,良家に貸出しているの比 わずか 5惜円である｡貸付金

で足bない額は,ほとんど良協が,国や良繋封私企業公庫から借bて,個人へ貸している｡

勧津町袋協の墳%,現にたいてL̂の家が,農繋近代化資金という名目で倍bている.B家に対

する坪付金利払 普菰資金に比べて安いがその用途杜,法律や条例などによって,さびしく

規制されている0 8-5第 6表で ,手続きで易が多いのは ,不軌産や証番を担保c･'CしてかD,

段協にとっては ,確菜に返済が望めるか ら許可 したのだろう0

8-5帝 6表 見 協 の貸付 金 の利 用率

部 落 利 用 率 資 金 名 (割合 ) 手枕き(割合 )

(S) 近 代 化 資 天 災 階 だ 良機具脚入 その他 易 #

A 45 5 5 0 4 8 1

B 78 5 1 1 8 9 6

C 59 3 5 1 5 9 1

今までの良家は,ほとんど米作中心で発電性に乏しく,政篠的に経営を拡大し上うとする

意欲をもってVIなかった｡そして,金を倍j)てまでそんな危険性を犯すこと壮あるまいとし,

借金をするの仕恥だという考え方が強かつた｡しかし現代,特に御津町吉尾地区に於て杖,

良菜のモデル地区に指定されるほどあって,ほとんどの良家が,近代化資金を借b入れ 温

室ブ7J一昔多角的にヤb.今卓での米作中′山 ･らの脱皮一米麦だけの珪藻所得だけでは,商品の

袋村-の流通が激しくなった今日ではやっていけない良家が多 くなって,その補充的収入の
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道を,果樹,畜産に求めたものもあD,年をとってから兼業に従-Sするもの,あるいは後払

ぎ,又その他家族を兼業に従事させている-

近代的農業への意欲をもった良家が,たくさん見られたD今日では,良家の経済をささえ

ているのは.米作収入上bも,むしろ兼業収入だといえようO

<専菜 と兼築の段 協への貯金率>

-I-- 三 '-_I_-I-I_I:-:':_I-==-_': -I-;_-;-;I:-lT' -::-Li=~‥~､:∴ I -∋与t∴ -:-'' '~

㊨

㊨)専雑 家が多いので･
大ていの家が生協を10口頭利用していると言ってよhc

今ま~紅)盤家では,所得は家全体としての所得であD.貯金は家一本の貯金であった｡とこ

ろが,栄華に72ると,(特に一家の主人の場合 )個人の所得,個人の貯金に変わってきたo

今まで,家族で1つだった財布を家族員が,めいめい持つようになってきたO貯金も家単位で

やっていたのでは,なかなか集まらなく,家族負の 1人 1人のふところをねらわなくて壮72

ら在い.それには.他の金阻機関と対抗するためにも,サービスが必要とそってくる.サー

ビスをすれば,どうしても資金の吸収コストは市くをるO吸収コストが高くなれば,よほど

経営努力をしないかぎD,安い利子で農家-貸し出すことは,ますますむずかしくをる.

日本の農政の基調払今までの自作典維持,食根増産という方向から,自立良家の育成,選

択的拡大の株にそった主産地形成という方向へ大きく変化しているC昭和 5d年度から,実

施された農業近代化資金制度は,その一項であろう.系統金取は.豊富を資金をかかえてい

るOその一部を,政簾遂行の手段として使おうというのが,農翼近代化資金制度のねらいだ

といえるO

農協の信用番薬については,単協- 信連 ･一一一づ中金という三段階制がとられたO｢たてま
え｣は,

･規模が小さく,資力の乏しい個々の単協で仇 金融機関として健全な経営はできない.全

て,倍速を通して中金に集中し,そこで一手に運用する.借入金の場合もそうである｡レ､う

なれば,系統利用が原則となっている｡戯･協の信用杏葉払 その組織基盤である組合員の異

質化によれ ｢相互金触｣ということは.ますますむずかしくなってきているD安定した瀬
●●

業鹿家であってみれば,自分達の貯金をできるだけ高利に運用してくれることを望んでいる

し,又良菜に承極的に板bくんでいる専業良家(農業だ蜂で十分生計をたてている層)帆
■●

低利の資金を欲しがっている.そして,良脇自体も,健全を経営が必要であるDこれらの要
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求を,全て滞足させること壮不可鴨ではないだろうか.

しかしながら.農薬協同組合が.趣民の組合である比上 良民の零求を満たしていかねば

ならぬと思うCその為に仏 僧用事聾にihぶきった他の事業に対して,もっとその運営を合

理化していくことが大切だと息 50それが貸しLtiL金利を下げる手段ともつながるのではな

V､だろうかO

<これか らの良脇 の信用専 業に望む こと>

･ 良民に少しでも利益となD,農業近代化に役立つ資金を捧持する上うに働いて欲しho

･ 良家では金利が商いから借らないということだけで比なく.資金を投下しても,もし払

えるだけ収益が上がらをかつたらとhDことを心配し,技術にも自僧がない｡

そこで凸協は,倍b手の身になって良家の資金計画,借b入れ後のG.営繕苛までおこなえ

る体制を作D,筋違のめんどDTiでみてゆくだけの,輔 体制が必要だと思うDあくまで貞

協推,組合長の見地に立って働いてもらいたいのである｡

03)版 元 事 業

8- 5節 7表 触酔町農 協販売率薬の品 目別構成

米 麦 果 物 者 産 物 野 菜 林 産 物 そ の 他

鎧協の販売車業の中で,米が大きな比雷を占めるのは,俄時中からの国の食管制度に大き

く影砂してきているといえ上う｡そして総合典協に集まる米麦払 ほとんどそっくbそのま

ま経済連,全販連を通じて政府に莞b渡される｡つまb系統利用率が 100虜に近いo又,

果物,鵜9陀 ど把於てもー御津町で仇 それぞれ畏脇の下に出荷組合を作b, 100留との

ルートを通じて版繋しているC計画性のない個人出荷が防げ,荷受会社にあやつられた競争

者鼓による価格の変動に対しても,共同で出荷すれば,どのような買い手とも有利な価格交

渉ができ,曲家も安心して弄れるし,作れるわけである0

8-5第8表を見ると,鹿莫生産は全休で昭和41年虻昭和58年に比べ約40虜増加し
てし1るQ

･ その増加の嘗困の 1つは,依然として日本良案の基幹作物である米が米作技術の向上と

米価の相対的な有利性と安定性にささえられて.者葵に伸びてきてV,るということO

･ 特に注目しをければならをいととは.その間に果実･帝産物は 70虜以iに飛静的に増

大し… ことで奉る｡その結果.良家の生産する虚産物の内.果物と音産物の占める比患仇

56%から4占頚-と高まってきている｡
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8- 5第 8兼 良 報 総産 出額 の品 目別構 成 (単位:100万円)

5 8 年 4 1年

栄 12.5 dd 1占5 42

蒙 塀 27 10 24 占

雑 穀 0 D 1 0.2

豆 撰 0 □ 0.1 0.02

野 菜 5 2 D 0
果 実 5ー 18 95 24

林 産 物 5 2 ろ 0.占

畜 産 物 51 ー8 ad 22

わ ら 工 晶 12 4 0 2.2

そ の 他 7 2 0 0

果物でqL 寺尾･野々口地区の温室ブトー,紺地ブドーが盛んであD,帯産物では吉尾地

区に於ける大観擁72饗鞄場の隼卵,又餐豚場に於ける肉豚が盛んであるo青果物や畜産物は

生産される蚤のPq,版完される立が非常に多い,つまb弄ることを目的とした位産物であるO

燕築化が進んでいる一方.大規模商品生産鶴家も者案に伸びてLへる｡そこで来顎良家.さ

らには非良家をも対象とし,信用姉弟や生活物資の鮮寵を中心に,地域組合として伸びてゆ

こうとする腔協が多 くをっていること比確かである｡しかし,良協があくまで鑓菜で伸びて

ゆこうとする出家の利益を守ってゆく良等脇同組合であろうとする限り,その単葉の本命は

版元沓業であると思う｡しかも米で音え統制が駿和音れるの払 時間の間晦であると言われ

ている現在,今後の販売妙薬の中心払 成長特産物であD,自由流通曲産物であるにらがい

72い｡そして,瓜産物の販粟間曙は,これからのEt顎の枚も大きを艶櫛と存ることはせちが

いないと思う｡これからの出業は,7tだ壕当D的にやみ くも式に物を作っただけで結,どう

にもならぬo市場の条件を無視するととに上D,豊作貧乏と品不足がくb返しているO

だから,どういう出産物のどういう秤環をどれだけ作ったら一番もうかるかといった先々

の昆漉しや,計許72LK:比これからの農薬は成b立か5:い.需要の動向を,正しくキャッチ

する市場調査が必要であるo個々の出家でとうていそのような市場調査V:iできをい｡又一部

の出家がやってみても,効果があがるものでもないBそこには,どうしても凸協というまと
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まった組織が,そのようを調査をやってくれたら,もっと良薬生産に於ても合理化が,望め

るのではないかo ニ

例えば,御津町魚協の場合ブドウのu!I帯につL̂て仏 市場に於て組合別にマークがちがっ

ていた｡そこで少しでも名声のよいマークに全体の基準を合わせるよう品積改良･技術で努

力し,各種のマークを 1つにまとめて高く粟b出しているとか.列車につむ場合の工夫とか

色 農々協も苦労をしておられる上5だった｡

農 協

8-5第 3固 青 果 と 農 協

経 済 連

県温室魚協連合会

果物の場合,果物を作っている家がそれぞれ典って生産級合というものを作D,ブh'クな

どに於ける品種改良,薬剤散布などを帯し合う｡又農協からの肥料の注文などをまとめたb

するのに,組合が存在しているO良協は,組合長の各家々の販売上の金銭面の計許や輸送面

を扱っている｡鹿脇が市場を選択し,少しでも高く禿ろうとしているらしvlが,長民は果し

てこれで全 く満足しているのか疑問だ｡

巳一一･一二一＼.I-言~TL6:ヨlJill
8-5節 4甲 孝 産 __と 殺 協

ここでも農協比,資材,棺狐 販売.名称,荷受を扱っている0

滴戟音符要も変わb,でんぷん食糧からビタミン,タンJiク良産物-移っている現私 兵

菜を企業的に考え凍穣的にそれと取b組むことが収入源を大いにますことだろう.それには

何といっても良協のバックアヮプが必要と凍ってくるのであるO
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(C)流通革命と良脇節男尊貴

8- 5第 9衰 &主家 の 虚 協 利 用 率

年 度 3 9 4 0 4 1

÷ト＼＼ 地 区 曹 組合O,PB% 地 区 開 組合Po)B% 地 区 緒 組合曾 B%消雪堂金問 供給帯 A 消勢金筋 供給商 A 消勢金領 供給苗 A

肥 料 55.008 25.557 75 52,150 50,045 95 55,000 55.185 95

飼 料 70.000 67.451 95 100,000 84,728 85 90.000 80,156 89

粒 機 具 20,000 15,068 75 25.000 14,8占1 59 20.000 7,516 58

良 薬 9,000 8.074 90 7,500 6,956 95 ll,00t〕 10.155 92

庇近特に粒民の利用がふえてきた商品をとって,良民の出協利用率を見てみようo

まず曲葉上必琴を虫磯臭払 他のものに比べわずか58魂である｡田畑に見られるあの機

械のほとんどがメ-カーの特約店を通して寛b込まれているのた｡カマとかクワとか小さい

器具は段協で買う人がほとんどであるが,動力噴穿機, トラクターのような大きを物は,ほ

とんどの家が商人を通じて買っている｡その理由としては,アフターサービスが長いし,使

い方をT琴に教えてくれるO値段の点では少 値々切れるとのこと｡そして.趣協白身も大き

い機械は斡旋はしているが,直接販売してないようであるOやはb新しい商品に対 して商人

と戟 うまでの規模がa･いのであろうかo

現在ではス-メ-マーケット,商店どこに行っても宣伝販売が盛んである｡そのような中

で,少しでも良民に宅 くて良いものを買ってもらう為に康協は系統全利用をスローガyのも

とに全駒連とV'う機関にゆだねているoそして,全僻連は外部の ｢独占資本｣と対決L,全

問連に至る系統内部の取b引きは決して琵琶でなく,手数料は ｢実数｣だけであって,決し

て繭菜利潤を含むものでないということだ.そこで曲家に 1年の生酒計画を立てることを推

進し,生産資材,生活資材の予約制をとっているo御幹町では,農協婦人部が中心となD,

生活物資での予約制をとっておb,ほとんどの家庭が多かれ少なかれ注文しているo
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8- 5第 10蒸 予 約 制 に つ い て

割合郡､q>良 理 由 懇 理 由 中間 理 由

A 10 ･安い ら ･物品を乱すに予約する〇･番目食べるものはかえをい〇･値段がまからぬd･すぐ間に合わない. 4

B ll ･月に何がいるかけ決 5 ｡くぼる日が一定 して 5 ･良協のしている制度

せっているので,月 をh ○ の中で 1番番いが,
初めにtと吟てくる ･注文時と配達時の値 多勢の人のために仕
ので便利o 段がもが う○ 方ないとあきらめて

･安 くつくO ･商店と庇酸が余bかわらをhO レヽるE,

C ll 1 5

次に,段協僻巧小黄の実態を見てみ上)｡

8- 5第 11兼 併 甲 番 藁 の 概 況

供 給 芯 稗 成 比 系 統 利 用 盤

昭和 58年 41年 昭和 58年 41年

生産資材 肥 料 2a8 15.4 lDO弟 9?.9

飼 料 五L3 572 89.5 85.5

良 機 具 5.5 エd 82_占 1&.4

良 薬 5.4 4.7 79.8 94.2

そ の 他 12.8 a.5 97_2 50_2

計 80.8 67.2 - 82_ー

生宿物資 米 - - - -

その他 食料 品 10.2 10.8 92.9 4?.ー

衣 料 品 2.7 0.2 ? ?

そ の 他 LS 2一.8 61 0 49.5

計 1?_2 32.8 ? da9

この裏を見ようO殻協の僻見供給商を品目別にみると,肥料と飼料の占めるウエイトが非
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常に高い｡
EE例的とまでゆかないが,
他の品目に比べると抜群である｡
そして,
どちらの場

合も
,注
意したい点は組合負農家の腿協利同率がきわめて高い点だO
肥料と飼料だけ良協を

利用してV,るという良家がかなb多いことを示している.飼料の場合,育,
御津町では:,1
8

会社からの飼料が入って卦D,1会社から5-古都履いていた｡それでは場所,運債の点で

鹿協はたまらない｡
そこで,1つの飼料に典中することにしたOところ
が典家で払あの飼

料でモいと卵を生まぬとれ色々を不満がでたが,
飼料の成分分析とか大丑仕入れによる値

段の格安ということで,
組合員も納得がいったよう
だ
｡そ
して趣協では,
県でも免も安い手

数料にしている.
しかし,その当
時仕商人との値段の争いで競争があったが一
今では組合員

も倍顕して買っているようである｡生
産資材に於ては.袋
機具を除き大部分が系統を利用し

ていることがわかる.
しかし生活物賢では.50頚ぐらいの利用率O

<島民の丘協肪禿-の期待>

･良家が.
どん('bの背比べで米麦の生産が圭である時は,良家の期待は大体肥料
たけで

あb,
その帝夢虫も購入の形も余b変化をく段脇の利用についても似ていた｡最近では,

商兼的侵襲が発展し.
異なった家畜や作物を生産する農家を生み出す.
特に昭和20年代

と比べると著しvloそこで
肥料1本から飼料へと重点が移る.

･専業として商品作物を作ってhる良家で壮研究もその商品作物の仮死,主
産と固く結び

ついているO例
えば
,
少しでも市場で布く死れるためにさも果物にはどんを革が艮いとか

専門的72良薬販売が必欝o

･又兼業良家が収入の上でも安定している家では,
典協脚芳郎に生活協同組合的役割を皇

んでいるD

部落部落の雑貨鼠乾物屋よbも,上b安
く便利であれば利用もふえようが,
都市-の通

勤者
.
交通の艇によb余b予約制に期待をもっととはでき72rh.袋協職員の額を立てて.千

約している農家が多いように見受けられた｡

<これからの桝買春菓>

組合員が,
此協の購買･
S幸に何を求めてVlるかを壮っきbつかみ,その期待に答えるよう

要求されるものは,
商人の機敏さと大月旦さをもって,
見通しをつけ,見
通しが十分ある限D,
常に新しいことに恐れ72(とDくんでいって欲しho将来予想される大型投薬蛾械化にも,.

十分応えうる機械設備.有
能をエンジニア.
機動力を備え
,
今後良め具商と激しt̂汲皐に打

ち勝って,
新路を開拓していくことは,
正賓である｡
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P)殿協にかける共済番卒の位陀

現在.当堤脇では整宅生命共軌 こども共済,自然災宮担保付種物更生共済の三襟筋の共

済保険を取扱っているO (81 5表 12)壮合併以後の契約状況を容わしたものであるが,

昭和 59年末に壮 15億 7千万円もの契約を保有 し,前年度に比べると非常を成果を納乃て

いるC更に,昭和 40年度末に壮 18倍と煩悶に伸びているC このことは共済か繋が他の経

済事案と同じ位活発であることを証明している｡

このように,共済妨饗が大 きく伸びた原因として2つ考えられるOその1つ結,最近の拙 家

の増加に従って,その雅号削文人をねら)他の一般保険会社がサービスをモットーとして,良

家に投入してきたこと｡そこで,点脇'も叉全敬員を総動員して,部落全体を対象とする強力

な番築推進を行ったことにあるo

他の 1つには, 〝種物更生共済 〝〝こども共済 〝といった他の保険会社にはをい鑓脇独自

の新しい形を考えだしたことである｡

さて.このようにして渉冷した共済預 少金は,県共済連から全国共済連に行き,この時袋

脇は手数料だけ振るしくみになっている｡

815第 12衷 共 済保 険 の保 有 市

垂 老 生 命 と ど も 共 済 建 物 更 生 合 計

件数 金 額 件数 金 ql 件数 金 額 件数 金 筋

57 109.8千円 2.4 51.5 164

58 980 0.4 51.0 lsd

59 98.6 0.A 51.0 ー50

40 2.545 75,982.0 145 2.840 1.814 80.690,0 4.502 157,512

次に,御津町における部落の うち 1つの群落を抜粋 して鞠査 した結果をみてみようoその

部落Vj:A-下田,B一富谷,C一野々口,D一書犀である0

8- 5第 15表 抜 粋 の地 区 に 上る共 済 加 入 の状 況

加 入 戸 数 4 9戸 未 加 入

笹 物 共 済 登竜 生 命共 辞 こ ど も 共 済 5 戸58戸 61戸 0戸

80% 854 oS

(8- 5表 15)から分るように,殆んどの良家がEt協の共済保険に加入している点で,刺
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用度が非常(,E高いことがわかるO (未加入はたった 5戸であった. )

しかし,特数あるのは,こども共済加入の家が一軒もなかったことである.(8- 5表 15)

をみても,こども共済の保有高は他の共済に比べて非常に低調である｡

又,加入の理由を次の上うに5つに分枝して比漆をみると,①-勧誘がうるさくて- 58

番,Qト 組合且だからかつき合いのつもDで- 1占留,③一貯金と兼ねるのに便利だから-

26%であった｡この結果からみると,大部分の人が勧誘が うるさくて仕方なく,あるいは

つき合い礎慶にといったように消極的に加入している｡その逆で.貯金と兼ねるつもbで自

発的に鎚協共済金利甲している人は余bh71･いようである｡

さらに,我々には,常に良家の為を思わ72けれげならない曲協が,余りにも自己の経営業

耕向上の為という一方的を共済串等の進め方をしているように思えてしかた'bi･ないのであるO

脚 営良治猫の実態と今後の間も軌点

今,位相は大きく変貌しつつある0-古では,経済の高度成長の歪みに伴う労働力の異変I

が多数の零細兼築堤家を生み出している｡他方,畜産,来観 重態などの商品作物を中心に

規模拡大をめざす専業趣家が増加しっっあるoこのような現状の中で,営良倍前はいかにあ

るべきか?が今後,我々の新しい訣闇となるであろう｡

では,現在,当趣協における営典骨導紘どのようになっているかみてみよう｡

営農将沓員とは曲集技術あるいは曲筆経営の尋問技能者であb技術者である｡それを,堤

協が雇い入れ組合負良家の技術や経営についての相談,助言に応ずるoレ､わば,このように

組合員-の精粗 相談,助雷のサ-ビス音程供するのが曲協であb,そのための 1つの手段

が常位相蔀75:のである｡

当曲協では,以前は下記の遵b営渡御 部という単葉部門が他の経済蔀等部門と72らんで

衛懲且が 5人いた｡そして.このようを組織の中で常盤輔 は,良脇の主要耕葉である信用

販売,脚気 共済などのいわゆる榛済串菜を伸ばす手段としてあるいはその基盤として行な

われていたのである｡例えば,販売額菜をとってみると.販売市場での有利を条件一月口ち主

産物の同一規格化 (大皿化 )を生産の段階から縫協が計画的に一定の作付両級 品稀,施肥

などを統制していくのであるo

Lかし,従来 〝営投持寄壮非経済勧業 〝であるという見方がなされてきたが-即ち,指導

負の利用をトラクターをどの物的利用に対して,人的利用である為に利用料収入がをいもの

と見るからであるoLかし,営出棺串が各 経々済事案の基底にあるならば,それによって功

業が伸びた他の経済細葉部門がこれを負担すべきであって,賦陳金と共に･S莱収入と在るの
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であるD従って,これを R非愚済事業 Pと考えるのは p誤b〝であると考えられるO

だが,近年,このよう夜番葵執行体制で営め治者を行 う場合,番鞍推進を妨げる欠陥が浮び

上ってきた｡というの仕,各部門の内部機欄は一般商人や金取等者と全 く同項をのであるo

そのため,各部門を担当する職員の経営感兜が営利王滝に落ち入9易 くを9,さらに文,令

部門別に独立 した決許報告が行われていたの-Cこの節向は一層はげ しくをっていたのである｡

このような組粒では,各々敬具は鼠合見良家の経済向上を考える前にまず自分の担当して

いる部門の粍許を考えるようになったO新しh皮革の発展の芽を伸ばすべき殿協が鞄にそれ

を摘みとるようを結果になっていたのであった｡

そこで,現在で帆 そのような欠陥を敬啓 して,良態の新しい生産構造に箇応しうる部門

相成がなされたのであるO (下記町並9)

8- 5帝 5図 以前 の縫 脇 の粗放 8- 5節 6回 現在 の虚 協 の租鞭
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つまD,従来の信用,販気 弼買72どの各部門を廃止し,良箆部門別に新 しく殊を設置 し

たのである｡この場合,各取を塩当する敬負性その妹の菜務のかたわら組合員-の資金のあ

っせん,資材の駒^,技術の職乱 できた主産物の仮死に至るまでの仕掛に従軸するOTでち

る｡

このようにして,従来のような欠陥を取b除いて新しい営比指蔚体制を作bあげたのであ

る｡

<今 後 の 閃 節 点 >

合併に上って鎧協の規模が大きくモるC,営曲滑封は充賓,萄化される必嬰がある｡なぜ

なら,規模拡大が組合の経営の合理化を促し経済力が葡化されるため,営農暗殺費用が増加

されるからであるo

Lかし,次の調査を見ていただくと,今後の背負倍朝のあり方について.多種多様夜間願

点が残されていることがわかろう0

8- 5第 1 4 表 各 地 区の謎協の営出 精辞 - の評価

杏- . 地 区 A B C I) 合 計

満 足 11 戸 10 9 5 55 49%

不 満 5 8 7 lD 50 41礎

(8- 5第 ld義 )をみると,全体的にみて満足と不満足の比率旺半々であるが,A地区,

B地区をどの米麦中心曲尊を主に営んでいる曲家で払 殆んど兼業化され.余b耕地両脚を

もたぬ為,現在の持前負の技術や職 で間に合っている状態だoLかし,中には,合併前の

方が親切たし,面目来てくれたのにという不満の声を発する人たちもいたD

特色あるの忙Jl地区である｡上記のように不満の方が大きな割合を占めている.彼らの不

満の理由の トッ7-にあげられるの払 現在の倍数且の技術や邦談で壮役に立たぬという意見

である.又,この地区で壮改艮普及所且に対する見方 もよくをL̂O放策榊進攻蓉雑業モデル

地区に指定されて,良脇が故も力をそそいでいるこの地区で,このような理由をもつ不満が

多いことは.今後の当良協における常温相戦改草の大 き72快感となるであろうoそれには.

現在のように車載のかたわら借鞘するという形をよb早 く故馨 し,伯等員がIg=T務雑用から解

放されて,各 商々品部門別に専門化 した枝折摘め鼠が必欝となるであろうO現缶 当良鮫

では,経済上の問筒から,指導員を 1人にLて,各々商品鮒1咽舵 生産者の中からそq道に
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くわしい人をn助手 ′として海月に 1回経済運から指導月を招いた9,岡山大学上ヶ所師を

招いて釈習会を持つようにしているC以上が当袋協の嘗点滑導の考態である.

だが.これからの良協にかける宮島紺 の参9万埠,最近増々盛んを農家の兼菓化の進行

あるい壮商品作物生産良家の増加と共に.払合点良家の各々ちがった要求に十分答え得る桁

苛体制を一一日も早 く鏡筒することが,一番大切を陳晦と在るのではをいだろうかO

(4)鹿協経営に対する考え方(良協側と庚民側)

まず初めに,抜粋の4部落の翻査結果をみてみ上うO

質問1･･････もし,曲脇が赤字を出し,これを組合且良家が魚腹しそければをらなくなった

としたらあなたはどう思いますかC

解答 ⑦ すぐ解散すべきだ｡ 18東

㊥ 解散してはいけ祝い｡ 49%

の どちらともt,̂えぬ｡ 12帝

㊤わからぬ｡ 21帝

この鼓巣によると.解散して壮いけをいという答が全体の･約半分近 くを占めているO彼らの

大節分は,′良協は我ケ良民には鹿対必零をものであるから赤字の頃因を究明して我々で再建

していくべきだPという理由を持っている｡反対に,①に解答した人の中には, H森脇がふつ

うに経常をやっていれば赤字をたすはずがない｡もし赤字がでたの夜ら推.それ仕倍率者の経

営の仕方が悪t,1のであるからせ任をとるべきだ′といってt,1る｡又,㊤に解答した人は現葵に

直面しそいと分らぬOその時の多数の意見に従)といっている｡

しかし,この結果から明らかなように,埼局.良民にとって一番た上如こしているの比良協

であることがわかる｡そのため.良民にとっても投脇の経常に対する軸心も強いといえる.そ

れだからこそ,曲協に対する不満が多種多綴生まれてきてもしかたがをレ､のである.

質問2･-･-あなた仕組合長にはどの上)攻入がなったら長いと思いますか｡

彼らの希望で一番多かったのが q常に農民の為を思ってくれる人 〝次に, '信頼のおける人

格者〝であった.又, N経営のDth人Nという希星は余972かった.このようを考え方は良

協の経営者でも同感である｡当典協の組合長がいわれるにQj:, Hいくら有名大学出のエリート

でG.営手腕のたけた人であっても,良民と共に香し,良民を理解していなければ,良脇経営は

成立たぬ′といっている｡つまb良民が下からついて来てくれ72ければだめなのである｡

質問5-･-･あなた比丘協を①営利団体,㊥奉仕団体,㊦その中問のどれと考えセナかO
⑦ ㊥ ㊦ 無解答

農 民 側 16帝 12東 14年 58%

袋 協 側 18u 64飾 18q 0
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せず,農民側からみると,調査に不備を点があって無解答が多かったが,解答者の考え方は

大体5等分されているが;pや営利団体とみる傾向がある｡反対に,良風側で比,意見がはっき

b分れていて,奉仕団体と思っている人が多いo特に, この 占4車の中vcは,勤務年数 0- 5

年までの人が 40帝を占めている｡

このように,両者の曲協経営のあb方Vtついての見解作は租異があることがわかるが,ここ

で柵 をくたすととは大hVC危険性がある｡現在.盤協の経営者遠は.一曲協はある場合には

奉仕田体であるが.職員-の給与,管理費を支払わなければならないので,一般企業と同様営

利を目的とした事業の進め方をやっていかなくてはならをいのである.そして,曲協経済の向

上を鹿民経済の向上へと結びつけていくととこそ本当の戯協の役目であるのガといえる.

最後に.鼓協職員 (48人)の職場vc対する考え方忙ついてアンケートをとってみた｡結果

は次のとかbであるo (全体vc中間的をあいせvlを意見が多かったが････-)

① あなたは現在やっている仕事についてどう思いますかo

④ 良い 59帝 ㊥ 慈V} 9帝 ㊤ 中間 52飾

中間的意見が多いが,良いと思う人のうち勤務年数0- 5年が50車を占めている｡

② 今の仕事vtついて将来の希望がもてるか｡

① もてる 51帝 ㊥ もてぬ 25飾 0 中m1 4占帝

0- 5年の人は希望をもっているが, 5- 10年の人の中で希望がもてなく不安をいだく

人が多かった｡

③ 子供VC今の仕車をやらせたいか｡･

① やらせたい 4帝 ㊤ やらせたくない 70帝 0 中間 2占啓

④ 現在の仕事をつづけていくか｡

④ つづける 占2帝 ㊥ つづけぬ 8帝 0 中間 50帝

以上よb,子供にはやらせたくないが,彼らの本音は,自分遠は今さらじたばたしてもし

かたがない,定年までやっていくつもbだが子供達だけ壮他の職業へという気持てはないだ

ろうか｡

(9 現在の仕事VCほとDを持っているか｡

④ 持っている 46帝 ㊥ 持っていない 94 0 中間 45虜

この質問は各人のかかれた地位,役割によってちが うと思うが,①のうち0- 5年の人,

10- 15年の人が80車を占めている｡

⑥ 給与の実態

1- 1.5万 25帝 1.5- 2.0万 2口車 2.0- 2.5万 27帝

2.5-5.0万 18弟 5.0- 5.5万 8卓 i5万以上 2･帝 である｡

これをみると,他の一般企業の水車vc比べて比軟的低い｡ しかし,これでも合併前,合併

当時に比べると大分改善されたそうであるが,まだ寸だ改善の必要性はある｡

ところで,彼らの給与水準引き上げの目的はいうまでも凌ぐ磯風の生活の安定をとおして
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勤務意欲を向上させ能率を高めることにある｡そのためには,蝕協職長を卑在る曲協運動

着という昔々の考え方を取9去D,あくまでも正当を労働vcは正当なる報酬を与え,又,

将来vc不安を抱かせない保障をするOそれVE上って,勤労意欲を向上させ能力を発押させ

なければならない｡

要するVC,低い貸金と低い人件恥 ､ら高能率,高賃金を目標vcすべきである｡それには,

経営基盤の確立,辞任体制の明確化,人心の厳正,さらに職員の教育研修制鹿の充実,強

化などvcよる｡不断の質的向上が伴わなければならをい.従来,JPやもすると,給与の引

き上げだけが前面忙おし出されているの壮低い現状vC対する反動現象である｡今後はむし

ろ,給与引き上げvcよる僻見能翠の向上を鼻巌経営全体の質的改善と平行して考えるべき

であるO又,単協-県連一全国迦間の職員交流も一考 してはどうだろうか｡そのためVCは,

系統間の給与体系の確立が必要となるであろう｡

(5) あナの鹿協の歩む道

(A)合併時 の問題

御津町凸協は.昭和5d年7月1日,7つの轟協の内 6つ (野々口.字垣,字甘東,五城,

本所,字甘甲)が合併して出来たものです｡裁bの 1つ金川は,商業が中心であb,普通の

A協とは異なった型態をしているので,別忙姓協を作9,倍用事薬を王VCやってhtj:合併

当時の状況vCついて,当時の組合長さんに意見を開いてみました｡

･ 典薬vC横極的忙取bくみ,括発表点景は合併することに上b組合員数も増えるので,条

件が悪くなるのではをいかと心配した.例えば,常食指導の間筏忙於ても感情的になbほ

しないかとか,信用番某vc於ても,零細を農家が一緒になることVC不安を感じていた｡又,

余b経営の良くない組合と合併するととは,肥料代などが高くなるのではないかなど色々

な問題をもっていたC

･ 他九 小さい,収益も余bない姓家であってみれば,合併ということ壮時代の流れでも

あるし,たいして変化もなVlだろうということで,合併を望んでいた｡

そこで地絡では,合併しても

1. 貸付金利息を上げないO

2. 賦課金をとらない0

5. 版売手数料をとらない｡

41 旧の単協を支所としておく｡

などを取bきめて,組合長vc納得をねがった｡しかし,現在,赴村はかなD民主的vEなっ

たとはいえ,やはb保守的性格が強い｡そしていつtでも自分遍の恢例を残して卦こうと

する｡このことほ,ある面では良いとともあろうが,悪い面もある｡そこで,時代の変遵

vc乗b切っていこうという意欲をもたせ,そういう方向-の必要性をといていったというo

･ 他の部落では,血合負の人は人串も心配していた｡例えば 6つの部落が集まって 1つめ

組合を作る垢合,組合長は 1人である｡その場合,組合長が出ている地区だけをうまくJP
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るのではをいかという心配もあった｡

･ そして,今のままでいいようVCなっているのだから,無理忙合併しなくてもいいのではな

いかといった組合長Vこ対する親近感が薄れることを心配 しての気分的反対もあったO しかし

ながら,少数の反対者を除き,ほとんどの人は賛成であった｡

合併をただ,数個の組合が 1つになることのように,まとめて安易に考えてはならないと

思う.単vcいくつかの組合が強まるたけならば,それは英の意味の合併ではない,寄り合い

に過ぎないo合併は,全く新しい1つのものを創造することにあると思 う｡縫紋の点でも,

機能の上でも,今まてめ組合の総和をはるかVC越えた合理的･能率的なものでなければ本当に

意味がなhoそして迅速な珊 処理と機動性をもつことが,これから大いに必要であろう｡

申)幾 協 と政 治 活 動

現在,出産物の主だった物 (例えば,栄.髭 ･畜産)の価格忙ついて勘 政府が直接 ･間

接にタッチしているoそこで勢い典協も政府に対してぶつかる体制をとる｡零細非力夜曲民

が今の経塀槻鮎の中で,自分遠の肝 的利益を守るために,政治的手段に訴えるのは当然な

ことである｡そして,今後の情勢ではそれの強化も必賛となってくる｡

しかし,だからといって盛協がその政治活動をやるべきだろうか｡米の場合,政府-の売

渡し金は,ほとんどの金額が盤協を通じて良家の貯金vE振り込まれる.言いかえれば,幾協

はほとんど苦労をLVC典家の米飯売代金を貯金として吸収できる｡そこで,米価を少しでも

上げれば貯金も即ち増え,信用都築K於ても収益が多くなるというわけだが･････‥.

実際戯民は,姓協の米価闘争についてどのように思っているのかoそこで御経町 4部落

80戸を対象にしたアンケー トをみてみよう｡

(アンケート)

大体の家庭は,良としている. しかし,放協が米価蹄争をやっているのが良いというわけ

ではなく,米の値段を上げてくれるのなら誰がJPっても良いということであるように見受け

たo発案鹿家にとって勘 余b関心がなかった｡又専業曲家の人は,米の値段は他の物価と

比べて安すぎるというのであるo即,今のせせでは,生産vc必凄な鹿機如 高い一方で米価

と見合わないということ｡又,他の労働賃金に対して,卦首姓の報酬は余bvc低すぎるとい

う｡そのためにも,もっと団結して闘争をやるべきだという意見が多かったo

鹿随の本来的な任務は,経済活動を通じて姓氏の利益を守ることである｡あらゆる部門vc

於て,出tEが経群の鬼となって働いてくれることはよい｡しかし,地域拍,階層的利害の食

いちがいをみきわめた上で,硯夷に対拠して進められ夜ければならないと思う｡

(石川 公子,片岡 紀子)
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第 9葦 宗 教 と文 化

第 1節 宗 教

1. 不買不施派,jj再興

(1) 莱- 回 出願

5a0年にT,たる徳川等府は,ついに大政を奉丑,世は明治と75:D,新政府が設_TZlされた｡

しかし,そ'jj政府'D乗数政紫は,神道'Dみに勢力を与えたV､わゆる排仏教駅であD,仏教各宗

およびキリス ト教へ,n圧迫は依然としてあっ尤Oこういう事態においてrjj不受不施派再興遊動

は,当然不可能IPあったoそれをみてとった日正聖^は,時,Jj来る,jjを待ちながら,専ら教線

'jjl中長に力を注いだoそして,明治8年頃までに扱,敏感の異常al甲良をみた｡と共に,受不

施派･と'D札陳を大きくしていったことも,みIJjがせないo明治5年神祇省が廃止され,神仏合

併'jj大数院が設置された｡そして明治7年正月,僧侶,n戸籍梶八が定められ,同7月29E]に

は,国民'/j寺院盾仰'J3自由が認められたo盈8年に浄土其宗の脱退宣言■に上ゎ,大数院(d=上る

国家統制'Jj一角は (ずれ始めた｡こ,n時こそ不畳不施再興にとっては,待ちに待った好機であ

った○

当時東京VCいた日正聖人は,早速帰郷｡5月25日益原大樹庵に着いた｡そして八森手続き

'jjため,九谷村'D生家に帰った'Dが4月22日であった｡当時字甘村'jj戸長であった二宮万造

'jj尽力に上D,不受不施佃vj原審 き,Dままで入勅手焼 き比尭了した｡そして直ちに東京麻布本

村町 144番地 (自証雁)へ遠解したOこれ比,再興出顕手続 き'jj便利を考えて'jjことであろ

うと考えられる｡5月,大数院扉止,Jj知らせを開いて,早速再興出願'Dため大樹庵を出発した

上^は,途上和気瞥察署忙拘引された｡こ･J3時,唐著,jj白田滞三郎は ｢僧侶-^預b申し候｣

と保釈を願い出て,上^は身柄不拘束乃まま県庁へ護送されたが,既に東京へ送籍していた後

夜'jjで･,5日'jj拘留で釈放された｡

占月22日東京府を通して,数部省へ不文不施再興乃原音を抜出した○

甑 苓

日蓮宗不受不施派沙門釈日正恐儲再拝経冒

抑 我々宗ノ儀,往古ヨリ宗門ノ厳誠 トンテ他宗不信ノ供春ヲ受用スルヲ架ソ,且代々ノ先

師之ヲ新 二訴-令牽ヲ新 鹿- 同工齢 セr,芙詣 驚空詣 誓 蛋崇 井然--畑
四年ノ秋E,-臣氏東山妙瑳院=於テ千僧供糞ノ大在会ヲ値セラレシ時,改宗モ亦其列二加ラ

ル故ヲ以テ本宗羅山六条二会議ス0時二本満専任職日五年老志姥衆-シテ云○方今太閤ノ
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威内外二盤7,着 シ本家独 り之 ヲ辞セ-恐ク-共振恕-触 L/ ソ○宜シクー臼井命二従ヒ供

孝二応 ノ盈日ヨリ断然之ヲ辞セ-両全タラソト｡妙党等日奥色を正シテ云｡先年義教将罪

千僧供繋ヲ営マル､時耽読モ兵列二加ラル｡然 トイ- ドモ諸山草テ宗制ノ旨ヲ所へ速二免

ル､耶ヲ樽クリ当今モ亦其先縦 ヲ逐テ謝ス可 ン｡然ラスンテ^ノ鉄色ヲ承ケ^ノP･息ヲ仰

キ心ヲ欺テ両全ヲ魂ル嘩-宗制立 ツ可 5,スo曾 シ不孝エンテ公憲二逆ヒ身命ヲ礎フモ宋制

確 ツカズソバ復葵ゾ恨ソO唯其 レ旧章二卒由七,{大過ナカル可ソ トo衆怖 L'テ日並ノ敦二

･B同ス｡術二雷同スルノミナラメ,約二背千二十年間其供頚二応ズ｡日奥憤然 トシテ寺ヲ

脱シ節ヲ守ル｡其後逸二逝 ヒ対州二詞セラル凡 ノ十三年粟照公之ヲ燐 ミ赦シテ再 ビ妙党等

二住セシメ,且へ旧依二由 り不受薪施ノブ出採ヲ腸フ○京都諸uJモ連署ソテ更二不受ノ義 ヲ

賓約スo於是本案ノ相乗欣然眉ヲ陶守護風ノ更強セソ郡ヲ祝スo然ルニ彼 日量ノ門^日乾

ノ甥,既二久遠寺二住シ位frク望筒 シo凶テ過ヲ改ルヲ惜 リ始テ受不施ノ新鹿ヲ唱フo偶

東ノ諸山井非 ヲ遂ルヲ慈 ミ,非ヲ数テ之 ヲ官徒二告ク〇 日乾 ･目盛等之ヲ恩ヒ,諒解二哀

訴シ逮二対F詣二及フ｡時二池上日樹等背進之ヲ激駁ス0本府更二三間三等ヲ逆ケ,雨後是

非ヲ決裁ス可ヲ命セラル○故二日樹十二粂ノ間難 ヲ贈ル〇 日過等月ヲ胎へテ答へズ0 日樹

連二是非ノ裁断ア ラ ンコトヲ訴フo官吏 日樹等 ヲ誕ヒ,上旨抗背 卜称シ放二処ス○此 ヨリ

受不文党派相分 L,,議論州飾相克スル水火ノ如 シ○不安著宏,凡ノ凍庶ノ供碓-伝教師刻

苦赦噂ノ反射ナリ,故二枚寮 ヲ官セサル^ノ俳頚 ヲ受ル-宋制二嘆乗ス,宜シク他官帰ノ

日ヲ待テ其施ヲ受クペソ○仮令大臣勢家ノ絹 卜難 トモ籍モ宗制ヲ犯ス可 ラス ト○受掩老云,

比丘/､乞食 ヲ常任 トス,故二居不腎ヲ怖 ･てズ他ノ供雫ヲ受用シ金敷 ヲ勧業ス可シ○且普天

卒土非府ノ所有ナラザルナク,井泉道路悉ク将司TIノr冨施供碓ナリ｡仮令宗門ノ党規二背ク

モ却 テ是 レ梅 ヲ越テ栴二允フ者ナリト○凡四十年間両派対喝並行セ リ○寛文六年二至 り,

曹司加究爪氏披徒二在祖,改宗制ヲ確守主張スル者平賀日述等 ヲ適地二流シ,且不受停止

ノ令ヲ出シ,数万主義ノ徒ヲシテ手足ヲ措ク所窓 カラ ./ ムo然t/トモ本宗ノ元気兼夕匪愉

セズ,日起等ノ徒出テテ諌鼓 ヲ林府ニqriラス者陸続絶-ズ｡官吏其正否ヲ審カニセズ｡一

例之 ヲ絶海孤島二放 テWixt.)ミズo鳴p判袈Gljモ亦極ル ト謂フベシ｡今也大政至公二腹シ,諸

寄益新大二開明こ進歩シ,重公至正敢 テ非理ノ専偲ヲ以 テ̂ 々固有ノ性尊 ヲLf制シ給-メ,

杓二感恩ノ至 リニ勝サルナ ')○凶テ我窯制抑tEセラレクノレ概略ヲ記シ以閥ス｡伏 テ望 テク

-許容ヲ垂 レ是非 ヲ明断ソ改案制従前ノ如ク許可ソ給- ソ欝ヲ仰甑ス｡誠恐憧頓首敬白

BJ]治八年六月廿三 日

窮二大区十二′｣､区

麻布本町百四十四番地
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釈 日 正 母

数部大輔 宍戸 嘩 澱

5月T旬上人は,官能'n復宗属'D探出を指令L･てvlた｡それ以後下総,備前,糞作各地で復

宗届は続 投々出され,政治問題Kまで至ろうとしていたo叉受不庵との乳棟は-屠蘇まってい

った○こういう時に再興願fkrTtが提出された'J)であるo敢部省比,日蓮宗一致派,勝劣派雨管長

に対し,不受不施再興厨番について,下問した｡これ忙対し両管長は連名で上申啓を提出したO

と'Jj上申IF比,あせり(A:も偏見'Dある矛盾した省き方であった｡不受不EE,受不施間'j3対立感

情を認めざるを得ないよう在も,A-Tあったoしかし数部省は,ついに7月28日東京府知事を

通して, ｢耶面不受不施之荻-自選宗管長ヨ']ノ申立ノ趣モコレアリ侯条,願意聞届難平旨教

部名ヨリ相逮セラレ僚間此旨心得べク耕｣と厨苛'J)却下を知らせてきた'J)であるoそ'jD頃壮岡

山県内でも,居徒'/)役緩届は次々にEuされ,畳不地と'jj乱排も激しく夜b,原官'J3干渉を招 く

結果VEなっていたo東京で,D頗脊却下後もますますrE徒'D活動はめざまし(なb,岡LU現庁を

通じて'jD陳情をども試み,つVlに盾徒,/3署名をもって,坂本官楽,小山歳晩 片山弥四郎,池

本常之次,二宮万造,杉卒銑九郎等が代表でJ=京した｡しかし上人は,彼等'n熱意比買いなが

らも,今直接に出餌しては,かRIつて給束は悪(ならと,引き留めたの'7=あるO

と'nlうに,こ,D頃比まさに内外多幹夜時肋であったO

(2)再 出 願

第一回出願,jD却下･J)理由からみても,とれ比ただ,行政上の防音を恐れて'nことであるとみ

てとっ7t上人は,節-n蔚啓とは方向を変えて, 9月9日,数部省へ第二,J3板弁提出を行った｡

今度,I)出頗忙絞,新開紙上でも,種 論々議音れ担漁,j3支持は強く,又上^'n仏教界'n新しVl指

導者大内甘轡等を通じて'D教部省-'Jつ斑面工作も呑D,充分な成井は立ったo

再 顧 石

野柄触不受沢ノ儀二村先般出願仕 り,七月廿八日御指令誕テ奉命仕JL,可俵ニコレ有 ')候-

共,聯力働悔ノ情実モコレ有 り,別耗-許記シ市原仕 り候o勿輪御省規-少モ迎背申ス間

数ク候nFfJ,何卒准衝中東以来停止申何億偵-御差除下サルベク候棟数シ匪ク,別紙差額此

段願奉 り候o

明治八年九月九日

釈 日 生 ¢
教部大輔 宍｢一戸 甥 段

別 叔
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一 癖二不受不施ノ別荘-日蓮姐寮以来-宗遵守シ東 リシ処,塩臣氏ノ時二重 リ始メテ受不

受ノ争論起 り,徳川氏ノ初代 二漸ク角立ノ勢ヲ成シ,降テ寛文年間二至 り,幕府 ヨリ野柄

等今日奉ス,L,所ノ不受-派ヲ停止スルノ梗概ヲ記シ,武門LE制ノ状 卜野柄等車スル所-真

正ノ祖風ク,L,事ヲ弁明シ請願セシ-.管長上申ノ旨7ル-依 り閲届ケ難シ トノ御指令 ヲ拝

読ス｡爾来串ノ由ヲ推定スルこ,先首ノ失当 クル畢ヲ党悟シ,更二意見ヲ陳ジ恩命ヲ待 ソ○

管長上申スル旨ヲ臆測スル-,定メテ佳苗角立杭輪セシ時ノ旧習ヲ挟 ミ,野柄等カ●奉ス

ル所-祖親=背千世^ニ菩アル トノ申立ナル可シo然シテ,野柄先二出駄セシ文面ヲ屑視

スレ.ヾ,野柄モ亦彼ガ奉スル所ヲ排喋スル者多シ,此レ彼ノ管長ヲ替メソ ヨ リ,宜シク先

ズ自ラ罪スベ千着ニシテ,御省ノ允可ヲ碍ザレ-埋ノ当然クリトス○

今受不受両派相争7殆ソド兄弟ノ約二開平遂二創協シテ,共二罪ヲ父-狸ルこ近 シo野

柄衆ク自ラ噺悦ス｡仮令受不受派ヲ異ニスルモ,皆ナ簾祖ノ末南二列シ,共二友愛スル所

ノ兄弟ナリ｡兄弟故ナキ-天下ノ楽 ミト閑ケリo今彼ノ管長ナル者野柄等ヲ見テ故ナシト

スル軟故アリトスル軟｡必ズ其焚商ヲ水火ノ中二故ヒ始テ天下ノ至楽ヲ受ク可シ｡

一 字内三越行セル教法,我仏教及ヒ孔子,基骨ノ如キ其末流分テ三匹乃至七八 トナル者7

リ,一流スラ教派ヲ分 ツ者7リ,我日蓮宗ノ如キ-現今海内二行-ルル所ノ仏家七宗 ノ中

ノーニンテ,亦タ一致勝劣ノ二流アリ,所謂受不受ナル者-其一致派内ノ両派ナ リ○仮令

ヒ/｣､輿7ルモ,他ノ宗 卜比ス可ラズ｡況ヤ偶数基数及ヒ皇国神道ノ大過庭了ルヲヤ｡我難

兄弟宜シク活眼ヲ開クペソ,豊狭阪二安ソ･),他宗ノ棚笑ヲ取 テ町ナラソヤO

- 政何既ニ^民二許スニ奉教ノ自由ヲ以 テスルヤ,或-木石ヲ神 トスルモ孤独炉拝スルモ

凶ヨリ之ヲ不問二位カル｡然二今野柄等独 り彼ノ管長ノー雷ノ下二埋没セ リ｡抑力其寛柾

ヲ洗雪セソト欲七･(所謂是非ノ輸二捗フザルヲ得〆｡是非 ヲ論スル-即チ先番ノ失当ニシ

テ豊二又之 ヲ再 ビス可ケソヤ○野柄等既二串ノ評論二渉ルヲ悦ヅo叉悟徒 ヲ替戒シー奄ノ

争心7ラシメザル畢ヲ黙契セリO

- 宗門ノ節 L-,或-政府-抗ソ,或-異舞二敵シ,舌軟二始 り血槻二終ル｡宇内各国古

トナク今 トナク其例多シ○宜三隅鰭ノ禍ヒ一家二止ル比ナランヤo抑評論ノ原由一瑞二非

スト雛モ,政府ノ束縛こ苦 ミ反動スル者多二居レ'Jo野柄既二日ラ既往二懲文シ,将来ヲ

省察ス○又其恋文ツ省察スル所ヲ孝テ之ヲ信徒二勧誘セソト欲ス｡彼ノ管長モ亦ク此ノ如

キヲ開カ.噴 デ飽原之惰アル可シo若シ尚異音7ラバ宗祖在天ノ血涙ヲ如何セソ｡幸二至

公至正ノ御明裁ヲ以テ武門多年ノ束縛ヲ解千野柄及徒弟官徒ヲシテ公然天日ノ下二王チ,

下-各自宗教二由テ安心シ,上-望化方舟ノーヲ堤餐スルヲ袖セシメ給- ソ-3ヲ個戯ス｡

明治八年九月九日 釈 日 正 ⑳
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上人'/j原審提出後一致派管長(a:,すぐに上申巷を連出したoこれも又,不受不施派,/)弊宙を

列記し,宗派名は軒すべきで夜Vlというも,I)であった｡しかしと,n頃.慕-回上申啓について,

これはすべて,勝分派管長日野,I)独断であるとしへうことから日蓮宗内の意見が不受論をめぐっ

て分裂するに至った0 10月 18日数部省払 両派管長(日廿は引退 し,卿 巧の日耳が勝劣沢

管長になっていた)立合で,宍戸大軌 鈴木,足立,斉藤,河口等高等官列席のもとに,不受

不施再興について,議論がたたかわされた｡この日払 午前 10時から.午後 2時まで,昼食

もぬきで議論 したということであるoそ'D後,日tB独自,n上申啓を提出したが,これは日馨,A

主張と大きく具をb,これがきっかけとなって,日等宗大数院は有名無実となるのである.

こ'n頃陶LU県'T払 県令は 10月7日石部較中から高崎五六に変っていた｡彼は石部とは正

反対に不受不施公許を教部省へ具申するJnである｡

上人は許可が長びく'Dで,第三'n願砂を用意 してVlたOと,/⊃頃は教部省は,すでに公許,j3方

向へ傾V,ていた時であった0 11月 14日,上^は数部名へ呼出され質問を受け,そ'D場で即

答したが, 17日更に文事で提出したo賓間'n内琴は,日蓮宗'n本態,一致勝劣分派'Jj理由,

不受不施'Jj原由,一致勝劣と宗義,/3相異,伝虚位脈,派内規律,葬儀取扱,帝社取結,D見込,

布教方法'n見込,不受不砲を主張するにつき敢鼓に関し世道に係わる件,内居着'D負数'n11

条であったOこれが正院へ回され,その決裁(′こ.tって,公許に75:る'Jjである○そ'n時,高崎県

令は上京し,公許,Jj督促をしたということであるQ それを開いた上^は,そ,Jj好意を厚 く感謝

し,と'J3時から二八'Jj友情は生まれ,高崎県令が亡 くをるまで続 く'/)であるo

不受不施派にとっては,もう公許を待つばか12であ-JたOと,jq頃にも,上申覇に上る妨害,

新開などへの投事72どこ,≡,i?妨筈はあったが,それは大きな問題ではなかった｡ 12月, 1

月にもなると,不受不施擁護'n論文が大きく敢せられる上うに75:ち,Jjである｡ 12月25日午

前 10時東京府庁社沓殊へ出萌し令姉手続 き,J3-切を終bい上vl上大詰を迎えたといえる｡

明治 9年 48才の新春を心安らかに迎えた上人は,願成就,Jj確信をもって新春を祝 うととが

できた○明治 2年 11月上旬,Dある夜,上人は夢をみた,Dであるo ｢余かつて厨串に奔走する

の際,たまたま某氏 (上総正立寺区麻生享氏 )の家に泊すo夢みら(若松あD,長さ二尺余,

厳霜の中に其秀心新に延びるとと六七寸許,枝葉軟弱緑色益殊75:b,松也者,一歳にただ-延

する'Jjみ,然るに今二延し,加之此寒天を以です,岩番在らずや○夢忽ち覚めたDo謂ふに古

上b松夢を占定し,或は松を栽 して,所志を斯する者,果して其志を遷せ9しこと,史伝に散

在せ9,余亦此夢あり,争か占断せざるべきやo困って新を トするに,一歳とは所謂兼任万年
■■●●●●●●●●●●●●●

夜D,二延する所以は,奥聖'Jj法理再び広布する,J3兆な9 ,寒天は所謂三類蜂起 して雑穀の忍

びがたきを表するも,Jjに非らんや｡又惟ふ,若め字画を解ITれば三十ロた9,枚'jj字画を剖け
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ば十八公たb,之を合すれば四十八tl'Jとなる在り｡然れば余四十八にして此甑を成すべきかと
-‥--o｣

(5) 公 許

三ケ月'/)間何事もをく過ぎた0日正上人は為すべきことはすべて終った今は,あ'Jj若松,n夢

を思い起して,必ずや餌は閃きとどけられるととを唇じ,公許を心待ちにしていた'DであるO

日蓮宗中不受不施之鏡自今派名再興布教差許候此旨布達候巷

明治9年 4月 10日,ついに不受不梅沢再興は成った'Dである0 12目上^は教部省に出頭

公許を申し渡された｡そ'n帰途上人はそ,/)歓びを句に表わしている｡

朝を夕を

此一声を ほととぎす

現在妙覚寺本堂前の碑はこの句である｡
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又と'J)歓びは詩にもなって上^,/)歓啓'jj情を表わした｡

明治九年春四月 首紅千紫放香時

束君似解主^意 味轟怨敵慰所思

再興後'Jj仕事として.まず布教,D根拠地を得ろことが必要であった｡と,JjととにつV,て,先

に身池対論'/jあった時,そ,D結果として,日桝,日奥は流罪に布され,EI典,I)後任に日船がた

ったoしかし,と'n:日船も妙党寺立ち,/jさを命ぜられるととになる｡その時に｢於有時節致来

者異体同心仁一間四面之草庵-テモ妙党寺ヲ取 ･J文相守 ')不受不施之法水ヲ安置スル像師御作

之御影様ヲ之処可為当門家之本山之蔀｣との約束をして,それぞれが,,Dがれた,Dである｡そ

'n後妙党寺'Jj建物虻,目顔,n受不施,J3本山として襲っている｡日船は福渡まで,Dがれて,そこ

で亡 くなったと,伝えられている｡

さて,再興後'Jj信者'D関心事'J3-つが ｢一体どとに本山を｣ということであったOその候補

地として.一般に2つが考えられていた｡益原大樹魔と津島唯紫庵,I)二案である｡

この二者の間で壮相当な誘置合吸がみられたエうである｡そしてどちらに決めても,そこに ト

ラブルの起ることは考えられた｡ちLうどその頃,金川に難波胸筋'D邸が売i)に出されている

ととを耳にした上^は,さっそくそれを男いとbそこに本山建立を決めた'Dである○それが覗

在'Jj妙党寺,当時電車教院といった,つまb不量不施には寺院は不要,ただ教院があればよい,

という主旨のもとに竜筆数院建立を願い出た,Dであるoそして,明治9年 10月 1CI日許可が

出された｡

さて,許可を得てから本堂が完成するまで'Jj柴用,労力など'Jj出所が問題であるoこれにつ

いては法中,Fii徒皆口をそろえてtIう曹う. ｢それは公許を得た喜びで,信徒から'n寄附はど

んどん集まD,文案際に労働力を提供した居徒 も教知れないo｣とoつまD,今'/)妙見寺'Jj建

物は,すべて信徒自ら'n手で造られたものを竹であるO本堂棟牌に上れば明治 12己卯年第5

月5日上棟式同 14年 6月5,6両日大仏飯賓執行となっているo約5年'n間'D費用,^夫総

額ははっきbLないが,そ'Jj故次々に進められた=事'n内,石垣=串があるO と'D石垣=事'Jj

毎 日̂ 天蓋帳に･[れば･
明治24年4月の帳面で2.98d̂ '/)̂ 天が出ているo これら'n^々

払 ど,n辺如 らゝ来て-ち,AであろうかoJPPi9人増 帳によれば,山県･細 ･野付 鹿

顔,草生,大骨根,中泉をど,D現在御津町をはじめ,川向う'Jj山を越した由津里,山口や岡山

大安寺などからも来ている｡叉この当時教団にとって功労,Dあった^々も相当参る○又当時数

人,D多額寄附者があったことも認めらTL右が,そ'J3辺'Jj取録などは見つから夜いOLかしその

当時'j3家妙と,現在では,大分変っている上うで,現在そ'D子孫を探すととは困難をことのよ

うである｡とにかく,今ある妙党寺はすべて,再興当時'/3倍徒'jC)熱意によって在るも'Dである
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といえる○

(4),当時'jj情勢

竜華教院設立に伴なV･,信仰活動に必

要な条例など順次作られていった○教会

条例,誹社条例,五章三十三箇条をどで

■ あD.これらは現在 も受けついで,官仰

活動はすべてこれに基づいている○特に

五車三十三箇条は頼本'Jj規約 として,明

治 18年 5月に作bあげられたも'Jjで,

そ,n内容は大きく,宗制,寺症,僧侶並

二教師クルノ分限及其称号 ヲ定ル事,守

院,D住職及教師の等級進退ノ*,寺院へ

属スル古文昏宝物什器ノ類ヲ保存スルノ

車,Jj五章からなD,宗制においては,日

蓮正宗'Jj大意 (1条 ),分派起原'Jj沿革

(2条 )管長選定JJj方荘 (5粂 ) 真俺

美作,Jj誠例 (4- 15条 ),祖山及教会詐社,n組放 (14- 16粂 ),教会役員'J)牽程 (17

- 20条 ),集会修行の規匿(21-25条 )VC分けられ細か (定められてVゝる○例えば,真

備美作,D誠例では,誘瑳'J)堂社に参詣致スベカラザル事但シ遊覧公役ヲ除ク,諌法ノ僧侶ヲ供
●●

葦スベカラズ但シ世間交際及慈恵ノ施-非此限,不信務荘ノ供奪物ヲ受クベカラズという受け
●■●●
ず施さずがはっきb唱われている'Jjであるo叉 こ'D竜葦教院'Jj組織は,この教会諦社'/)軸組IT

もみられるが,教会条例,諦社条例などに次'/⊃ように租税づけられている〇

･本派ノ教規-別-寺院坊舎 ヲ設)L,尊ヲ賓セス直二信徒 ヲ評社二摂シ粂箇ノ帥社ヲ教会二銃へ

条箇ノ教会ヲ総頼スル所ヲ教院 トナス(教院規約第 1粂 )

･凡ソ信徒五十^ヲ以テ-諦社 トナシ凡ソ二十耕社ヲ以テ之ヲ-教会 トナスベシ(教会条例第

5条 )

･教会神社各々番号 ヲ附託シ第伺号竜華教会前何番訴社 卜称ス-シ但シ番号-其教会評社設立

允准ノ順序二由ルベシ(教会条例第 4条 ).,､卑 ･･L

そしてこ∽教会には毎評社長各 1,世話掛無定見,ヲ恩千毎教会牧師各 1,取締無定見,ヲ僅

ク者 トスをど'Jj定めに上bそれぞれ役負を泣き組織体と-して成立 している｡叉男女共 15才以

上'D信徒は必ず鞘社長として手続きをとD,入社することを要する｡
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再興後'n信徒数'D増加もかなbみられたようである｡地下にあった信徒 も次々に不受不地を

名'nb出たのであるo明治'Jj壬申戸籍に登舟されている宋派を調べてみると次,D上うである｡

(但しと'Jj数字はあまb正確をも,Dではないと思われる｡これで大体,Jj傾向を,みるととはで

きると思う○ )

9- 1 第 1表

村戸数 金 虎 矢 中 瓶 下 勝 高 手 九 芳 伊 平 川 国 軍 鹿 新

菅 陶 ケ

川 倉 原 泉 工 田 尾 津 垣 谷 谷 田 西 高 原 生 瀬 圧

不､▼又不 -

施 二 九 一 一 五 四 六 二 四 二 九 一 〇
派J-七 四 七 〇 一 九 〇 二 四 二 〇一 七 一 九 七 四

′他莱 四 七 二 一 九 四

こ'D中,D平岡西,川高,Jj他宗 21, 19戸は不受不施派,D人々は平

法華と呼ぶ,いわゆる日蓮宗'n家であD,他は主に未冨宗である｡

それでは当時の所社教会はどんを状燈であったろうか｡妙党寺記録に上ってまとめると次,Jj上

うである0

9- 1 第 2表 岡山腺下 の制 社 粗放 (明治中期)

教 会 名 誹社数 分 布 地 域

甲 第-号電撃教会 15 金川,草生.古谷,下田,管,下畑,大谷,山空,中泉

Z/ 第-号竜華教会 ー0 山条,′ト乳 母谷,原,′ト山,吉尾,菅野

第二号電撃教会 1〔】 川南,大乱 由砕里,新Bj-,矢原

第三号電華教会 18 鹿瀬,大乱 宮地,市場,中田,西原

第四号竜華教会 ll 手盛,九谷,勝尾,吉川,天満,久保,虎倉,

第五号竜華教会第六号毛筆教会 1417 菅野,栢谷,青葉,軸 ,小林,田益,白壁,東原,中原,

首都,万成,西辛川,東辛川,松尾,檎津

津島,北方,岡山

第七号電撃教会 20I 雷,島田,三門,矢板,大安寺,北長潮,花尻,箕島,山



9- 1 第 さ黄

教 会 名

第八号竜筆数会

席九号電車教会

第十号亀華教会

第十一号竜華教会

第十二号電車教会

分 布 地 域

中B,門田,平井,上道郡

町苅乱 神田,大苅田,中札 碗音寺,寺地,宗堂,大井,

弥上,可井上,可美下,稗田,大成,松木,円光寺

田原1,EELSi-下,益原,日立,木免 田士,片倉,南山方,

矢田

草生,福乱 高田,稲蒔,石村,塩乱 作州海田

態田,小坂,田熟 字生,矢田部,米沢,佐伯,父井

又再興後車務所,Dない不便さを訴えて,東京に仮事務所を設けるととを許された,Dれ 明治

9年 10月 18日であるo東京都麻布にある日正上人の私有地を以てそれにあてられた｡そし

て明 12年 4月50日現在'J)不受不掩派は.津南郡金川村に竜筆数院,東京麻布に仮事務所を

もち,占ヶ所に教会所をもった忙すぎなかった,/)那.それ以後敦会所新設願が次々に出され,

明治 15,I16年頃払 全国に 100か所以上にも及ぶ教会所が設けられる上うになった｡明

治21年に社寺局への届に上る教会現数は次のとおbである｡ (許可年月順にあげる)

東京麻布教会所 明治 10年 1月 18日公許

千乗帰島説教所 明治 1□年 4月21･日公許

岡山津島数会所 明治 18年 9月 15日公許

岡山山乗数会所 明治 10年 11月 1占日公許

岡山矢原教会所 明治 11年 5月25日公許

岡山建部教会所 明治 11年4月 1日公許

岡山益原教会所 明治 11年 4月50日公許

観山佐伯教会所 明治 12年 12月25日公許

岡山平井教会所 明治 15年9月7日公許

岡山福田教会所 明治 15年 12月 1日公許

長崎島原数会所 明治 14年 2月 17日公許

千葉正文寺教会所 明治 14年 2月 17日公許

岡山稗田教会所 明治 14年 7月 25日公許

千葉玉造教会所 明治 14年 10月21日公許

香川岡本教会所 明治 1占年 10月25日公許

-4占4-

東京府港区麻布木村町

千葉腺香取郡多古町島

岡山市津島

御津郡御津町山粂

御津郡御津町矢原

御津郡建部町西原

和気郡和気町益原

和気郡佐伯町佐伯

岡山市平井元上町

赤磐郡吉井町福田

島原市八幡町

夷隅郡夷隅町正文寺

赤磐郡熊山町稗田

香取郡多胡町玉造

三豊郡豊中町岡本



岡Lu藤井教会所 明治 17年 4月25日公許 岡山市巌井

筒山瀬工数会所 明治 18年 1月 17日公許 御津郡御津町紙=

岡山古松教会所 明治 18年5月1日公許 岡山市西古松

岡山小林教会所 不 明 御浄郡浄高町小林

岡山大安寺教会所 不 明 岡山市大安寺

岡山田土教会所 不 明 和気郡佐伯町田士

開山日笠教会所 不 明 和郷 口気町日笠

岡山手垣教会所 不 明 御津郡御津町字垣

そして,竜蕃山妙党寺は,明治 15年 5月 14日に許可されて,不買不地脈,J3組織は一応確立

された'pである｡それ以後信徒もわずかずつではあるが,増加,Jj傾向をみせている｡｢不受不
施派は明治 9年現在の管長釈日正氏によbて復興せられ .その詐門脈は 15年に釈日心氏によ

bて回複せられた9･････ヰ 略･･･-･.それよb宗勢漸時(R:盛にして ,Ei下信徒の数 ,不受不施派

(郡妙党寺の派)にては25.000余人に及ぶ･.････その信徒は岡山県下に最も多く千葉県 .大

阪府 ,長崎県 ,東京府 ,京都府等之に次ぎ愛知 ,滋賀 .兵庫 ,香川 ,熊本 ,宮崎等の諸県下に

も散在せbo｣(｢不受不地脈の過去及び現在｣よ9)この25,000人の信徒を明治末期の

記銀から整理してみると次のようになる｡

9- 1 第 5表

東 戻 大 愛 滋 兵 香 良 千 岡 計
京 都 阪 知 賀 庫 川 崎 莱 山 .

M三■5 276 105 167 52 80 79 255 564 1.685 25.425 25.519

56 288 105 174 54 58 85 240 568 1,680 22.540 弘 570

57 279 106 177 55 59 88 241 565 1,778 22,569 占5:SiS

58 288 186 174 42 49 91 145.5ム5 1.685 22.555 25,声Zd

59 274 107 175 42 55 95 245 552 1,696 22_541 25.586

42 245 1,04 180 51 51 96 271 294 1.715 22.687 25.762

45 241 108 178 45 58 ー07 268 290 1,719 22/789 25.771

44 244 118 177 65 47 111 269 292 1.728 22.822 25.925

45 246 106 170 21 52 151 241 570 1.727 22.825 25,915

T2 254 l lLI 167 2占 59 151 242 561 1.726 22.862 25.948
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そして明治 45年 5月調'Jj戸数^負によれば,

妙 善 寺 614戸

法 泉 寺 648戸

京 都 市 16戸

名 古 屋 市 1戸

泉 ,n< 和 気 2戸

大 阪 市 28戸

神 戸 市 44戸

山城,宇治,伏見 11戸

近江石部,越前敦賀 6戸

尾 張 , 熱 田 2戸

福 田 教 会

稗 田 教 会 247戸

紙 工 教 会 257戸

古 松 教 会 109戸

平 井 教 会

佐 伯 教 会 294戸

5885人

2,510̂ (男 1,264 女 1,146)

65人 (男 24

2人 (男 1

18人 (男 5

102人 (男 41

151人 (男 69

45人 (男 21

15人 (男 7

11人 (男 5

857人 (男 454

1,191人 (男 648

1,127̂ (男 565

517人 (男 255

587人 (男 177

1,556人 (男 668

女 59)

女 1)

女 5)

女 61)

女 82)

女 24)

女 8)

女 6)

女 595)

女 545)

女 562)

女 262)

女 210)

女 ム78)

以上,nような状態であった不受不施派は,大正昭和初期'n戦争激 しかった時期,多少'D混乱を

みせ夜がらも,現在に至っている'Jjである｡

(渡 辺 澄 子)

2. 信者'Jj分布 と信仰活動

(1) 信者,n分布

現在日蓮宗不受不施派の寺院及び教会は全国に 17(15寺院 2教会 )ある○そ,n寺院名及

び所在地は次'A如 くである○

(祖山 )妙 覚 寺 御津郡御津町金川

常 在 寺 御津郡御津町天満

浄 源 寺 御津郡御津町市場

-488-



妙 を 寺_ 陶LU市津島

宣 妙 寺 岡山市西古徴

兵 聖 寺 岡山市平井

法 泉 寺 和気郡和気町益膜

妙 泉 寺 赤東郡佐伯村

詮 丑 寺 赤磐郡周匝村

正 妙 寺 赤磐郡可美村

妙 高 寺 長崎県島原

若 松 寺 東京都蕗区麻布

正 党 寺 千葉県香取郡多古町島

正立寺教会 千葉県弟隅郡申川村

毛 筆 寺 千棄脱香取郡常盤村

妙 趣 寺 大阪府生野区林寺町

岡 本 教 会 香川県三並郡柔LU村

これら'n各寺院は同じ宗鼓'Jjもとに寺院規則を作成 し,住職及び糞任役員をもうけ,独立 して

個々に経営を行なっているO

では,まず全国不畳不施信徒の分布からみてみようo再興当時 4,5りd有戸であった,Dが,

現在 (840)では5.425戸と大巾に滅少 している｡そ,n分布 も多い方から,岡山,千葉,東

京,大阪,長崎,兵庫,京都,香川,愛知,愛煙'n都府県,こ,j3ほか北海道,茨城,群鳳 神

奈川,三重,滋賀,奈良,和歌山,鳥取,広島.徳島,高知,佐軌 熊本,大分,n各県にもど

9- 1 第 4表 855-40年の官音数

＼一報産廃府都＼-IS55 56 57 58 59 4〔〕

岡 山 28.752 28.795 2P795 28.只19 28_514 28514

千 葉 2.982 2.9ー1 2,911 2_90ー 2585 2.419

東 京 991 1.0ー5 1,Ll1-I 1,215 1.715 1.218

大 阪 975l 965 965 815 795 795

長 崎 875 856 856 5AP 541 55Ll

(少^数'/j官署がいるo ′′官庁宛報告相 ノ′上9,昭和 55年皮から昭和 40年度,jq主な都府県
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'D信者数'n変化は,9- 1第4表,/)如 くである.陶山県と東京都においては昭和 55年度～昭

和 58年鑑 '/lr乳 信者数は 87̂ , 224人増加しているが,全国合計からみると6年間に約

2,000̂ 滅少しているo 当宗派に おいてこ,Dr富者敏 ,n減少は,後継者がいないという撃とと

もに今後,n大きな問題であろう｡

次に御砕町'n不受不施派骨徒戸Jn分布 (妙党寺所属,D信徒戸数は ｢辞社長名簿｣上9).誹

門派信徒戸'/)分布を9- 1第5表に示す｡

91 1 第 5衰 御津町にかける不受不施派,ED'I'lj門派,n分布

不受不施派居徒戸数 価 )

( )内は妙覚寺所鵬信徒戸数 糾門派信徒戸数 妙 覚 寺 評 社 番 号

金 川 98 (98)戸 11 戸 1上 1下 25r45ム7 65

草 生 91 (71) 8910 11 12 15

久師井 5 (5) 6 14

鹿 瀬 10 (10) 24 15

土師方 7 (7) 16

失 脚大 歯 46 (4占)72 (72) 70 17 18 1928 29 5u 51 52

新 庄 56 (48) 20 21 22 25

′｣､ 原 9 (9) 24

由津垂 24 (24) 25 26

斗 有 4 (4) 27

LLl.A 47 (47) 55 54 35 5占

原古 谷母 谷 2U (20)404O (40) 401 4L)Tl57 58 59

′｣､ 田 26 (26) 51 52

洞 内 5 i

野々口 44 (44) 15 41 42 45 44

吉 槌 42 (50) 47 472 48

吉 宗 12 (12) 4占



不受不施派信徒戸数 ,癖門派屠従戸故 傭)
( )内は妙党寺所属居徒戸数 妙 党 寺 誹 社 番 号

中 泉 54 (44)戸 戸158ー195 55 55 56 57

上 村九 谷大 谷 28 (15)1222 5458上 58下

下 畑 48 (48) 59 60 64

管すげ ー2 (12) ムー

箕 地勝 尾天 満久 保宮 脇三 谷市 場下伊田大骨根川 高辛 香 7 (7)1954284910515915 6245

9- 1 舞.5表を少し辞 し(説明すると,金川VEは不受不純派'j3祖山がある鞠係IT官徒戸数が

一番多vl｡また鹿瀬には詐門派,D祖山本党等があるo矢原は上 中,下矢原,大圏にわけられ

るが,上矢原では胃肝胃派,真言宗,中矢原では辞門汎 不受不施派,其吉宗,下矢原･大圏で

は不受不地脈,nみとなっている｡天満及び市場忙仕妙党寺'Jj末寺である常在寺,浄源寺がある｡

内唐時代には部落がまとまって不受不地脈'n信徒であった'Jj那,現在では全部蒋あげて不受不

施という所は夜い｡しいてあげれば山粂位である○

(2) fE仰 括劫

明治 9年 4月 1J日,日畢宗不受不施派として再興されて以来,第二次大戦突入,終戦'Jj時

代を背骨として,当宗 も本化正宗 (合併 )から妙彦準采 (分舷 )へとかれって,現在では宗教
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法人 ｢日鞄宗不受不鷹派｣ という'/)が正式'/j名称であるoi湘机 不噂師'Jj開腹で元疎 2年 (1,

689)以来不受不施沢と辞門脈 に分脈分離 してV,たも'/)那,相和 1占年5月5 1日かt合併 し,

再び耶 ロ21年6月15日をもって解散したOこ,n明,n動きは,連合国堤高司令部民間情動教

育局蒸散調査室へ,/)報告啓 (｢文部省報告亨咋｣い 上9)をみればあさらかで参る｡す覆れち

三.立宗,立派,独立,分派,合同乃笹由,経過

4合同,j3-Ti'dl

昭和 1占年 (西歴 1941年 )宗教EB体感爽砲に当 り官辺'/)示唆 もあD且つ叉元来,

不受不施&.二派 として存続することは敢えて其'/)必要を認めて居なかっtL本案仕不

受不地階門脈 (旧矧師派 )19二派合同に異議なき旨'D決議を得た'/)で速に二派合

同して本化正宗を設立 した'nであるo

また,昭和 14年 4月4日付'/jrc-7徒へ,n合併通知予算に仕

-=倒殊知相成俵如 (興亜'Jj-Br体掛川こ即応して仏敦報国'/)誠を致すべ く白極数田中

･Dnl流たる自社宗不受不施派及目撃寮不受不施訴門脈,D二派は先師先哲'n御正恵 に

則(′こ旧来,n輪塾を徹 し畝界に率先 して利敵櫛-,n突崩を示さんが為,行住機椛共に

完全なる合同を企図しつつ--.･･.鼓に昭和 ld年 5月51日附を以て文部大臣エ9

新たに合併教団として ｢不化正策｣の設立を認可せらるる･--･.･･･-

旨を述べ,本山を津島想林山妙巻寺とし策務本所及宗学院を同寺内に置 く啓とし初代管長に釈

日学上人を決定しているo不受不施自体として壮観争 と相反する面を持つ'/)であるが,文部省

から〝合併せねば教団として認めなV,〝と強制され,宗教統制 ,n方針に従った'/)である｡ こ'n

時点においては以前'n上うVC地下にもぐること紘し夜かったoつき､忙解散への動きを再び連合

国東商司令部民間情報教育局宗教調査垂への報告薫くR=みると,

5経過

不受不施派 と不受不純甜】弓派と'n合同窪沢たる本化正宗は余9早急,n設立であった

為に,数頚,儀式'/j作症及び習折等忙充分をる検討が為されて居をかった為に,令

同後ID経過は予軌に反し悉 くが正反対,n梯相を示して速には信仰,n淑過を招くvc至
った○

昭和 20年乗数団休廷が廃止された'Dを契機として,本化正策を解散 して旧二派に

還元し,各派独自の数鐘に朝食し官仰を鳩めるべLと'/⊃説が起 り,盈昭和 21年即

ち本年4月25日舞勤に於て宗会を開き本化正策を解散して旧二派に選帰すること

に決議した○同年 占月 15日を以て本化正米は解散 し二派に遮帰した｡

此'n解散辺帰に際してtrj.何等'/)紛議 も生せず穏和に終始して笑って を別った｡
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取って旧目迎宗不受不地脈,/J系鹿吐妙稀 と公称 して発足した'/)である｡

とある上う(/C,縄取とr叫埠VC解散とtJlうことをみても.強制〈C_上る無理な合併であったことが

亜垂らかであるo昭和2D年敗報直敬に発布された ｢宗教任^令｣ I/)規定に従って畳記して昭

和 21年 11月 1日宋教法人とそった妙徒事宗は

妙 沓 寺 本 山 住械 白 と31 日 と･;

妙 党 寺 別格寺 ′′ 釈 日 学

駐 兵 寺 末 寺 J, 満 本 日 rS

若 松 寺 末 寺 〝 藤 原 湘 光

他 15教会

主 管 者 白 髪 日 高

宗 務 長 瀬 越 日 良

で'新しく出発した'/)である○ (帆 分派に上D諦門脈所属'n寺院 1,教会 5が離脱 )ついで昭

和 26年 ｢宗教法人臣｣･n冥砲にともをい,当宗KかV,ても宗教法人 ｢目迎宗不受不施派｣を

設立したい旨文部大臣岡野欄 に申訂‖ノ,昭和 28年6月2qB語証され現在に至ってtハるO

設立当初,n役員は,

代表役点 滴 本 日 r三

貴任役員 釈 日 学 菅 田 伸 治

小 山 日 成 ′ト 原 祥 青

黒 田 松 太 周;

素数狂人 ｢日蓮寮不受不他派｣,n粗放を図式化すると,9- 1 節 1囲'/)上うになる○

9- 1 第 1図

/F.耳二~可
[互二二土
極~T型_甲′†諮問
(遜 法 会)
/ 'F＼
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この図を大ぎっばに説明すると,まず

広 重 .Iという,Aは入違野医者即ち法

主様'n弟子に上って粗放されているため

法主忙直結する〇

第務所VCは,敢務部.庶務部･財政部が

設けられているが,教務部,/⊃布教'D外敵

団体として I豆扇 面 1が,財務部,A

財政方面の援助既体 として 匝匪籍零封

が参るO

と,/3位^忙紘 7人,/jiiL任役負を置き,

そ,Jjうち 1̂ を代表役鼻とする(第5条)



d^,/Jii･任後見結僧侶及ひ膚従各5̂ とする(簸 7粂),代襲改良比策赦長を米任する(舞 1

7索 ),部長は責任役員,/)うちから代表役員が適任する(第 18粂 )ことが ｢日蓮琵不受不地

脈｣規則に定められてVlる〇ちなみに,地利40年度,/⊃穀任&L且.そ'/)他J/3機関'Jj役職貞名窮

を告己して甘く○

茸 任 役 員 そ ,Jj 他 'n 機 関

職 名 氏 名 蛾 名 氏

代表役員 釈 日 学 法 主 El LB E]

缶 任 役員〟′′′′′′′′ 小 山 日 成 宗 務 長 釈 日

島 村 日 然 教 務 部 長 f 同

′｣､林 日 行 庶 務 部 長 ′j＼ 山 日

黒 田 松太郎 財 政 部 長 累 田 松

富 田 伸 治 立正陛伍会長 藤 井 寅

成

郎

生

治

七

太

つ ぎに,こ,n症∧'/)枯成粗放である顎臣烏志会,立正丑法会,入道会,許社を 1つずつみて

いこう｡

｢讃法鴇志会｣昭和 29年 12月′′帰依'n枢軸地帯〟として発足した第 1次静荘篤志会は,所

朗'/⊃目標であった宗史関係'/)出版 (再興法主50年御忌記念'n出版 )を完了したが,時遇 乃推

移とともに宗勢顧場 //⊃即英は決して-,二にとどまるも'/Jで夜く,焚金を要する処が多々ある

'Jjで,改めて現金宅百万円造成を目標とする第 2次離任清志会を昭和 56年 1月に発足した:｡

そ'n目的とする所は専ら本派'n門生'D敬啓育成,宗史 ･先師 ･先聖の遺徳等顕揚 ,nため,n関係

刊:出版, 有零図番蒐嬢そ,/)他'n文化活動を外題することであった｡本会は56年から59年

に至る4カ年継続邸薬であったため,昭和59年 7月.恒久的事業として,n日蓮宗不受不施派

紅在席志会が発足した'/〕である｡結成趣意苛をみると,ト･-･本宗派,n先師先聖,/J御坊蜘顕揚

に関する容共,宗抄拡充VC関する騨業等,n完遂,nためVCは,限られたる平常,n宗教経営,/〕弼囲

I/jみを以ってしては到底尭遂しえないも,Dがあ9ます,/)で,ここに改めて先年,n例に倣い,再

匿置法篤志会を結成し,之れを伍久的拳菜として発足し資金,n造成を計る｣ ことが述べられて

いる0本会'/)会員は,普通会見,(会費年揖 5dO円以上),特別会員(1.ddd円以上),名

誉会員(5.Ll00円以上 )から75:る○

(立正繁法会 )昭和 24年 1月5日,藤井寅- (妙党寺 )を初代会Li･,藤井琉雄 (妙党等 ),
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益同展(妙替寺 ) ′J､原祥盲 (a-泉寺 )を副会長として細粒されたo粗放と同時に規約も制定

された7)･;,P折口51年,n改正を経て,現在は昭和 Ad年7月 16日制定された規定が施行され

ている｡そ,jD奴定Kは,本会は日掛大望∧正宗園寮,n本穀に韮き,不受不施,jC)宗規を守9,伝

(日買(主弟を流布し,以って外津'/⊃任を達成することを目的とする(弟三条 ),本会は全官徒

を以って組織する(第4尊 ),本会は員的な達成するため,次'n群集を行なう0 1.EI評主義広

宣流布に必要なる事項 2.教戒,n研Lbに関する邸項 5史麟'n調査.顕彰に関する畢項 4.鰯

集出版に関する事項(第5条 ),本金に次'/Jl支部を設けろo妙党寺,常在寺,掛取寺,妙督寺,

宣妙寺,奥塑寺,法泉寺,妙泉寺,正妙寺,詮忠寺,九州支部,大阪支部.東京支部,千乗支

那,四盛支部(第 15条 ),本会に次'n各部を甘くO総務部,五敏郎,史掛部,研修部,婦∧

部,晋壮年都,桐典部(第20粂)oこれら各部門,n専笹を記してお(と,総務部は本宗,n関

連団体と'n協調に関する即項 ･本宗,/j什物餌怒'n豊理保存に関する当‡項 ｡経理忙関する一切,A

単項 ･其他他部門に屈せざる事項,宣教部は宣数 (詩法折伏 )VC関する事項 ･糾社租綴'n強

化指耕忙幽する単項 ･聖跡展墓巡拝'/⊃企画実施に関する邸萌 ｡信仰増進,jj教化に関する事項,

史郎部は聖跡及史舶 ツ〕額彰に鯛する串項 ･御先師および史Er/⊃調査研究に関する事項,研修部

私 行学'jC)研修推進に馳する串項 ･官徒,n文化向上vr関する罫項,Wl̂ 部は締∧清馳並びに研

修に関するqi項 ｡迎合婦∧会と,n協粥に関する事項 ･子供会,老∧会'Jj道営に関する串項,航

典部は立正設琵会報'D舶難発刊 (年 回̂ )vE関する駈項 ･出版物に関する串凪 東金,I)経殻は
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3*/j焚付金及び寄付金をもってこれに

あてる(第 24粂 )等が定められてい

るo立正譲位会報拭 56号VC〝立正顎

法会,/3充実 〝という大 きを見出しで ｢

｢立正を医会'/3日的Iji今さらいう',･tで

もなく,日蓮壁∧がと生涯を通 じ,身

をもってお示 しになった症奪数信仰vc

もとづいて,ほんとう'/)平和を世界,

明るく冊 らかな社会Ik築きあげること

にあ9ますoそ'jC)ためには,正しい信

仰をする集団 ･グル-ブ忙はいら夜け

ればならないと定牽数打は示されてお

9ますが,立正譲法会はこ'A励体,♂

ループであ9ます〇･･.･･･-･.･日存留人

紘,｢たといすぐれた宗教家がいて正

しい教えを広めようとしても,それに

協力する信者が夜かったら決 して広まらない｣ とお示しになっています｡私たちは,分に応 じ,

力に従って任牽経に示された理想を実現するためQr努力 しなければ夜9ません｡･-･･--｣ と,

信徒を鼓舞し執刀を賓諦 している0 40年 7月 ld日理部会にて決定された立正讃荘会役員は

つ き'n通 Dであるo

会 長 藤 井 養 生 ( )

跡j 会 長 丸 川

〟 吉 田 仲

〝 /ト 原 祥

総 務 部 長 梅 村 海

宜 数 郡 長 山 崎 丑

史 以 部 長 'l吉 原 源

輿 (妙党寺 )

治 (妙啓等 )

吉 (法泉寺 )

天 炒妙党寺 )

市 ･(こ法泉寺 )

冶 (常在寺 )

研 修 部 長 白 髪 文 准 (妙党寺 )

軸∧少年部長 黒 田 和 子 (妙見寺 )

育壮 年 部 長 丸 川 弟 (妙党寺 )

税 鵜 部 長 藤 井 実 生 ( )
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他 理 容 27名

本会'jD傘下団体として史牧舎があるOとれ帆 寮の内列を閉れず,有志,jC)協力Kよって広汎深

淵なる史実をたずね 隠れたる見料uj克典境見に努め,特VC壷要なるものは梓VC上して後代に
I

伝えることを目的とするも,/〕である｡

(入道会 ) 入道軌は再興後にできた･nだが,在家であって寺から袈抄をもらう. 1つ,D在家

仏教'Dかたちをとる○入道会はこ'/3入道得度者(寄弟 l)に上って組放される○入道となるに

紘,お題目を1,000郡 (1部は分館目を 1万辺 )唱えなくてはならない｡本会は,入道 ･強

后夜∧々の参加に上る入道研修会を毎年数回開催する○

(訴社 ) 評社組軌,D起源は,港府'n不当を弊tEのため二有余年間地下信仰を余儀な(された

V,r)ゆる ｢内信組馳｣がそ'j3原形とtpLR_る｡こ,jj｢内宮馳撤｣こそ不受不施信仰'Jj暗流を現在

に伝えた大きを力であったが,それはあくまで地下舶軌だった｡明治9年再興とともに,日正

聖人は,数会所'/)下部組鮫,土台として耶社を姐放し地下粗放を正常Tz形作かえすと同時VC妙

荘流布'nいしすえとした0本派V)居徒比全て辞社に所属し, 1斡社はおよそ唐徒 10戸から成

っている○鮮社VE番号を付して呼称する'j)紘,内筒時代の名残DであるO

では,数々,D弾圧にもひるまず,地下にもぐってまで信仰されつづけてきた-妙院日常とい

うところ'jC)〝∧類の無上宝珠′′である不安不梅沢結,ど'nような教義,信条をもつ'Dであろう

かo

H･軌 島

本柔は,聖祖日寧大聖人,n唱寄せられたる荘華鰹'nお題目'jj信心に安住し,不受不施,jC)

諌規に則D,もってこ'n世界に寂光浄土を具現せんとするも'Dである〇
日 信 条

-.われらは日蓮大里人,/j示したまえる臣華歌舞金品,Jj久遠実成,Jj本仏,I)実在を信じ,

そ'n表象である本門'J]本尊を目標とし,そ'n寿命である本門J/⊃題目を唱揚し,そ'jD理
:･-7)

想境である本門'jD戒並を建立するため,身と口と意'D三業相応'/j信心をこらすも'J)で

ある〇

二.折伏逆化,不受容施,国家疎味が ｢不畳不施,Jj三大鉄則｣であるO

三.日の如く明朗に,近,jj如(滑らかな国家社会を建設するため,何時(yEても身命を捨

てる覚悟が ｢不惜身命｣ ,n悟心で参もo

四. ｢異体同心｣,n信心をもって互咋相鉄け,成仏'n道に励むととが,われら'n正しさ

生活であるo
ひり

五.こ,n世において,こ,jD身と,nまま仏'J3道を成き行うことが ｢即身成仏｣である0
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六. ｢法主里人｣は,釈*,上行菩薩.坐祖日蓮大里人,以来代 先々坐'n師汽'n血脈を

相東し,れが宗門,D象徴にして統率者である〇

七.｢祖LU｣抹本案,n寺院,教会法中,官者'n根本道場にしてわが宗門救噂'Jj生地であ

るo

(一妙院日常垂∧'Jj池稿 )

と,I)よう在官条を守 9,陪従間,Jj結束を弾め,嵐山を増強してい(役割を果す'Dが,上述'n誹

社な,Jjである｡｢私達,D宗門は幾十幾百'j3誹杜が集まって,日裡宗不受不施派 という全体が構

成されている｣ように,何 といっても評社は当宗門'D土台であ9,信徒を直接的にとらえてい

る'J)がそ'J)耶社長であるo従って騨社長'Jj任務は信仰面,庶務面にれたって重大であるo群社

内,A帯法をな(し,ともすれば御利益rE心にかたむきがちな信徒,n心を正しい官仰VC向ける'D

ち,誹社長,I)役目であるo (おかげ信心は病気直し,災難'Dがれ,金儀,逆ためし,好逆をど

を求める^間の欲望をねらった実に巧妙を宗教である 一不受不施読本- ) 訴社単位で開

かれる会合には,毎月 12日(大党横'J)か逮夜 ) 20日(御祖師様'Dか逮夜 ),Jj月並看経,

正月,5月,9月'Dか日得がある0月並者経では,誹社長叉は入道'Jj導師VE上って二人'n報恩

にむ(いるために行荘する'DであるOと'n際わずかずつお金を持ち上9,それを貯金して団を

'Jj旅費にあてるということも行覆れれている｡矢原で比,E･筆数二十八品,n中'J)大giをお経

(二要品 )をけいとする婦人辞が,毎月29日に開かれているが,皆導師ができるくらい経が

適者だそ うであるoお目得は,法中と間者とが親し(なる機会であるが,何故正,5,9にす

るかというと,正月は年,I)はじめだから世界平和 と,一年間皆が無事で作物が版調にとれ,事

紫 もうま(い(上う御本尊に願う,5月9月は季節のかれ9日であるから自然,Jj恩恵に感謝す

るとともに,信心を一層深めるという理由がある,Jjである｡お目得とは,お目横を待つと事 く

から朝'n太陽'n昇る,Jjを待っておっとめをする'Jjが上vlとされている｡訴社,I)会合は信仰,D面

でも日常生活'Jj面でも意鼓あるも,Dで夜(てはをら覆い,nだがだ泉寺憶下,D和気,I)訴社では,

Llう抽'n消糞組合をつ (っているo これは,日常生活必需品を通 して'J)緬陵であるが,今後

の鞘社'n向うべき1つ'nあ9万とされている｡官署に覆る,即ち訴社に入るVCは,下記'Jj原審

を提出し,頂経式を受けなければ覆らない｡

■■■ヽ､~ヽ･一一~--~■一･■～･.~1--~■､〈ーヽ一､.ー'､一｢ヽ′W

囲 EiE

皿鞄腫 K-打水K-望駕 乾妻壁胆 sIU 牌加 瀬 酬 )仕 jDt榊小 長 til'
亮 # RE= ･く醤 置 昏 芯 LEIS騒 StSt5=巾 や O

E; 出 jil
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荘 #牌 叶 荒# 峨 tH岬

世 辞 宙 腹 腔

本山法会日は次,n如 (である○ (行法式文 )
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ロく 皿

昭和 40年は再興 90周年'J3年

であったため,奉祝併殺,信徒

奉納滑興,計凍,行臣等特に盛

大に再興会がと9行なT)れたO

と,Dほか愈年恒例,jD祝年合同祝

賀式,戦没者寺院功労者慰袋法

要がある○慣例'DJt行事となって

いるも'Dには,ほかに子供会,

団参がある○子供会とVlう'Aは

信徒中'n小学生中学生を以って

粗放 しでか9.か寺に集まって

狂話を開いた9,お経'n勉索を

したP,又岡Lil県下'jD御先師'/〕

酸基vE行った9するo軒初大会,

写生大金 も開かれ優秀者に犬晶

を授与することも行をれれる○

毎年企画される団参VCは,派祖

日臭聖人,jC)最基田参(東京,千

葉方面),寛文 占年幕府'/3布教

崇止鮮tEVC上9丸亀に流された



(十

二
月
)

小松原御難会 八日夜

像 師 会 十八日 十九日

日尭 日了両坐^,D展墓印象,九

州方面団参,小泉団参などがあ

るが,これら団参'/),信者'/⊃官

心増強に果す役割は非常に大 き

なも'Dがあるo

(2) 不受不施 ,/j生活規制

強官な信者,/)家,家族の者が入道 と在っている家,(特に官心深vW はお年寄であるが )で

は,毎朝抑宝前に甘ともし,玉L線香,お茶 とうを供え,お題目を唱えるととが行なわれる｡そ

･nお題目は一息で脱'n底から低 くかさえつけて長(う在る上う即 昌える'/⊃である｡これは,内

唐時代に役∧'D日をはばか9隠れて行任したことから自然VEこ'n上うな唱え方になった'nであ

ろうo

当来にかV'て比, ′′不受不施 〝という名が示す上うに他寮,Jj寺に参ることは圏 (禁 L:られて
いる｡にもかか11らず,足'/)病気VC上(きく00様とか,◎◎様 とかにそ'Dと利益をねがって

潜在をする人が案外いるらしい｡又,号者から臆を受けて比ならぬとい うことから,かさい銭

VCも訴社番号 と氏名を番いて供える上うになってV,ろoそ うかといって,他案'n者と交際 も何

もしをい,nかというとそ一ぅではな くて,世間上,D供施 (恕臥 恩田 )は一向かまれない,n7Tあ

るo

信者'jC)生活規制としては,婚姻,葬制'J32点があげられるoまず婚姻についてo現在では,

′′官署である〝という枠には大して関係を (婚姻関係は結ばれるが,他宗,/3̂ で信者,D家VC嫁

した者比,頂経式を受けて改宗する'Dが普通である｡当宗で,n神式は,非常に怖索である｡荘

中も入道'/)弊式'J3時だけ途中まで見送DVCくるVCとどまる｡一番かT)っている,Dは,御本串を

真 申に将をそ'jjわき忙おき,官者は本尊,j3万を拝むということである｡親族知人で隠者でない

も'Dは棺に向ってかがむ,Jjである｡奨家'Jj宗旨がもがう場合,本噂をもってV,って, ｢南無妙

法蓮牽経｣ とかがむ'Dだそ うであるO

だ中,D生活で一番大きな規制は何 といっても肉食畢背を顛 じられているととである｡肉食輩

帯をしない'n帆 一切'n家庭,Jj繁雄をはをれること,一切,Jjも,J3'n生命を尊ぶ慈悲,n修行であ

り任を広めるため忙殺脊'n方荘であるがためだが,これ故に当宋作かいては憎は常に信徒,Jj家

から供給 されてきたo他案'Jj世地利 とはちがって,a-,Jj点で壮いい僧侶を得るととができた,A

である○ しかし,現代r)世にかV,て肉食輩常を断る古い酸い規律を守って僧VCを9たいと望む

^がいるだろうかo居者刷でも,破砕を保つ冊僧を法燈,n第 1義 とし,そ,Jjために肉食彰背を

捨てて信仰'Jj先達 となってもらいたいとする人,たとえ駐中が尽 きる時代が来ようとも尊い御奥
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陀経を車持し不受不施柵神'/3117徹を願 う人等, ′′肉食諺常 〟に関してはいろいろ意見がかわ

されている○何はともあれ,症燈をつ ぐ僧侶'n Lハかハ郡帆 当宗門発展,Dため忙那決されをけ

TLばをら希い大 きな間鼠点である○

(吉 岡 忠 子)

第 2節 年 中 行 事

は じ め VC

我々が年中行事と呼ぶ も'/jは,年間にかける孜 々,Jj行為,Jj一切を含め.tうとするも,p,でほなく,

年々参る-定'n時朋がめ ぐってくると,きまって行をT7れる儀礼的在も,jj,Dととであ9,辛 ,n始

めから終T,9(て重合個々,jj行事,D全体に胴する意味を持つも,Jjであろう｡

それは生活'jD中に年々(9返してゆ(行か転乗であるから,かな9,I)部分生活形態に左右され

るo政がEyJj年中行中'/)場合,我が国が曲英国であった時代,即ち明治以前にそ,/)発生,n起源を

持っているも'Dが大部分であるから,脚 にきれめて強いかかわ9あいを持っている｡なかでも

稲作と深 (結びついている,Jjは,稲が大切な生括,jq租であ9,経済生活,D中心であったというこ

ととともに,稲という椎物が一年生//⊃草木であ9,そ'Jj成育vTL伴 う栽培,Jj作薬が複雑で,意課す

ると否とVCかかIhらず年中行事'Jj形を取るとhD事情に上もも,Dであろう｡

近年,点村の中心労働力である甘年屑,Jj都市集中化現象が苦 しく,幾村は栄過的傾向に向かい

つつある現状であるが,岡山市と浄LU市,n中間に位思し,国道 55号破'n通過する御津町 もそ,A

例外ではな(,農村,D近代化,合理化,j3波に.昔から,jC)上き年中行-T,もしだいにさらわれつつあ

るo

t-I/)頃では,そ,n他,調査対象である御浄町が,日群舞不受不施派,n中心地であるということ

も絡みあわせて述べてゆくことにする｡

(1)正 月行 事

正月行事は年中行事'n中'D中心的存在であD,大晦日から引 きつづいて'JD物忌忙関する行事

である｡前年の番に餅つき,松飾9など,Jコ正月を迎える串偏をし,大柿日,Jj晩に連 (まで眠ら

ず,除夜'J3鐘を聞いて年を越す｡不受不地脈rJ)家で比,門松,しめ縄,かかざDをしなVlo元

日,初水 (井戸水を使って顔を洗 う),初日'D出を拝み,初詣をし,雑煮を食べる○雑煮壮元

旦VC味噛,2日にぜんざい,5日にすまLを祝うととろもあ9,味噌ktけ'JDところもあ9各戸
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別々である｡4日は くr,ぞめで{T,,n使い始め07日'n7革かゆは年寄は今でもしているそう

だ｡ 9日はLU,D神を祝い,山へ御神酒をもっていくことも以前にはあった0 11日は ｢やれほ

う｣ (八重穂)｡稲,n豊作を祈 って苗代へ行 き｢,D｣,n字を左文字で苛 く｡｢大 くT,そめ｣と

いって,牛んが,くわ忙餅を供えるoともに現在はすたれているそうだ0 14- 15日は ｢と

んど｣ ｡不受不施派はか飾 Dをしない'Dで参加しないo｢かEI待｣は太陽を拝む'Dがもともと

'nいわれであるo

(2) 節分,節句 (ひな祭9,LLうぶ )

節分は立春の前日,n2月5日で季節を分ける日という意味で,長vl冬VC別れをつげ,続いて

4日の立春で春になるというれけ･pあるo｢鬼は外,福は内｣'D鬼とは冬,福 とは番'nことで
もあった,nだろうかo こ'n節分'n豆まき行事壮一部では今もやっている○

ひな祭Dは4月5日｡特に女子が始めて生まれた家では,かひ夜様をまつD,白酒を飲み,

もも'D花を飾ってお祝いをするo

節句は 5月5日○鯉'DはDを立て,ちまきを食べる程度｡

をか ｢社日｣といって, 4月2CI目前復田'D土を動かしてはいけをいという理由で田-入ら

ないとい う習慣が昔にはあったそ うだ｡

(5) 七夕,盈

七夕は8月7日｡早朝露を集めて過をす9 ,たんざく忙願いととを審いて新竹につるし,や

きもちを焼vlてお供えするoそして子供達は闇にまざれて他家'Jjやきもちを頂赦 し忙ゆくとい

う風習があったo竹は 15日に旭川や字甘川-流す○なか7月7日は不受不施沢を手厚 く保許

した松田氏'D落城 した日にあた9.そ,nため不受不施派では七夕はかまつ9しなV,｡

盆は8月 15, 14, 15日で, 15日朝,お墓-参9仏を家へ連れて帰9 . 15日に川-

流す｡初盆の家はち上うちんをつるして仏をまつる｡

新庄地区では初盆,n家は ｢らっそ く｣といい,自分,Jj家,n近 くに 100本以上,Dろうそ くを

立て,死者'jj笠をとむらう風習がある○ ここでは,旧暦 7月 15日'nl日金に, 100年以上も

続いてV'るとVIわれる盆伽Dがあるo備前 12神社'j3-つである末松神社で,夕方8時頃から

午前 2時頃まで2a0人以上も'Jĵ 々が踊Pを競 うo昔は他部落と,Dけんかや斬9合いもエく

やったそ うだo

(4) 春,夏,秋祭9

典耕生活を中心 とした我が国'n年中行事で性,春,jj豊作を祈って,夏'J)ひと休み,Jj意味で,A,

秋'J)収穣後の,こ,n三つ'Jj条Dはつきも,A,j3上うてある○

新庄地区Kは ｢こし休み｣と呼ばれる所がある｡昔秋祭D,D時 5台の御としがぶっか9あっ
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てけんかをし,5台ともJ(ラパラ('Eこかれてしまい田y)中(,Cうめたそ うだ｡今でも田んぼIjj中

から御こし'/jかけらが出て来るという｡現在では,御としが一台とか (-らが一台,4-5時間
ね9歩くたけvEをってVlる.なか象D性里帰Dなど親粘 着,nつ き合いの協でもあるO

(5) 虫送 9

中山地区では ｢虫送9｣と言わないす ｢虫追い｣という｡8月5日,笹に船やごへtĴをつけ,

子供達が ｢いんで(れえ,いんで(れえ｣と宮いながら,自分,/)家の田んIT/3回タをまわる○

碇は旭川へ統すが,舟に虫を乗せてかっぱらい丑作を祈るも,jC)であるo

(6) 左義長 (とんど)

とんどは鎌倉時代から'/J,行串で正月 15日に行なT,れる｡門松,しめをわ,蔀き初め,Jj冊軒

などを持ち上ってこれを燃 し,そ'n火で餅を焼いて年中'D疫除'nまじないとしていた｡江戸時

代に紘火災'Jj心配から禁止とな9,江戸市中では禁止 されていた｡地方では後世まで行覆われ

たようで参るo御粋町に蛇腹噺と金川に｢ト･/ド場｣という地名が残っている｡

金川'nトソ卜は正月 14日かぎ9おろし'J3時,村中'nも'/.)を集め竹で曲立て全部をつるした

上に飾 9をつけ,横町,裏町,新町に一つづつ飾 り,/3意匠をこらしていた｡新丁,船頭町は別

別に用意してこ'Jj分だけ沖河原に持ち出しで燃やしたO横丁等,Dは花屋土手で燃やしたが,そ

れ迄町中を持過って鰍9歩いた｡終TlD作れFl頃交際'/〕憩い家に倒 しかけて家をこれしたとい

うo盈応か明治'n初めにやんだC

(7)城まつ9(虎倉軌 玉松城 )

虎倉で壮庵年旧膳 5月と9月,n各 16日に古城を忍んで ｢観音uJ｣'J⊃頂上で行をうo市税

三谷,大野,穀田など,Jj各部落にいる旧虎食城主伊焚氏,n子覇薄が,頭屋軌で当番をきめ,蘇

9'n当日には当番二家が早 (から山上,D現地にある石碑を静め,あたDを掃除するoそ,nうち

に他'Jj逝族連 も参 伍々々と集まって供零する･J)であるo駅軽が範かると一同が円陣にすか9,

各 持々参した重箱･/〕中の色々なごちそうを7,けあって食べ,夕方まで歓散するというO

と,n城まつ9は日本でも比敏的少vl年中行事で,そ'nいわれは次'jj如 (である○

そ,J]乱 備前国,j5住∧伊賀掃部助高光 とい5着が,天平 17年 (1,562年 )細川右属唇欄

之に従って訳般国に渡 9,細川相梅守滑氏と枇い,相模守を射ちとったことが太平記にあるo

又伊賀左術門勝隆 (南光'jQ子孫 )が明応 占年 (1.497年) 5月浦上が松田と合械した時 も虎倉

城から討って出たというから,伊究氏が代々とIj)城にいた'/)であろうO ととろがそ'j3子'D伊賀

左術門久隆の代には松田氏に属 していたが,久隆,n変が陶LIJ城主字寄多直家'j3娘であった7tめ,

直家と親し(夜9,遂に患家 と伊賀比諜って牧田左近将監を掛烹すに至った○然るにそ'Jj後も

毛弄雌 元,小早川隆景等が直家,Jj僚地を侵す,J3で,匿 々,合戦している内に,在家の臣挫政半
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次郎は伊賀が毛利に内辿 していると直家にざん音したため,直家壮何'/j調べもせずにそれを官

じて,久隆,/3礎盤を蔽 った｡ しかし久隆は松城剤を飲んで命拾いをし虎倉に帰ったが,そ'Jj翌

天正7年 (1,579)5月 18日狸汁を食った鳥海が再発して急bEしたというo以来,久隆,/)死

んだ日を期して,伊賀所綾,n侍連,n鎚を合わせて弔 う祭9となったというo

以上がそ'Jjいわれであるが,これにはいくづか,J3問題がある｡城まつ9を行なっている場所

が,そ'Jj昔天主'Aあった場所ではをく観音LJJ'n頂上で行怒れれていること,伊賀氏,D子孫は河

田姓で参るが,河原姓 も入っている,Dは,金持ち'jQ河原が後から入った'Jjでは75:いかというこ

と,さらにこ,/j行かが始まったyjは明治初年頃からで,城まつDVE名をか9た単なる耶中'/)染

まDと75:ってVbる'Dではないか,夜どである○

(8) 妙見寺再興依

日蓮寮不受不純派は,明治9年,約半世紀'D弊正史に終れDをつけて,やっと信仰'n自由を

取9もどし妙党寺が建てられた｡それまでQj一不受不施派は本LIJもな(時,D権力に抵抗しっづけ

てきた｡本堂に約4□C7n'n木像が安促せられているoふっくらとした僧が左手に経典,右手に

サイフを持って米俵'D上にでんと腰をすえている｡ こ'n木傍が不受不施派中興'D祖と言われる

日奥'J)姿を伝えている｡

文穐4年 (1,599年) 日奥51才,Jj時,秀盲は京都東LU,n妙法院で全国'D各宗OR'Jj僧を集め

先祖'D供零をした○日産宗,n僧 も参加したが,京都妙党専'n日奥だけが,｢他宗'/)ち,A,D供頚

は受けも施しもしをいo｣という日蓮宗'D不受不施'JJ数えをたて忙出席を拒否 した〇時'Jj権力

者秀吉にさからったため,日奥は寺を追い出された○ ここから不受不施派という日蓮寮 ,Jj一派

が生まれ,受難 と弾圧'n歴史が始まる｡

江戸初期,/j寛文 5年 (1,い 7年)蘇冊は不受不他派を危険思想として布教を奈 じ,キリシク

･/同様,n弾tEを加えたoことに備前落筆と安芸門徒 と雷71れる上うVC,日野素官徒'D多かった

備前地方はさびしく追求され,記録に残っているだけでも約5a0̂ 'n雷征が,首切9や,派

罪'/j刑を受けた○権力者は邦正したO Lかしいつ'D世でも民衆'D立場は必ずしも権力者と一致

しない○表面は他宗をよそかt.0ながら,仏滋を二つかき,家'n奥深 (で信心を続ける内管を考

え出した○僧は居徒'/)家'/)土蔵や山'j3庵(̂{隠れ,ある時制は共産党且にも似た地下清劫 もした｡

岡山県に本山を持つ不農不純派oそれがなぜ開山に横をおろしたかという旋感がれ (｡南北

朝,Dころ,日顎寮 'n高僧大兄大僧正Vこ帰依した武将が備前守守簡職をしていた｡松田元喬,彼

以後も歴代城主が目撃頴を手原 (保讃し,特に 15代元緊払 不受不施派を只一人排斤 Lをか

ったo居城金川城'nある御沖町金川に妙見等が姐つ.tうになった歴史的背食である｡

以上が不受不施派について'D歴史的あらましであるが,再興依は,不受不施'Jj再興を祝って
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行なのれる行串である0 4月 10日, 11日, 12日の5日間行なわれ,その横様は次の通D

である0

9-5 打吉1幽

11日 午前 18時 行荘 杜児行列

午後 酒興

子供大会

12日 午前 10時 行荘

午後 法話

評釈金

15E] 午前 18時 行琵

午後 法静

次に妙覚寺内で,/〕年由行即は次(j3通i)である｡

御 本 LIJ御 荘金 目,行 法式文

5月8日 朗師会

9日 曽県会

10日 彼岸会

4月 再興金 目]日, 11臥 12日

中償金 2L]日～24日

5月 12.15日 大覚大僧正誕生会

24日 日城壁∧

8月 18日 伊東御難会

22日 再興漂主,日正大聖人

1月2日 正宗会

(9) 日 朝 様

御津町矢原地区には日朝様 と言才つれる祭9が参る○日朝 とは身延LIJ'n官主で晩年目を悪 くし

た学者である○毎年 7月30日夜日朝横-おまい9する0日朝を拝むまつ9であるが,現在日

糾様と拝んでいる'Dは,不畳不地脈'jj坊さん,n名前を宙いた石塔である○祭9,Jj始まPはvlつ

-4851



ごろからかはっき9しない｡元来矢原に吐不受不施派と鹿瀬にある不受不施前門派が参9,日

朝横へかまい9する,jjは不受不施派たけだが,両派,n^がか参9しているところを見ると.覗

在で壮貰祭9,Jj行事,A-つとをってVlる上うであるo不受不施派'D家では7月50日には焼M,

うどんなど,n精進料理を食べ夜あかしをする○一方夏祭Dとしては無氷を食べる楽 しみとれ

お嫁に行っfr̂ ,/)里帰9,せい夏,j3-休みといったところに目的があDそうだ○

(18) 七曲神社祭

妙党寺,n隣に,七曲神社という社がある○

明治元年日置氏が自分,n氏神様をここVC移 したも'nらしく,特別にまつっているも'Dはない○

海牛 18月 19日28日'n両日が祭日で,昔は町内'n昔年 50- i0̂ が御 こしをかつぎ,町

内をね9歩き,数多(,n夜店 も出て華やかなも,nだったらしいが,現在では,LL舞V,が少数

･Jĵ 々忙上って行なわれるだけで,そ'jQ芸 もおちているということだo

(黒 田 英 雄)

第 t3節 民 妹

一 御浄町,jj古い良家を主な対象として -

1, 調査,j3対象と目的

調査,D方症として最初は特定地域に調査用紙を配付し,家'Jj見取乳 建築年代,建典当初'nEE]

畑,n持高等を記入してもらい,その中からこちらで適当に選び写巽を稔 った9,質問事項を再確

認したり,さらに詳 しい坊まで突込んで行 (つも9で参ったが,それでは解答が得にくいとVlう

注意 もあ9,役場'n方に古い家'Jj比磯的多く残っている野々口を選んでもらって,圭一⊂そこを中

心に古vl家を-軒づつあたっていって調査を行ったo又野点口だけでは得VC(い個所では他,Jj地

域にも行って調査,n内容に加えた○良家'jj趨築当初の林道的な面から見た陣場的な嘩徴を理解し

ていくことをねらってみた○

階層的なも,j3を見て行 く場合,俄つか'jT段階に分けて見る,J3が簡明だと思 うが,そ,n分類,j3根

拠となるも'n忙姓,先ずそ,J3家,j3持高とV,うも,Dを基準 とする,Dが適当であろう｡しかし私が訪

問して調査対象とした家には,そ ういった担轟当初'n持高を明確に示すも,Dが皆帆 あるvlは提

供されなかったといえるo現在'n田畑,J3持高では,とてもそ'n家が建った時,n堺は言え覆い｡

分頼,Jj仕方 として次に考えられる,Jj払 持高から家の砧進的夜も'Jjを考える,nではをく,逆に

構造そ'j3も'J3Klって分類すれば,持高VE上る分類と連れをVlも,Jjになる,DではなV'だろうか｡
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そ ういう考え方から一応三つの段階に分け,そ,J3中で適当に分類して考えて行こうと思 う｡

2. 兵家と商家の民家

(1)政宗の例

A 下層とみられる住宅解造

例 1･ 青井伝曹さん'n家 (御津町野 口々)

第 1図は例 1,'D家の平面図で参るoこ,Jj家,n遜奥年代は明治末朋で比収的新 しいといえ

るo現在八は住んでも-らず,荒れるがま 忙ゝなってか9,管理する∧乃物思vcなっている｡

△

9 - 5, 第 1図

9-5.甘薮伝書さん'D家'n平面図(野 々口)

馳 )取Dは一応四間(i)あるいは三間と見られ

るが,(なんど)(Llたvlば )は現在比な

く,捜薬当初は黍,n軒下に差出しをしてあっ

たも'DであるO と'Jj家では既に床,Dかまえが

ある机 三方を壁に囲まれてV,る為に床,D持

つ明るい穿簡気姓ないo

写兵(1)比例 1.,J3家,jj正面であるが,これで見

られる様に家'J)正面に庇はをV,｡庇 (ひさし)

はをんど,I)あった表側 と,まやのあった文例

9-5. 写真 1.骨井さん'Jj家の正面(今は物僅 )
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忙あったようで参る.姐簸年代が比嘘的新しいためか,軒は帥面綻比較的高 く,後絃さし

出しをした為vc家,D中が暗 くはなったであろうけれども,割合に高いo母屋 (かもや)に

付属 した縫物 といえば,既にふれた.tうに家,13払側'D(夜んと)(LLたいば )と束側'Jj

(まや )便所であるが,いずれ も母屋,D軒下を利用して,Dさし出しであるから,全 く同一

･D建物と考えられる｡こ,jDクラスではまだは側はみられないo

9-5. 写衷 2. 丸竹を組んだ天井

写泉2)は例 1ウウ家,J3天井であるo丸い竹をそ'nままつなぎとめて,そ'n上に鰭 (士を鮭

いたvwつゆる(ヤマ ト天井 )であるOと,nクラス'Jj家ではまだ額張PJn天井は見られず,

例 1でもすべて,n天井が写炎の棟に在っているo家 も小 さ(,昔は垂内に蛭が流れてVlた

為に,天井にも鯉がしみ込んで竹紘親米9していて,そろで昔 'Jĵ の生活がこび9ついて

いるか'D標にみえるo

B 中IE,;とみられる住宅構造

例 2. 長尾暫 さん'Jj家 (中,D下 )

第 2図は御津町新庄原にある昆尾密さん'Jj家'j3平面図であるo部屋は四間取であるが,

田'Jj字形に壮ならず,形状は くずれてか9,ふすまや障子,nかわPK壁が入9込んでいて,

普通'j3家'Dをんどでも暗vuJ)に,ここでは三方を盤に凶まれ窓は一つ もそ く,まさVC暗室
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の状態で,物位'nエう忙荷物がつみとまれていたが,昔 もこうであった'/)であろうか｡

--
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l
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‥
▲

乍打ち

(.
丁
､⊥一
川.ど

I

,_
1

-
4
_
.千
-

~ ■ △ ｢ ｢Tnhl屯.lJ

9-･5. 講2図

土間が放物,J3両,Dは 半ゞ分を占

めているが,四間取 くらいまて

'PJ家 で紘こういった形式が支配

的で,大間以上'n出家Vr_なると

土間'D占める削合は相対的に′｣､

さくなるO良家'n土間はそこに

T,らを笹 l̂たD,作業が出来右

上うにする為に広い両横をとる

･J3であろうが,と,J3家 もそ'Jj例

長尾さんJn家'/)平面図 (新庄原 ) に洩れないo さらに(まや )令

(ひや)'n屋横溢刑 も 屋根野用'nワラが今も鶴み込まれているo (ぎしき)と(あだべ

え )'Jj天井に比坂が張られているが, (Trんt-)(かって)は竹組になっているo正式'n

丑が放かれている･nは天井と同じ(ざしき)と(あたべえ )で, (なんど)と(かって)

には現在で紘遼東たけが放かれてお9,以前は巌'nま れゝ あるいは道教であっ7tと思わ

れるO等其 5.は例 2.'n家'n正面である.良和仕音便で卦となしいた すゝまいをみせてか9,

9-5. 写真 5. 長尾さん'n家'n表側
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この地力,/)ワラ班屋根忙多く見られる棟･Jj瓦紘見られない○屋根がまだら忙なってみえる

のtE,崖'根ifさからある程度 ･n時間かたって,ワラも古 くTr9両漏 Dなど'Jj補強'/3為に新

い･-ワラをさした も,Dである｡ と,n家には古い系屈や≠T-きつけ等が残ってL,9,それに 上

るとE_I/3家,Jj先祖(･i武士で舶ガ:A,'j敬で西軍打つV,て敗れ,こ'J3地に落ちて名を軟め帰曲

して居をかまえたとあるから,当時,I?埋糸,n家が現在,n家であ州dI',突忙500年以上'Jj

年月を群過してvlる-]T忙なるo柱をど拭 とても5a0年 ももちそうになV'柵い も'/)を倣っ

ているけれども,写克 4で見ろ敬(,Eと'n家'nit上居'n訂柵r.まろくな9山はすDへって刃物乃

9- 5. 写其 4. 家,n年鶴を物転る′′しきい 〝 'D 離

1うにとんがっているところなどは 5UL)年 とVtう年月が感 じらrLるO等其5はと,jD媒 乃

台所にあたる所であるが,これ比ひや'n出入口rn所忙と'n牒忙雑然と並べられてか9,水

がめ,放物椙,うす等か･上そ近代的生活に壮弟去'nうすいも'j?が見られ,しか もこれらはし

まい込まれている,DではT3:く,現在 も聞使用されてvlる'Dである○写真 d･は こ'D家'n (く

ど)であるOこれも方々捕作がLてあって仲々古いも'nであるが,現在でも時 使々 うそう

で参るoこういった僅突'JVu:い (くど)で蛙を出す為に,家中ススで京黒忙なってお9,

等束で見られる様(a:ススけた古いも'Dと,ガスコソロや屯気冷房原'/)金属的を光とがまこ

とに見事をアソJ(ラソスを見せてくれるo

例 5. 菅野新一さん,j)家 (中,J3下 )

第 5回比例韓町下田'n菅野新一さん,j3家//)平面図であるo例2.とPE]jしく掛 ii]取,D形式で
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9- 5. 筈其 5. 土rul,jC)すみ忙駁かれた台JTr用兵

はあるが,棟 を高 (

7,L苑年代 も比叡的新

しい'P.で,例2.上D

も大 きく又明るい雰

幽気を持 っている｡

こ'Jj家では昔は紙を

洗いていたとい う串

で,現在 (ひや)と

寄っている所は赦政

〟,-.･となっていた所で

あるoそ'DなごPと

7Tj:ろも'j3比, こ'n

(肺す畠JT7j)と家IJ3

915 等寡占. デソと腰を鳩えた〟(ど〝

表に紙を漉 く乃咋依 ったとい う板が朝 やてVLるたけで.そ'J?他,jDも'J3枕何 も或 jていないo

又 と'Jj地方にど･/)程匿概が作られ,それはいつごろまでかとい う事 もわからないO と,jn家

は新薬された も･j3では凍 く,大 きを家を持って来て参集 した もので,大熊桂やそ'nイ蛙 賓
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を柱はこ'nクフス'j3家 と

して相場追いを感 じろ笹

大 きく立派在も'Jjを使 っ

ている｡大袋柱'n位位が

変則的n/y:もとれ忙鵬係

してVlるも'Dと思 れれるo

これまで見て来た例 と異

TID,納戸は堕に囲まれ

ておらず,瞭子がつけ ら

れてずっと明るい部屋に

なっていちか,写真 7.で

見るよう忙す く~生きが

山夜'/)で東側'Jj,tう

把は-採光が十分で代

ないO等弟;7.比例 5.

･n尿'Jj全潰である｡

これで見られ右上う

昨春棟であるれ 屋

根'Jj茸かえをして制

が筏いためか,例 2,

'/J'家と額べると一徹

新 しい感 じを受けるo

土間と部屋'n部分'Jj

位置が逆になってい

リ｢
H

J

.
E

ざしき巨 /lヾ

㌃
レ
T

で
rU

U

打

出

日
円

E
l

(.lJ)

拙 IljEn-i

9-5. 第 5図 背野新一さん'J]家乃平両回 (下田 )

･け
生

し

て

､
-

9-5. 写真 7. 菅野さん'n家の鵜正なた すゝまい

るが,入口(玄関 )

'n横に便所 と風呂とが抱 き合せ-T!設けられてVlるところは同 じである｡こ'Aクラス'J3家で

は風呂と俊所をと'n位配に設ける例が他にも削合多 (見られる○これまで見て来た家'Jj

(えんがT,)比狭 (て,便所夜trへ行 (為'n過鬼 として'Jj役目しかはたし得ないような小

さなも'Dであったが,乙,n例で壮単に通路 としてだけでなく,そこでくつろいだ9或い壮

鯨時,Jj物思場 として,n役目を もはたし得るだけ,i?広さを持っている｡ (えんがれ ),j3持つ

夢路気は ｢良家｣ として'jj柵えを表わす一つ,J3ポイソトではないかと思 うO 等其8は (ど
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9- 5. 写実 a 〟まや〟'n天井基

9- 5, 第 4図 甘木政乃さん,n尿の平面図(野々口)

-L191-

ま)と(まや )I/3境'j3天井であるが,

写真で見られるとお9物置忙在って

いるO (まや)'J?天井は一段低 (し

て物を上げやす(しているo (まや)

と(どま),/)天井'Jj全部を物思にす

ら,Jjがこ,nクラス'n家では定式化 し

てし-1る｡それは独立 した物置を持た

ないからであろうo (どま)'D天井

に比板が琶昆ってあるが, (耗すき場 )

であったという(ひや)には天井が

な く,屋根轟がじかに見えている○

そ,I)他,Jj部屋,D方で性, (なんど)

･Jj(やまと天井 )を除いてすべて板

張D'n天井になってVlるo

例4. 青木政乃さん'D家 (中の下 )

窮 d図は御帝町野々口'n晋木政乃

さん'n家rn平面図であるO と'j?家は

江戸末期に建てたも'J3だというから

割合古い｡それを証拠づけるも'jlが

有るとVlう串であったが,見せては

もらえなかった｡部屋は四間取で依

然として土間'n部分と居垂部とは半

半,i?割合である○天井はvlずれも板

張Dではな(,細い丸木を並べてそ

･Jj上(a:土を際V,7t所謂 (やまと)天

井に在っているO 等束9.は例4･'/)罪

･Jj全紫であるが,これで見るエうに

典型的T=寄棟で,いかにもとっLD

とした落着きを感 じさせる家であるo

さし出しをしていない為屋根が大き

く見え(事実そうであるが ),屋根



9-5. 写其 ?. 甘木政乃さん'J)寡

がすっほDと6!いかぷきっている上うな印象が強いOと'n家でも模作瓦は'nせていないが,

私,jj見た限9では御津町,Jjワラ茸'Jj家で,櫛に瓦を'Dせていろ家とそ うでなtJl家総半 く々

らい,Jj割合ではないかと思 う｡叉御梓町,n民家を見て感 じたことであるが,それら,n家々

･n屋根'J3ほとんどが単調を幾何学的な直鎖からそってお9,と'D家などは特VCそれが特徴

的であると思 うo

写真 10.比例 4.,I)家'D表側であるo比較的肘杖高い'nで階が上く入る上うである○軒下

は秋'jj刈D入れ時に使 う(はぜ ぐえ )'jD牧場 として使われているO と,Jj縁側は半間帳で標

車型'Jjも'Jjではな く,ほん'Jjさし出し巷鑑'n簡単を も'nであるが,曲家,Jj庭先をかざるも

･j3として無 くではならない も/j3'jjlうに思われる○向うに見える石垣はこ'n家で作ったも

･Jj･Tあるが,大/｣､の石をと9まぜて参って,管,n鎖家'/)自給自足的な生活が1(し,Jjばれ

るo

写真 11.紘 (士や )'n天井轟に如tる所である○例 5でも示したが,農家ではこ をゝ普

通 ワラ旺場 として使 っているが,こ でゝ も例に洩れないo柱はすすけて東熊に孜ってお9,

苗vl生活'n臭いがある机 上'D方に見える屋横'n姦側'J3ワラはすすけていない○ これはと

･J)家でも近年は庄内で火をたかず,もっぱらガスを使っているからである｡柱は太 く立派

夜も'Dを使 ってか9, 1t日)年以上たった今でも家全体はまだまだしっか9している｡上

--ペ921



9- 5. 写真 10. 縁 側 (JJ)ちVtつけたしたも'nか も知れをい

に殻んでいるワラは次,n屋根

茸に使 う7tめ'DもInである｡

例5.甘木抗さん,jn家 (中,A

(中の1 )

窮5国技御津町野々口'n骨

木挽さん'D家'jj平面国であるO

と'nクラスになると部屋は六

間取 とな9,物旺比独立 した

建物忙なって,そ,J3-つとし

て萩が出来て(る｡と'n家は

江戸未収に建てたも'nで 15L】

～14□ 年になるそ うである｡

しかし古さは感 じてもそれほ

ど弱きを感 じないCそれは写

真 1乙で見られる.tうに,現

在'n普通,n木造経典ではとて

も信じられない上う75:大き75:

柱や梁を優っているからで,

現在でもこれら比実にしっか

9- 5, 写真 11. 〝まや〝,Jj上,J3物故 柱はす けゝてまっ鼎である
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並門
- 1

9-5. 第 5図 押木鋭さん'D家'j3平面図

りしていて,あま9いたんでLnをい,,半阻巾'j3壁のほほ半分'n面碑を架が番っている○ こ

れら,/3木は他から買って来て畦てる'rjで仕を く,それぞれ'j3持っている自分'J)山から切9

出して建てろr'けだから,5r派を柱が使えるれけであるo部屋'D聞取 もそ うであるが,こ

･jqクラスに在るとすべてが一変するo便所 も客用'Dも'j3が設けられているし,家族用'jjも

nでも部屋忙上って出来るものと,土足,Dま 出ゝ来 るも'Dと'n二つが設けられてV,る〇線

側比 (ざしき)･'n前面だけでなく倒而忙まで伸びている'Dで,省間である(ざしき)綻一

段と明るV,部屋になっている｡輔と,Jj家の鎚簸当初'n田地,n持高は三町歩余たったが,覗

在で什六反少々に淑少 しているO

と,/)家で転相卿 51年に火災を五･としているoそ,J3時は (在や)'jj殆んどを焼 き,現在

･Dも'Jj比それ以後に再趨 したもr/)であるOと,rJ火軸で (7亡や ),r)殆んどと母屋,n屋根を失
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915･ 写其 12. j:Rt'tlに見られる大 きを杜と乗

ったoおもしろいとと作は母屋 yj?屋横だけが焼けて,そこから下比金 (焼けをかったとい

う琴であるoそれ総と,n家が(やまと)という特殊を屋根'Dl推進をとってV.7tからで,潜

過 'n天井板'D上に5尺,n観を駐いて口径 小J-～ 5寸,D丸太を虚べ,そ,n上に5寸ほど'Jj厚

さで士を恐 くという群道である｡従って下から見える欲張,/j天井と,上,A(やまと)天井

と'nlJE.qKは5尺ほど,I)空間があ9,さらに犀感 と性士で賄捜されてtハる為に,上たけが

焼けて下(a:は蛭がまわる程度ですんだ'nであるO Lかしこ'nようを構造をもつ天井であっ

ても,下から'n火であればそ'jQ役目は果し和す.(なや )から屋根を伝って来た火串であ

ったからそ,n効果が十分に現われたわけである. こ,n上うな天井がとJJj地方一帯忙見られ

るも,DかどうかはわからなV'が,私'J3見た限9で仕,二重耕連を待ったも,nQj:あまD見ら

れず,単に上側だけ,即ち丸太,D上に土を,I)せる('nせなVl勘合もある)天井は数多(見

られるO と,J3様な天井が果して防火用として作られたも'Dかどうかは不明だが,そ/A広い

空間もまったく使われていないととろを見ると,他'n使用圧仕考えられないOとJj3家'Â

も火輩になって屋根が暁け落ちてみて初めてこの上うな構造VCをっていたという事を知っ

たくらいで,外から見ただけでは全勝わから覆いO菅の姐奥には,とうvlった目につか72

い所にまで気を配ったも,j?で,現在'Jj所珊(文化住宅 )では考えられない群であろう｡間

と,j?家は入母屋造 Dで庇をつけているO

これくらい,n規投･n家になると.小言vlながらも数立した(仏間)を持つようになる0
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9-5, 写真 15. 独立 した仏間

(ふすまをしめたらか くれる)

写喪 15は舟木さん'n家と平面的には

殆んと同 じで,それを真似て建てたと

いう同じ所,Lj福本竪-さん'n家'Jj仏間

で参る｡約 5図で見られる上うVC,と

･j3仏閣を設けた為vr_七鐘半という変っ

た広さ'n部屋が出来ているo こ'Jj家'Jj

例で,昔,Jj家を建てる ｢きま9｣'D上

うなも'j3を見ることが出来る｡そ うい

った関係,J3本を見れば詳 しい41はわか

る'/)で,その大略を示すと,家を建て

る場合,そ,n^'D生れた年に上って建

てて良い月と悪い月がある○そして,

大殿柱を中心VCLて,良 (うしとら一

北東 ),Jj方向は衷鬼門,男'D鬼門とい

い,それと1880 'Jj方向になる坤 (

(ひつ じさる-南西 )は轟鬼門,女'n

鬼門といってそ.'Jj方向には建物など建

ててふさいではならをVlという事にな

っている｡さらにそ'Jj方向には角をつ

けてはいけ覆いとい う串になっている｡

こ'J3家でもそれVE従って写真 14.'Jj上

うに,塀に穴をあけている｡ これはとわれている'Jjl･も,外を'jlぞ く為'jjも'Jjでも75:い'Jj

である｡こ,Jj写英 上り右,J3万,即ち演に寄った方,jj桝(ri,第5図に示し7t上うにかどをつ

け凌いでまるく在っている○坤'n方向vcは門をつ くっては在らない○門は巽 (たつみ-蘇

蘇 ),D方向がいい｡ti.'.環は故 (いぬい-北西 )'Jj方向が上く,井戸は子 (わ )水 と言って子

(北 )'Jj方向が良いとされている○これらの歩を頭に入れてこ'n家'Dそれぞれ'j3様子を見

ると,殆んどそ,D上うになっているし,そ,Jjほかの通9すが9'j3家でも,ほほ例外な く寂

は乾,Jj方向に礎てられているo

床'Jj様式 も家,n規模に従って変化する○写真 15は甘木 さん,jj家,J3床であるが,これは

本床と呼ばれるも,Dで,下手から入って正面VEは小さな床を穀けて,障子を入れて明る(

し,本床は右手 (写真では絵'jjうしろ )につ (られる,Jjが普通である｡家'Jj中で一番明る
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うらぐ ち

ーI円1 31人hl人の郡長

9-5 第 6図 河原智弘 さん,n家,I)平面図
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(C) 上層とみられる住宅構造

例占. 河原智弘さんの家

弟 占図は御津町細='Jj河原智弘さんの家JJ)平面図で参ろ｡こ,D家は大庄屋であった家で,

母屋,新屋,四つ'J3蘇.長屋門,それに(士や )や物置などrJ3-連の建物,J35つ,Jj部分から

なっている建物であるo建鼻年代性,母屋そ,D他が約258年前 (正徳の頃か),新屋が天

保 (約 150年前 )'Dも,DであるOとの家忙ついて歴史的に見ると,当河原家壮 ｢津高郡虎

倉城主伊賀久隆JjD被官で,天正 占年 (1.578)辛喜多在家に敬はされたとき,多く,jB嶺官と

ともに舟に乗って字甘川をTって粧工(Lと9)忙住みついた｡我官たち'jj多Eは加茂郷一

帯に分散して帰鹿 し,帝体制,n下で彼等の中に比大庄屋,庄屋をつとめたDして,由緒ある

門閥を誇って土豪的勢力を筒も現存しているものが相当数あった｣(｢｣内,Jj多目i,谷口

先生'n吉川弘文飴刊｢岡山落｣畔上もo )字甘川を下った老壮そ'Jj沿岸に住みつき,河原'Jj

一族の中で金川に住んでいる者もあって,現在でも紙='Jj河原さんを本河原 (もとがわら)

と呼んでいる｡前掲'J3｢簡LLJ鮮｣忙も士穀的性格を持ったこれら破官から大庄屋や庄屋にな

った者達は,鰭体制'D下では藩当局からにらまれたとあるが,この内鹿家でも新屋を建て売

時それが穀華であった乃で,韓当局から開門をくらっているのもそ'J31つ'Jj例で参ろうo

家の方も大庄屋格忙なると,前'n例5と収ペでも一変してくるO部屋'Jj間取は三間ずつが

三列並び,長屋門が設けられ 新屋も肘属して地てられているo部屋 も家族用'j3も'jDだけで

9-5. 写真 1占. 河原さん,I)家'jB全食 (灘 氏撮影 )
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なく,女中部屋や下男部屋,それに出入Dの取人たちが泊る長屋門 も参る｡ (ぎしき)紘

(か(ざしき)と(在かざしさ)'n二つVUzD, (なんど)ち(卦 く夜んど)と(なんど)

･n二つ となる｡出入口も冠婚葬祭,J3時にだけ使いふだんは閉 じてある(玄関 )と坊さんたけ

が出入9する(坊さん入口)と,ふだん使われる(内玄関 ),それに事例につけられた (秦

∩)がある｡天井は土間 も含めてすべて板張9であるが,土間以外'A天井は二歪榊造てつ(千

まと)天井に覆っているo仏側は前'n例 5'jつようをおしいれと背中参わせ忙在った半独立的

夜も,Aではを (,板場 と丑を敷いた二丑を含めてほほ四畳ほどの独立した部屋になっている○

写束 16はこID家,n全景であるが,木'Jj蔭に75:っていて母屋'n方がエく見えをい'/3が残念

である｡左に見える'Jjが新屋である｡母屋'J3屋根牲このクラスでは,や比9人母屋進 9とな

9,軒には庇がつけられている｡その為か家が広い割に比,上'D屋根が大 きく見えないo屋

棉,jD部分 と庇'n部分,Jj傾斜が臭ってVlて,同一.物 と見えない串にも上ると思 うo これまで見

て来た例には見られなかっ7tも,Dに.写束で見られる上うな石垣がある｡これは故地の立地

条件にも上ると思われるが,まるで娩'Jj石垣を思わせるエうで他を正する忙十分であるo

長屋門 (写真 17) も庄屋,大庄屋クラスVCをってはじめて見られるも'Dであるo右,n方

に見えるY)は部屋で,六丑相当の部屋が三つあって,そ,n音吐出入り'Jjこびき聴∧や大工,

植木屋等が泊っていた部屋だそ うであるO現在では貸間にしている｡ これが街中にある家で

あったら,これだけでもアパー トに使えるで参ろうo門'Jjむこうに′｣､さく見える'J)が母屋,A

9-5･ 写寅 17. 耳線を示す長屋門
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9-5,
写真19.
頑強を化濃萩'j3扉
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9-5.

写寅 18.

曲線を持った

新屋,n屋根

内玄関で参る｡

写真 1ad.新屋であるOと,/j新屋忙は

茶室など設けられていて,客用あるいは

安らぎ,憩い'n為,/)ち,nであろうが,写

実で見られる上うに二階建てで入母屋造

A,しか も屋根は薗藤でな く外側にそっ

ていろo神社や寺 (我々が泊った妙党寺

'n屋根'j3上う(,rC)では,これとは逆に内

側にそって棟 もうんと高 くをD,非常作

スマー トな印象を受けるが, こ でゝは屋

根がまるく外に出ている為にずん ('Dと

した感 じを受けるo何故こ,D上うな手法

をとった'Dかはわからないが,民家とし

てはめずらしい'Dではないかと思 BOL

かしこれ も女帝さを表わす-つ'jj手法で

抹ないかとも思われ,今は使われていな

い'Dで見る形 もないが,こ'Jj新屋にはそ

ういっ7t点が多く見られろo項:近にをっ



て二階,jD屋根丑を修理する必要があって大工に登ってもらったら,屋根裏には ピッシ リと柱

がつまっていて∧間が入れない くらいあるそ うである｡又新屋に附属する便所には坐が敷か

れていたそ うであるoこれらも栄華さを表わす例で参ろう｡ こ,Jj上うにと'Jj新屋が,民家と

しては諸事VC穀華に出来てVlたためK,紡当局から閉門を くらったのであるo写真で見ると

二階は板張,Dエうに見えるが,これは雨戸で参って内側には障子がはめられている,Dである｡

写真 19は四つ'JD萩の うち'J3-つ,化生萩の扉であるOと'D蔵は全 く,D土蔵で表の扉 も写

真の1うに土で塗 9込められている｡虜は こ,n士穀 ,Jjも,rjが-番外で,未払 鉄張D,そし

てす戸'jj計四枚が入っている｡ こ'Jj激について紘おもしろい話がある｡近年になってこ,n土

蔵が施陣に阻われたが,僻別頑強vc出来てVlた為についに目的を兼さすに逃げたらしいとい

ラ,j3であるoそれは表,jj扉は四韮忙なってかD,古風を鍵がか つゝていて,とても泥棒の手

には負えなかった'Jjで参ろうO -ソゴを使って屋根姓から入ろうとしたらしいが,こ'D蔵に

壮屋根は参るがまるで士で出来た ビル

~｢ テ~ 'D上うなも'Dで･屋根は上VC'J3せてあ

+
るだけだという○それで止むを得ず士

載,J3壁をくD抜きKか ゝったらしい｡

ところがと,D壁は二重VTCなっていて,

その間に砂をピッシリとつめてあった

為,壁に穴を開けても上から砂が落ち

てくる'Dで,そこから仕入れない'J)で

あるo結局お手上げになって逃げたら

しいo泡棒の侵入に上って始めて知9

得た泥価対熊だと言えるO と'Jj化装蔵

'J)前には (第占園参牌),これまで'J3

例で紘見られなかった(けLlうべや )

があるo (写真 20) 写真に見え

る鏡仕後年'Jjも,Dであろうが,そ'J)他

の引出しなどは十分時間を経過 した も

'J)'Jj上うに見えるOと'Jj(けし上うべ

千)は母屋'Jj義口と板を渡 して通行出

来るようになっている｡

9- i 写其 20. 化装戒,I)扉,Jj前に作られたイ蟻 垂
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9-5 写真 21. かくれ天井'J)畳9ロ

!えrL上ったら梯子をあげる(森華氏膨 )

写英 21は (か くれ天井 )'D登DD,

写美22はそ'n内部である｡ と,A(か く

れ天井 )はこ'n家の一番奥まった所 (お

(75んど)から便所に通 じる廊下の天井

にわからない上うに作られているO見た

ところ普通'n天井であるが,下から開け

て登9,上にあがったら梯子をはずして,

上にか (しふたをすれば下から紘わから

ない訳であるo上は割合広 (て 5̂ や10

^仕楽に隠れる歩が出来そ うである｡こ

れは強訴などと,jn家に一朝事 ある時の為

を考えて作られたも'Jjであろうが,かそ

われる立場'Jj者rJ)逃げ場所 としておもし

ろレヽo

(2) 商家'D場合

写真 25は御津町金川'n江田文二さ

んの家の見取囲であるO と'n見取図は

おそら(家相見に見てもらう為'Dも'Jj

9- 1 写真 22. か くれ天井,D内部 (森喪氏 膨 )
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9- 5. 写実 25. 江田文二さん,D家rJ3平面図写井 (藤沢先生撮影 )

であろうo家相見は例 5で触れた･tう忙,i-'jD方向には何を建てたら良いとか悪いとかを示

唆する,Jjである.この家は近世後籾の金川村rJj商家で,油屋を営なんでいた家である｡写共

25で左,n方の,享を横向きにir･いた所が.写真 24に見える道路である｡これまで見て来

た典家,Jj様相 と性全 く臭ってくる｡先ず家の位直 も商策をするという関係から道路に面した

9-5. 等美24.商家らしい格子森や生を見せる正面
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ものにをD,それに従って家の向きもは 東ゞ北になってVlるo図面'Jj上での名目では南に向

いているように見えるが,入口は北側 しかないので北向と考える｡家'j3外観 も変ってくる｡

切妻で,間口は道路に而して長 (.商売をしやすvl上うに広 く取IJてある｡部屋の間取Dも

それにとも在って異ってくるO と'n家,n担物は写其25に出てVlものが全部ITはを (,家の

北側即ち道路をおいて反対側に米#ヤ触れを建ててい7㌔

(C) 船頭集落uj家

写真25は近世後脚'Jj御汚町金川に見られた船頭銀箔'Jj家である｡旭川'J3姫防のすぐうし

ろに位催し,高聯舟に乗っていた船郭の家である｡良家と商家とを較べて見て,この舟面鏡

915.写真 25.旭川'Jj埴妨'J3すぐ裏VEある船頭集落'J)家

(藤沢先生撮影 )

港,Jj家が似ている点

を持っているとすれ

ば,外観上商家に似

てい右上う忙思われ

るO今真申'j3家を例

にとって見ると,こ

'n家は中二階で二階

は物置になっている〇

人El,D土間と六丑が

一間四畳半が二間で

や 奥ゝに長vl家であ

る｡家はほ 東ゞに向

vLているが,商家と

同様に方向には無頓

潜であるというエi),

立地条件等'jj制約に上D,そういう書にはかまってかれなかった'jjが実状で比をVlかと思う○

む す び

以上25枚r/)等寅と6枚の園を通して御砕町の民家を追ってみたが,そ'n主眼壮あ(まで漁家で

ある○従って枚数 も調査客質 もそれに重点が荘かれたO民家という場合何を指すJnかそ'n対象がは

っき9しないo曲家を含めて商家,船頭典落,あるいは鹿家'D中にも主に米茨を作ってVlる'Dも曲

家であれば,萄妻をやっている,I)も出家である50又時間的に制限を考えなければ,現在建築され

ているサラリーマン1n文化任.宅も民家VC入るかも知れをいo しかし民家について軒かれた本を見る
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と,ど'J3本にも文化住宅は出ていないoたいてい古vl良家が出てVlるOと'Jjレポー トではそれに従

vl,さらに範囲を限定 した も'Dに選点を置いた｡そ'J)狭い範関の中を縦に見て来た訳であるが,中

層に位思すると思われる例は,現在で も多く裁 っていてサソブルには苦労しなかったが,下層 と思

われる古い家が少ない'Jjはどうvlう訳であろうかo これは,こ'Jjレポー ト'jD範囲には人らなVlかも

知れないが,そ,Jj理由,Jj一つと思われるも,I)をあげて終DにしたVlo

それは,調査対魚になった家で開いた事であるが,大き在家VCは土地 も財産 も参ってそれ以上'Jj財

を覆す例はあま9見られず,明治以後壮子弟'Jj教育vcそ'J)刀を傾けて現状を維持するか没落する｡

それに対 し,下層･n者は子弟,Jj教育をする余裕が72VHjjで外へ働 ら生に出し,それが成功して家を

建て古vl家は壊されるとい う'Jjである｡むうん小 さい家では使 う往なとも粗末であるから,vlたむ

･Jjも早いであろうoこ,Jj許,J3すべてが美央であると仕官えないにしても,そ'Jj一端を示 していると

いえるであろうo

(大 下 紀 行 )
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第 10章 教 育

第1節 学校教育の歴史

1. 県立金川高校,D沿革

明治 17年 7月,腺下に 1枚,j3両Lil中年故に入学するための予備学校として,陶山市府屋町薬

師院内に,私正岡山普通予備学校が開設されたo併発年限仕 1年ITあったo

明治 19年 5月,学制改革に上り,校名を私31噂通学硬と変更,女子部 も加えられた｡

明治21年,更に岡山普通学校と変更,漣常中学校第 1学年と同等'j3年科を相投,明治 29年

に中辛校合が改正されて,苗等小学牧上9すぐに中学校に入学することができる上うになってき

たので岡山中学校に入学するもnが渡って重たO

明治32年,池田頚政僕,n後攻を得て.名を ｢君に鹿毛｣｢正しVIJとVlう意味をもっ.賓虚

字枚 と改め,中学校5年まで,J3毎度の学科を埋れ 剛J｣中学校の4年に連絡していたo教員窄成

部は 1年であったo

明治5占年,金川村が中辛按牧舎超奴をひきうけ.上(57年 lB,文部省上9開校,J3命をう

けて金川に,私立金川中学校が開設された白的敵弾象見境成所は上(58年尋常小学校正教見習

成所'J3欝可をうけたO上級進学に備えて補習科も扱けられたo

大正12年,町長'Jj管理'n下に,而LLJ換金川中等故として新たに発足したが,一時的な対罪で

あD.上(15年 1月財団荘∧私正金川中学校として発足したO

昭和 22年,学制改革にエP,併設新制中学校を増設し,御持郡金川町外5ケ村組合正金川中

学校,D経営委託をうけたo上く25年,学制改革によって.岡山瓜金川高等学校と校名を変更し,

普通,家庭'J32線程を設置したoA,一九 晋年学校を統合して.定時制'jj御印南等芋硬が設置

されたo

昭和 27年,上地 移管につVlて組合金融がもたれ, 29年 5月51日,実質県立移管となD,

簡山県立金川高等学校とな9,現在にいたっている0

2.私立早便として'n特色

金川高等学校は私立として発足した○私立でもろが故,経営面には,度々危椴があったけれど.

しかし,私立で参るが故につちかわれてきた社風を忘れて比ならないo

大正5年,父服部康雄のあとをつぎ服部舵姓tt金川中学枚 'jj校長に就任したO彼は自由主義を

となk,平等と博愛,I)教育方針をうちだした0両-主喪,I)教育を排し,∧間を塾忙仕まったもrJ3

忙仕正てあけることを掩い,個∧個∧の個性を帝正し,それを引きだしていく,Jjが教育者,Jj任務

とLてい7t0

-5ロ7-



帝国ホテル,Dきらめ(食卓を飾る汲艶在社'jjかずかす,滞酒を銀座の功潮 店に近代人

を1ろこぼす,金運花,鈴蘭,n花,吉野,Jj桜,月ヶ瀬'Dうめ,あれ も上からう,これ

も1からん,しかし,人目も遠 さ字垣野,A,名 も75:さ雑草'n野花こそ,平民中,j3平民,

無産老中の撫産者 ,わたuま,彼等を熱愛する｡わたしは,彼等と呼吸を合する｡そし

て雑草,n花を通じて,天然乃ところに過るとLiうo雑草'D花を通 じて,同一'n天別

に生 きるとし上う｡馬に食はるるも上し,∧に踏まるるも上し,ソロモソ大王'j3栄華

にまさる造化,D綿実はE_,D雑草,n花にE_そ輝 くと織れ○ (｢雑草'j3花｣上i))

彼,n著審 ｢雑草,Jj花｣にみられる如き信念でもって,服部純樺は教育にあたってきたo t･'D教

育方針は,生徒vc大 きな影額を与えた｡後数回にわたる全学ス トライキ'Dエネルギー源 とをった

･Dである｡大正8年,政界進出のため金川中学校を去った服部納経は,大正 12年全学生徒vc,i

るス トライキで校長退陣,n後,再び金川中学校に迎えられ 昭和 7年まで,校長として自由主義

･D精神をかしとうしてきた｡自ら,D住居に｢自由精舎｣,本校を ｢自由学食｣ と名付け,軍国主

虫思想が強まi),自由主義者に対する弾tEもはげしく夜ってきた時,そんな時 も,自由教育,自

由主我,D彼'n信念をつらぬいたO

第 2次世界大戦突入,Dため,政治,経済,文化,教育'Dいっさいが戦時体制に動員され極端75:

天皇制軍国主義教育が行われた｡当時'D学校は,′｣＼学校から大学まですべて,両陛下の御写英

(御真影といってVlた)'D下賜を受け,それを,奉安巌 と称する建物にしまっていた○ しかし,

金川中学校払 昭和 15年まで御真影'j3御下賜を受けなかったo これも,私学で,自由主幾 'D学

風,D伝統,Dためであったと思 う○

又,多数,D朝鮮,台湾,D留学生がことに字ん6'o表 1a- 1'n5忙みられる上うに,特に台湾

本島から'j3̂ が多かったov､ずれも彼,j3地,n中学校や師範学校を卒業した20才以上'n者ばかD

で,すべて,私史入学者であった○服部純雄,A,一切平等,学問の機会均等を説いた教育方針,j3

-端を物語D,広 く海外文化,n交流に貢献し,又,一方,風伶習慣を異にする他民族と机をなら

べ,生活をともにすることに上って,生徒'n^間形成に役立っていた｡

編入学制度 も特番すべきことである○これは学歴,年令をとわず,学力に応 じてと,n学年にで

も入学を許すという制定であった｡′J､学校高等科卒業 と同時に,4年に桐入学して尋常科から普

通に入学した者エ91年早 く中学校を卒業した∧もある○個∧'n才能を伸ばし,広 (そ'n^材育

成に果した役割は高 く評価されるべきである｡

又.給仕制定とVlうのもあった｡これは育英制箆'Jj一種で,生徒 として乃身分を保有させなが

ら,学校や先生,j3雑用をさせ,そ'D代わ9,授非料免除と教科笹給与'Jj特典を与えるとVlう制度

であった｡給仕は各学年 1̂ 位で,4-5̂ いた｡一緒に学校にねとま17し自炊をしていた｡そ
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乙で先生'Jĵ 問性にじかにふれ,同僚 とn生倍等で,人間形成に大いに役立っていた,Dである｡

創立当時'j?中学校rn修築年限は 5ヶ年で,筒LLl尋常中辛故 として発足した｡各部,n中学校は廃

止された'jlで,県下に1校しかなかった岡LU中学校忙入学希望者が殺到するエうに覆った｡ しか

し,岡山中学校は非常に高匠を学科を敢えてlハた,Dで,予備学校が必要になったoこうV,った情

勢'Jjもとに,本校,n歴史'jDはじまDで参る私立岡山普通学校が匪生した,Dである｡懇虐学校咋か

わる明治51年まで,n15年間K,卒英生5.700 ^以上,岡山中学校入尊者708 ∧以上を数

えている○しかし,明治29年に,中学校令が改正されて,高等′J､学校エ9すぐ中学校に入学す

ることができる上うに漁った,jDで,岡山中等枚忙入学するも,Dは少 くなってきた｡

密度学校が設立され右前'n明治5 1年に,替地学校,D中に師範部がかかれていた｡畢虐学校付

設教員頚成部,私立金川中学校準教員饗成所 と教員'n饗戒が行われたO明治 55年度'D敢負璽成

部'j?入学者は 214∧であった｡ 1年間,JT履菅にエって,代用熱風として採用されていた○/｣＼学

校教員'n不足に上って,郡内から選抜された郡焚支給者も多数いた｡明治 58年,尋常/｣､学校正

教員蛮成'jD認可を受けて,正教員鮮成部が設けられたが, 5年間で廃止され, 弓1∧,jl卒巣生を

県下に送Dだしている○修巣年限は2ヶ年であったo準改良守成部も大正7年をもって終った○

ここに,晋年'Jj敵背と同時に,多数'n教員を岡山県下Vこかく9たし,岡山県'n教育界に大きな

役割Ik果してVlた'Jjであるo

生徒は衷 1D - 1'n2'n如 く,岡山県下各地から媒ってきていたが,地理的に,赤磐郡,御津

都,久米郡,n出身者が多い○曲村である関係から盛家出身者がtE倒的に多い○そして,商業,官

吏,医師等'Jj子弟 も多い○明治57年.捜薬科は22円であったo大正2年, 27円,大正7年

5U円と捜弟料は値上9していった○投薬科等Jn関係で,修学者は富有'Jj尿'Jj者に限られ卒業後

ち,進学 している∧が多い｡帝国大草,私正大等,師範学校,高等専門学校へと進学しているo

そ'n他'Jĵ 々も,各地IT指串者的地位について悟牌 していた○

昭和 54年 9月,字壇中学校,金川中学校,鴨限中学校の5新制中学校が合併 して,現在'n御

津中学校となった ○創立当時生徒数 795人,数見放25∧であった0 57年'nl.025̂ をピ-

クに生徒数は減少して, 41年比,生徒数 684A,敷員数 28^'Cあるo

御津申学校卒共生で,進学者,J3うち,金川高等学校へ,n進学率は,56年,65.7‰ 57年

57,170, 58年 54.2%, 59年 50.1乳 48年 56.O動 41年 61.00/b,で半分以上を

占めているo

金川高等学校卒某生,Jj就職先仕,表,n如 くほとんど県内に就取しているo多分,県南の工業地
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帯に吸収されてV,ると思うo

昔は,昔年,n教育ととも忙,,ult下n教育に大 きを芹献をしていた金川中等使軌 現在にかいて

は,県南,Jjエ敷地帝'D発娃'J3ために,帝大なエネJL,ギーを提供している'Jjであるo
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1ロー 1. 第 5表

昭刺1 2 5 4 5 a 7 8 9 18 ー112上 ー4 15占 161718一192821 計170

台 湾 9 2∩ 22 24 19 占 8 5 5 4 1 8 2 2 14 ll 2 1 5 1

朝 鮮 1 ー I 5 ー4 5 5 2 4 8 7 4 2 4 dDt中 国 1

満 哀 l 2 2

10- 1. 第 4表

県 内 近 愚

昭和 輿 55.DaA 4_O帝

52年 女 91.5 7(〕

55 輿 69.0 10.0

女 87.5 12.7

54 罪 54.占 25.2

女 70.7 19.5

55 罪 70.0 25,a

女 87.2 7,2

56 罪 占5.占 18.1

女 81,4 1占.占

57 罪 占0.4 52.5

女 89.7 8.1

58 弟 57.7 55.5

女 80.7 15.5

39 罪 dd.6 26.1

女 84_1 11.1

40 罪 71.4 T7.1

(甲 山 尚 子 )



第 2節 社 会 教 育

1･ 私たちは御梓町に&ける社会教育を調査する忙あたD.その対食を如^合宿軌 l才隼田宿敵

公民館活動,I)三つにしぼったo私たち,J3考えで払 これら,J3倍軸比 あらゆる意味において級E

化が進んでいる都市に比べて,僻に血相で比,都市とは異なるいろいろな阻害条件が存在するに

せ上,V,わゆるそ'n活動が行ない易いので総をtJnれ そ･D普及が進んでいろ,J3ではをいれ とい

うことでかなD,j3期待をかけて調査忙曲ん.だが,そ,n調査,nあらましは次,nごとくで参るO

(1) 甘隼田

甘隼田帆 青年∧口'Jj減少にエ9,すでに四年軌 御浄町からそ'j3敏を消している.全戯 勺

な現象で参る〝若者'J3触村 〝がと,I)御浄町忙かV,でも現われている,Jjである｡

(2) 公民館

公民館活軸払 皆無とは官え72いが.そ'n独自,J3括軌 つまP公民館活動といわれる⊥うな

も'Dは現在'nところなく,たた形式的に,婦人会のいろいろな活動vc共催 という形で受金面で

'Jjや9(DK一役かっている亀匿であるo

以上からもわかる上うに,御紳町にかけも嵐紋化された社会教育といえば,次に述べる如入

会だけといっても習いすぎで仕かハようであるoITは次忙,婦∧会について辛甘西,五城の二

つ'J)支部の活動を中心にみていくことにするo

(5) 輸入金

婦∧会をそ'n粗放的な面からみていくと,御沖町翰^会'jDもとに,旧村別に上る御砕南,辛

塩,金川,辛甘東,字甘歯,五城'n各支部が虚けられているoこれからもわかる上うに,御津

町婦人会壮昭和二十八年に町村合併が行なわれた際に.各旧封,n約人会が町婦∧会として合併

し,そして今日それぞれ支部 として括勅してVlる'J)である○会員数帆 昨年度'D町婦∧会に納

められた合資からみると, 1596̂ であるが,爽際には1.911人ほどであるo次に会発,

そ,n他'D現金面をみると,町婦∧金に納められる金銀は年間-^当92円であるoこ'n金飯,A

僅少さは,支部に納められる介についても官えらととで,これは会'n活動とも大い忙関連して

いろ,nであるo支部については後で述べることにするOそ'n他'n町婦∧会としての資金は,町

予算VC血まれているととろ'n社会教育斐'nうちIDいくらかがこれにあてられてV,ろo ところで,

こ'D社会教育史'nうちの婦ノ＼会割当て分は.それがすべて町婦人会全体として'D活動,/⊃蚊用に

あてられる,J3では夜(.各支部へ也D分けられるが.そ'n撮D分け'n方法比頭割Dではなく,

活動すればそれ忙対する援助は出るが,清均しなければ援助は出ないという形にをっているO

との点,社会教育費としてはこまかをワクh;決められていないだけにや9易い上うであるO

では次に活動の方仕どうをってV,るであろうかo活動'J)主なるものは支部単位で行なわれて
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ぉ 9,支部Vu Dそれぞれ鳩敏が奉る上うであるo御津町婦∧会として'n活動は,たとえば四

十一年鑑を例にとると,文部省委嘱'n若輩学級をはじめ,発寒教皇,盗賊f寸座許が組まれてい

る｡そして毎年ほほと,nような活軸が行なわれてきている○ ところで社会敷青という面から捕

^会を追求してい (場合,やは9そ,n活動仕,各支部,あるいは各支部'Dもとにある班等 とそ

･D輪がちぢまるほど集際的な活動があるエうである｡では次に各支部'Jj活動'n特徴がとん夜も

Jnである'nれ 字甘西,五城'n二つ'n支部乃情動を例にみるととにする○

(4) 亭甘曲支部

字甘酎 劉生は全戸数 520戸前後で,そ'nうち約 510戸というものが出家で奉る○

こ,n字甘西地区にかける荊∧会は,会員数 500人未満,部落 (辛 )別に 12'n班に分けて

あD,活動はこれら,jD班を中心に,行をわれている｡また支部には次'j3匹lつ,n部共部が樫かれ,

班情動もそれを中心にして行なわれている｡

(A)数 頚 部･･･..-儲市会,研究会,母親等紋等を趨当○

(B) 生括改善部-t･･--台所'jD改膏及び使用研究等o

(C)福 祉 部･･････-子ども,Jj指g,老∧,Jj慰問等.

(D) 資 金 部-･･-･･共同僻八,共同作非等忙関すること○

これら四つ,n額英部には,部長,副部長がかかれ,各会El比と,n四つ'/)串菜郡,Jjうちどれか

一つに所属する上うになっているC,

会封は年間一人当950円であるが,こ'Jj中には県 (2円 ),那 (5円),町 (2円 )'n各

婦∧会に納める9円が含められているo戟941円比年 1回(通常2月 )行われる支部総会,A

兵薬代にそ'JjほとんどがあてられているOでは実際'n運営,活動'D為'n喪用比と'n上うにして

調達されている'Dで,bJ:I)うかo

曲協等から'jj共同購入に上る収入,嫡∧会'n共同田からあがる収益,納税地合をつ (って地

区,n税をまとめて納め,それに上る税り割引 き分 (多い部落では年槻7万円くらいの割引 きが

ある｡ ),簡易保険,n集金'n手数料,そ'J)他諸々'n労働奉仕に上る収益が活動避営'n壁用 とし

てあてられてVlる'Dであるo

次に具体的が 舌動をみてい(と,年度初めに年間'n活動方針が決められる｡そ,Jj方任はまず,

各部長がおおよそ'J3線を出し,それを各会員にはか9,そしてそれを支部に提出し,そ,Dうち

'Dいくつかを採Dあげ,支部'jD婦人等紋等忙提出する,Dである｡ ところで,宇甘西支部におけ

る婦∧学級は他'n五つ'n支部とtt異759,坤独にと'n学級を設けている○ (他'D支部は町,Jj婦

^学級に参加している○ )これは会員'n為に-∧でも多 (と,D婦人学版に参加できるようにす

るためである｡ (定員数 dJ∧'/)こ,n学級の出席は占L]̂ 以上になる｡ )では次作,具体的な
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活軸をみろために昭和四十一年度,n家庭教育等鮫についてみてみよう0

1a- 2. 第 1衷

昭和 41年度 家 庭 教 育草 歓迎 官署 項

目的 教育的家庭耕境づく9

1. 青少年'n非行対策として'n家庭における肢について,そ,D方法'n研先0

2.家庭をなどやかな明るい も'Dにするため'n学習をする0

5. 家庭にかける保健衛生や食生活についで研究する0

4. 家庭にかいて子供をめ ぐる∧聞関係について研究するO

5. 夫婦,Jjあ9万や,妬のっとめと若輩'D:む拝について学習するo

d. 留守家庭'j?子供'n保離VCついて研究するo

10-2. 第 2表

1. 迷宮の主体- 町教育委見金

字甘西婦人会

2, 迎 営 委 員- 町教育委見合

婦人会役員

専攻聴見

5. 受 辞 書 - 字甘西地区輸入

4.開設'n時期- S41.5 - 942.5

月一回

姓繁肋を除 (

年約 10回

5 開設総時間- 2tl時間以上

6.樺 柴- 煉及び町費

7.場 所 -- 承芳′ト学校

lu- 2. 第 5表 年 間 計 画

回 月 日 研 究 匙iE] I 予 定 訴 師 利用できるフイルム

1 5_ ー0 家庭学駿のあ9万 南山教育事鞍所 I



回 月 日 研 究 題 目 l 予 定 軌 帥 利用できるフイルム

2 7. 15 明るV,家庭づくD 元三石小学校々長山 本 頼 糞 ｢村'jD鮎∧学級｣

5 7. 2D 保健衛生と料理解習 簡l｣｣保健所々長町,森木保健婦

4 a lD 家庭にかける子供'nしつけ 県中央児童相談所在取猷長藤 原 俊 策 ｢ある町'J)親子座談会｣

5 8. 2〔】 家庭にかける情操教育 加茂川町円城寺天 竹 森 諦

d 9. 1d 児童心理'Jj発達 簡大教授 甘年制

質疑応答 /ト 原 美 高 むすこ'n反抗

7 10. 1□ 社会状勢について 夕刊岡山野 津 氏 I

8 12. 1〔】 交通道徳 御津督寮署米 井 弘 青

9 1,15 社会性'D育成 伯山教育部務所上 田 主 事 ｢社会に生 きる｣

そ'Jj他'J3年間'J3主な行事,活動をあげると

･迎砂金参加(牛二回)

･夏期訴座へ,jD参加

･老人会 (一年奄 ).･ -･支部として行わ75:い時は班 として｡

･婦∧金'Jj体育会,音楽会-･･I.･･本年鑑は計画してい覆い｡

･宇垣'Jj蓉老院姐間-･･･-班で海月,支部 としては9月(町/Jj計画として)

さて以上字甘西支部VCかける活軸を大まかVCみてきたが,これらの倍数をやってい(上VC何

ら問題は生 じてい覆い乃であろうか｡

昭和22年 こ'j?支部'Jj前身である字甘西村卿∧会が発足 した｡当時は職前,nLl防如∧会,愛

-51ムー



圃婦∧会等'n情動がそうであった上うに,現在の碗∧会,I)情動に見られるような自主的を,い

わゆる下から'n活動はをかった.典合令がかかればやっと集まるといった調子,Aも,nであった

が,そ'n上うな状況にかける活動阻音由子としては,姑や夫から,n妨宮があったo ここに言う

妨昔とは,如∧金 '/j会合に出かけるととに姑や夫が′′いい顔をしない ′′あるvlは ｢行 くを｣と

言うといった調子,Dも'/)であったが,それら,n阻寄由子が少 くなってきた今日ではそれがど,j3

上うな問題に変化してきたで奉ろうカLL｡

家庭にかける主婦'D樫済面で占める位置'n変化,即ち,かって'DようVC主軸はただ家野'nさ

DもDをしていさえすれば上かった時代から今日では主婦がある程匿の家庭経済'n収入源を握

ることも不自然でをくなってきたとと○それ仕商葵rjD発達,文化面,n発達にともなう支出'n増

大,それ忙堤村にかける人手芥足等が原凶している1う･fある○そ してこ'n支出,n増大が主婦

にある要求をした'nである｡そしてこ,I)ことが今日,n焔入会活動における問題をなげかけてい

る'J3である○つま9そ'Jj襲来 とは一種,n出穣ぎであるC)土方忙出たD,山の雁林作業に出たP,

町'n工場に出た9する人が辛甘西地区把も出てきた'Dであるo都市忙見られる/′鍵っ子 〟も存

在するわけである｡こ'jj上うなととから主婦比婦人会'n活動にも以前はどスムーズに参加がで

きなくなってきているOこれが侵近,Jj字甘西支部の活動/jj上に見られる問題点である○ もちろ

んこ'nことは地区全体から見ればそ'n数は多(ないか もしれないoまた特別褒耐 ヒしていると

も言えないかもしれないが,しかしそ,A&,云々は別として,確かにそれら重要な社会問題を

もつ現象が現われている'j3であるO で仕これら･nT問題をいかにして解決す=rLぱ上い'Dであろう

かO と'Jjことについて紘五城支部,Jj活動をみた後に両者'Dそれをまとめて考えてみること忙す

るひ

(5) 五城支部

御津町把かvlて一番広い地域を占める五城地区は.全戸数約5L川 戸である○

如入会frl会員数 475名で,こ,flは盲)までもな く∧n,n蔽少 とともに渡ってきているO部

落別,Jj班分け'nもとに, 14'n班がそれぞれ班情動を行をっているoそ'n活動 も以前には数頚,

生産,拳紫等,I)各部を設けて行なっていたが,それが上層部だけ,n活動にとど7t9,支部全体

にゆきわたらをいところから,こ,Jj部活動 も2-5年で中止 し,そ'j3後迷宮賓fl制托し,次に
かかげるようを運営委且をおき,月一回rD迎営委員会を開いている○

支 部 長 -･-･･･11名 (任肋2年 )

副 支部 長 ･---･2名 ( 〝 )

班 長 ----14名 (任収 1年 )

そ'n他/n学級委昆･･･-････
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こ'j3上うを迎営委見合のもとに前述'n各班が班'Jj特色を生かし班括軌を行在っている'Dであ

るoたとえば,参る班では申年'Jjグルーブをつく9,月一回定例会をもち,家'Jj問題等を話し

合い,月々百円もモー寄って慰安を行をっている｡

会A,は年間-^当95D円であるO汚動,n際'rJ不足分は支部の場合は,公民館共催という上

うな形で公民館殻用,Jj*から訴師,n謝礼等を出してもらっているo班では筒気料'D狼金等忙上

る奉仕活動に上ってそ'Jj活動敢'Jj一部を調達している○

次に具体的を活動'Jj一部をみてみると,昨年,一昨年と学級兵制 (定員58- 60人 )に上

る家庭教育早坂が設けられ60-70人'Jĵ が参加してお9,終了証岨 皆勤演等 も出されて

いるo次に参考'D為忙≡十九年鑑,四十年度の家庭教育学級の尊習計画をみてみよう｡

18-2. 第 4表

59年匿 学 習 計 画

回 月 日 主 魅 学 習 内 容

1 5. 27 家庭教育,nあ9方 家庭教育学級'Jj目的と進め方

家庭教育は子供'Jĵ 楯形成,jj場

理想'Jj家庭とは

2 7. 家庭づく9 家庭'D本餐

家庭の機能

貰休み,Jj子供,n暮 し方

5 8. 望ましい家庭JJ3あ9万 望ましい家庭,Jĵ 間関係(親子,夫婦,軌 姑,

兄弟姉妹等 )

明るい楽しい家庭

4 9. 子供'/j心身'jj発達 ,:芸芸芸芸芸 ト DJLlh,n発連

5 10. 甘少年,n道徳教育 干'f少年'Jj非行'n現状

(移動研修会 ) 甘少年非行化のIE凶

甘少年,Jj扱い方

6 12. 現代っ子について 現代っ子の特徴

現代っ子,n扱い方

7 1. 上手を子供'jj扱い方 咲 ,/j基本的態度
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画 月 日 主 題 学 習 内 容

8 2. 家庭にかける道徳教育 道徳教育のあ9方

社会悪,マスコミ等'J)対策

公衆道席

9 5. 1家庭と隣保関係 子供は社会'D子

酪保,協力,教育的殻塊づく9

･自分'Jj子が注意されれば感謝する心

･近所'j3子が良くなることに関心をもつ

･共々VC良 くなるo

1, 親'D態監吐どう変つたかo
皮
2.家庭'D空気はど'DようになったかQ

省
5. 地域社会,nムー ドはど'D上うに変う7tか○

10- 2. 第 5表

4~8年度 学 習 計 画

回 月 日 主 題 学 習 内 容

1 5. 家庭学習'nJL得 1_子供,I)勉強と親'JD心得

2_学習時間と学習'nしつけ

ま能力と宿題,テス ト,成耕表,Jj扱い方

2 7. 明るい家庭づく♪ 1,良い家庭 とはどんを家庭か ′

2_家庭教育,Jj本質は何か

五男庭内'D^間関係

5 8. 親がしなければならぬ子供 1,年令に応 じた家庭生活時間襲

'JjL/3U 2_しつけ'DL方

4ノ 9. .子供,D成長と親子関係 1.依存助とギJrソグ朋,n理解

｡心身の発達 2.第-伸長朋と第二充実期'D理解

エ典団意識と指導について

5 10. マスコミ'n中'n子供i 1.-ソガ'D取扱方

2,テレビ'j?正しい見方

L



回 月 日 主 題 学 習 内 容

6 12. 中学生'n心理 1.反抗期

2.思春期'/j特徴

7 1. 社会性'n育成 1.中学生と無印'n権威と良きグル-ブ活動-'jD参

加

8 2. 一般敵軍 1.公明通草

2.交通道徳

9 5. 移動研修 f

1. 親や子供,D態度はどう変つたかo
反
2, 家庭内'jl空気はどう変つたか○

省

四十一年度は牌∧学級が附かれているoこれ-乃参加は,班割当て'Jj出席強制となっているo

こ,Jj強制割当てに対する批判はなく,各班では当番制にしている○ (強制割当ては,常に出席

する人,しない∧'n差をを くす為 )また,こ'rJ婦∧学級にかける学習内容は7ソケー ト'/1結果,

健康づ(Dを主に趣味,民主教育となっている｡また移動研修として旭川輩を予定 している｡

(移動研修会は娯楽 も兼ねている○ )民主教育については,全戸に｢民主教育'Jj手引き｣を配

9,また婦∧尊敬'D比じめに50分間,民主教育について話し合 っているOと'jj婦∧学級は月

一回開かれる'nであるが,次にそ'n芋習計画を見てみ上う｡

1L]-2, 第6表

41年匿 五 城 繊 ∧ 学 級 学 習 計 画

目 的 進展する社会'jj中で健康75:心 と体,jD婦八にな9まし∫~う○

題 目 学 習 内 容 月別計画

･個人生活肉体的に精神的に健康であるためKo I 1.此紫朗'Jj健康管理と食生活 5 月

2ー疲労と食べ物 7 月

ま納豆/Jj作♪方と食べ方 郷土食 9 月

4.心と病気 10 月

･家庭生活幸せT=家庭を築く為vco 5.家庭'Jĵ 間関係 12 月占.道徳 (人として正しい道を考えてみる) 2 月



題 目 学 習 内 等 月別計画

7.袋 物 8 月

8,ローケツ染 1 月

.社会生括 ?.民主教育 5 月

そ'jD他'jl活動として払 若輩草椴への参加 (個^参加,定数 5□数名'nうち 16- 18∧を

占めるO ),御津町栄蜜委負会が主にそって月一回開いている巣賓敬重に,各班から一名を支

部と班が髭用を半分ずつ受け持って送9, とJn伝達'/)為に班でも月一札 会合をもってVlるっ

また,これまで'D主な活動'n-一部をみてみると,今年は町,Jj婦人会としても開設していないが.

生産尊厳や生活改啓学級等で,女性 も技術,知故等,jD面で典薬を自力で行なえるよう,鹿作業

'n知識を稲,n成育状態を調べたDして学び.参るいは廃租の処理を行茂ったD,料理 も実習だ

けで75:(理論やそれに塞いて有色野菜,D栽培串を行なった9してVlる｡そ,D他,生活改笹クル

ープをつくってわら'nマットレス,n使用,共同煉れ 託児所,n普及をはかる活動等を行った乙

ともあ9,託児所を設けたグルーブも実際あったほどである｡以上年度不個に東城支部におけ

るこれまで'Jj主な活動をみてきたが,これら'n年間,n活動状況は年一回'jn総会で報告される｡

で壮位後にと'n五城支部'n活動の中で少々特異な も'jjが参ち,Dでそれをみてみ上うoそれ仕貸

衣装を行怒っているt,とである○打ち掛け,n花嫁衣装一式 (二巌 )母親用,D紋付がそれであるo

もちろん衣装代は民間商売,nそれよ引はるかに安V,Oそして昭和三十一年から続いていると'D

情動で現在約25万円というも,Jjが収益として貯えられているo

以上が五城支部'n環近,JB主75:活動状況であるが.次忙と,Jjような活動をやっていく上,jD問題

点をみてみ上うo

字甘西地区と同じ上うに,まだそれほど表面化 してV,右とは育えなしへまでも,婦∧'n出稼ぎ

という問題がある｡桃の採D入れの手伝いとれ 上板部落'n^たち,n営林所に働きに行 くとか

であるoこれは字甘西支部,n開題とも共通してVlる,Jjでこ'n開院については次にまとめて述べ

るととにする0

2. 婦∧金活動における問題点

さて,以上字甘西地区と五城地区,D二つの支部における婦∧会活動をみてきたが,そこに共通

の問題が生じているととは述べた通Dで参る｡ところで私比これまで婦人会'n活動を行なってい

く上で,D閉園ということを言ってきたが. これは適切を襲環ではないようである｡なぜをら,柿
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ノ､会,n活動は活動すること自体が目的でれたV､からであもO形式的な,人が集まら1}いとれ 頻

用が云々はそれ自身大した問題紘なV,'Dである｡72ぜ∧が強まらない'Jjか そ'n庶敵を追求 して

ゆき,皆んなかエ9良い生痛を潜むことがで き乙上句.皆んT=で考え.話 し合い,行動する'Dが
＼

活動,n目的な,/)であるから｡つま9,辛甘西や五雌における1-うな状況'n中では,いかにして,

これら,Jj主軌を情動に引っ張D出すかではな くて,こういう社会状勢'jj中で,いかに主軸が働 き

やすく,さらに比文化的な生活ができるかを婦∧会活動と結びつけ,実際生活 と活動が遊離 し7%=

ち,Jjにならをい上うにすることが大切複,Dでは夜かろうか｡だからこ'n二つ,n地区に見られる問

題即ち主婦,n出稼 ぎ(あるいは主婦'D労働 ),それに前述 してけいをいが,媛不足 という深刻を

地域,/3社会問題に対処した今後,D情動としては,表面的lZ.^が何<集められたとれ こんな大

大的な催 しをしたとか,nいわゆる単なる目的速成'D為･r)一時的活動に終らず,地道に家庭教育学

級や婦∧学級をおしす めゝていくことに上9,生活/n向上を意図的,意放的に図ってい くことが

必要を,I)で抹ないだろうか｡さて以上は字甘西及び五城矧まで'D問題を中心にみてきた,nである

が,次にそ,Jjこととも関連 して御酔町全体,n縮∧会活動につV,て少 し述べておきたい○御津町婦

^会では前述 したごとく各支部で,Jj活動が盛んであるが, こ こで注意しなければ夜ら71いことが

ある'Dではをかろうかoそれは,小さTI殻に閉じこもることな く常に広い視野から社会を眺め,

そこでは じめて自分達,n身近かに起 って(る問題を解決すべ (努力をしてはしいとい うことであ

る○先に私は,婦∧会,n活動はそ,D輪がちちまあほど実際面で'n活動があるとVlうことを言った

れ これは確かで,今述べたことに上って否定されるや'Dでq:i75:い｡つまDそれはあ(まで今述

べたエうな態度で11され夜けれ(rlならぬとい うことを,ー特IIE強調 したかった,DでfTけ加えておい

たまでである○

以上御津町にかける婦人会'jD活動及びその問題点を簡単にみてきたわけであるが,こ,Jj二つ,jj

支部,Jj例でもわかるように,今後'/.滅l̂ 会,n括動,迎骨にはかな9重大を問題が横たわっている

上うである｡

(江 藤 公 子)
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